


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




プロローグ　二人の騎士

第一章　魔将たちの初うい陣じん

第二章　ルクサンブルの少女軍師

第三章　一つの終わり、そして始まり

第四章　禁呪の魔術師

第五章　光の巫み女こ

終章　光刃の魔王と月影の少女軍師

エピローグ　レグディオラの闇やみ

あとがき







[image: ]







　――これは救世の英えい雄ゆうでありながら、《魔ま王おう》と呼ばれた者の物語。




　世界は初め、七つの神々によって作られた。

　神々は《始まりの大陸デイアンテイカ》を七つに分け、それぞれに神の国を作り、人間たちを作り出だし、彼かれらを守まもり、導いた。

　しかし神々の間に、ある時を境に疑ぎ心しんが生じた。

　――他ほかの神々が、自らの国を脅おびやかそうとしているのではないか。

　疑いは悲劇を経へて憎にくしみに変わり、国同士の戦いくさの火ひ蓋ぶたが切られた。




　大陸が焦しよう土どと化したあと、神々はようやく、疑心を生んだ者が誰だれであったかを知った。

　七番目の神。戦争を望み、流血と怨えん嗟さを求めるもの。

　神は人間を守るものであるはずだった。その神だけが、違ちがうものに変わり果てていた。

　六つの神は七番目の神を憐あわれみながら、魂たましいを引ひき裂さき、彼ら自身の中に封ふうじた。

　それでも人間たちは、争いをやめることができなかった。

　戦を終わらせる者が現れるのは、神々の戦争が終わってから数百年後。

　人間の域を遥はるかに超こえた力を持つその英雄を、人々は畏い敬けいを込めて《魔王》と呼んだ。







プロローグ　二人の騎き士し







　鋼がぶつかり合う音とともに、猛たけ々だけしい雄お叫たけびと、凛りんとした女性の声が響ひびいている。

　――剣けんを交える二人の騎士。身にまとう重装の鎧プレート・メイルをものともせず、互たがいに譲ゆずることなく、全ぜん身しん全ぜん霊れいの一いち撃げきを放ち続ける。

「どうしたッ、エルセリアの魔ま将しようの力はそんなものかよッ!?」

「くっ……まだ勝負は決していない！　我わが神エウスレアの力は、何者にも屈くつしないっ！」

　始まったばかりの、二つの国の戦のさなか。国境を分かつ石の城じよう壁へき、その上の監かん視し台だいを結ぶ通路で、両軍の大将が対たい峙じしていた。

　一人は白銀の鎧よろいに身を包つつんだ、精せい悍かんな顔つきの青年。名を、クルドという。

　もう一人は類たぐいまれな容姿の女性騎士。名を、システィナといった。

　彼かの女じよは長い髪かみを翻ひるがえし、細身の剣でクルドの両手剣を捌さばき続けているが、徐じよ々じよに限界を迎むかえつつあった。それでも勝利を諦あきらめず、力強く剣を振ふるう。

「――はぁっ！」

　クルドの大おお振ぶりの攻こう撃げきを辛かろうじてそらしたあと、生まれた隙すきを突つき、システィナは呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始める。

「我が神エウスレアよ、我が剣に加護を与あたえよ！　《月花エウス・フラウ・千刃サザン・ブレダ》ッ！」

　システィナの首元に刻まれた紋もん章しようが輝かがやき、彼女の剣を月光のような淡あわい光が包み込む。そのまま裂れつ帛ぱくの気合で斬撃を繰くり出すと、光の刃が幾いく重えにも分かれてクルドを襲おそった。

「良い技わざだ……しかし……！」

「っ……!?」

　絶対的な隙を見せていたはずのクルドが、システィナの予想を超えた速さで体勢を整え、大剣の薙なぎ払はらいでシスティナの斬撃を弾はじき返かえす。

「馬ば鹿かなっ……！」

　人間の常識を外れた動きを可能にするのは、クルドも魔ま術じゆつを使い、肉体を強化しているからに他ならない。

「ぐっ……！」

　しかし全すべての刃やいばは防ぎきれず、クルドの身体からだをかすめる。頬ほおについた傷から血が流れ落ち、それをクルドは指先で拭ぬぐって舐なめる。システィナはそれを見て、汗あせで肌はだに張り付く髪を片手で払いながら言った。

「……その剣けん技ぎ、騎士の振るう剣にしては、いささかに力任せが過ぎるようだな」

「あんたには戦いは似合わないと思ったが……俺おれとここまで渡わたり合あうか。月と狩猟の女神エウスレアを奉ほうずる騎士。その力、やはり侮あなどれん」

「戯たわ言ごとを聞いている時間はない。部下をこれ以上失うわけにはいかない……！」




　クルドとシスティナの周りには、刀折れ矢尽つきた兵士たちが倒たおれている。そのうちの何人がまだ生命をとどめているのか――それとも、全てがもう息絶えているのか。

「他人の心配より、自分の心配をした方がいい。俺の信じる神アルマーンも、よその神に屈するほど弱くはないぞ……！」

（まだ使えるのか、あの剣技を……このままではっ……！）

　渾こん身しんの力を込めたクルドの上段からの斬きり下ろしを、システィナは剣の刃を滑すべらせ、威い力りよくを殺しながらいなす。石いし床ゆかにクルドの大剣がぶち当たり、跳はねた剣が手から離はなれた。

「迂う闊かつなっ……！」

　システィナは好機を逃のがさず、最も速い追つい撃げき――近きん距きよ離りでの突きを選せん択たくする。

　それだけではなく、彼女は魔術を行使するための詠唱を省略し、魔ま力りよくの消しよう耗もうが激しくなるリスクを背せ負おいながら、自らの持てる最大の奥おう義ぎを繰り出した。

（月と狩猟の女神エウスレアに請せい願がんする。夜空を断たち割わり天を穿うがつ輝きを、ひととき我が剣に与え給たまえっ……！）

　詠唱を心中で行うことで省略する。それは、思考速度がそのまま詠唱の速さに変わりうるということでもあった。

　最後の《発動句》のみを唱えることで、システィナの奥義は完成する。クルドの膂りよ力りよくを考え、最速でその隙を狙ねらい撃うつための選択だった。

「――《断空ゼス・エリア・月穿エウス・レイ》ッ！」

　全ての神性魔術セイクリツドは、《神詞ヴアリス・ノーム》と呼ばれる言葉を発動句とする。

　システィナの振りかざした剣が、月の女神の加護の光に包まれる。

　その技の威力を察し、光に目を灼やかれながら、クルドは笑い、視線のみで語りかけた。

（試ためしてみるか？　俺の鎧を断ち割る力が、その技にあるのかを）

「――甘あまく見みるなっ！」

　システィナの電光石火の突きが空を裂き、クルドに迫せまる。それはまるで、女神が放つ矢のようだとクルドは思う――しかし。

「……ぉおぉぉおォッ！」

　眩まばゆい光の中でなお目を見開き、クルドは襲い来くる突きを、狼おおかみのような吼ほえ声ごえとともに、篭こ手ての装そう甲こうを削けずらせながら払いのける。

　――女神の加護を得た突きの速さは、何者にも勝まさる。システィナはエルセリア王国で最強と謳うたわれる武人であり、自身の突きで貫つらぬけぬものはないと思っていた。

　しかしアルマーンもまた、《光と戦の女神》。クルドは突きの勢いを、神の加護を得た篭手で無む理り矢や理りに逸そらし、技を放った後のシスティナの胴どうが、がら空きになる。

　クルドは剣の柄えを拾い上げ、立ち上がりざまに上半身を捻ひねり、突きを繰りだそうとする。その瞬しゆん間かん、システィナは、これが死の気配というものなのだと悟さとった。

　敵の騎士の力量が、正面から力でねじ伏ふせられるほどに優まさっていた。それが敗北の理由であると受け入れながらも、システィナは願わずには居られなかった。

（願わくば、リクト……私の代わりに、我が国くに……エルセリアを……）

　神性魔術の加護で覆おおわれたシスティナの胸甲に、クルドの剣けん尖せんが届く。圧あつ倒とう的てきな質量の激げき突とつによって彼女の鎧は大きく陥かん没ぼつし、衝しよう撃げきが全身に走はしり抜ぬけた。




　システィナはこの戦が始まる前に、弟リクトと話したことを思い出していた。

　それは戦が始まった今日という日から、一週間ほど前に遡さかのぼる――。







第一章　魔将たちの初うい陣じん







１




　リクト・ゼスフォードにとって、強くなるということは生まれた時からの命題だった。

　ゼスフォード家の開祖は、エルセリア王おう国こくとアルマジーア帝てい国こくの戦争を終わらせた英雄の一人である。その血に恥はじないよう、ゼスフォード家では代々、王国軍の頂点に位置する大将軍――『六魔将』を務めるほどの強者を、何人も輩はい出しゆつしてきた。

　ゼスフォード家の人間の強さの理由として、彼らの血統に、優ゆう秀しゆうな『自律魔道ソーサリー』の使い手が生まれやすかったことが大きい。

　魔術体系の一つである自律魔道は、生来の才能を持つ者しか使うことができない。使用できる血統は希少で、年を経るごとに使い手は世界的に減りつつあった。

　ゼスフォード家でも自律魔道の才能を持つ者は絶えかけていたが、リクトは久しぶりに、自律魔道を習得するための天てん賦ぷを備えて生まれてきた。

　その特異な力だけに頼たよることなく、さらに強くなるため、リクトは武術の修しゆ業ぎようを積んだ。

　幼少から剣の修業を始め、十歳さいになる頃ころには、リクトは大人の騎士を相手にしても勝つほどの実力を手に入れていた。しかし若さゆえに、リクトは長く公おおやけの場で強さを認められることはなく、家族や親しい者のみが、彼の実力を理解していた。




　リクトは負けを知らず、それでも強くなるという目標を忘れることはなかった。

　十八歳の誕生日を迎える少し前に、リクトは初めて公の場に姿を見せ、国じゅうの猛も者さが集つどう『国家試合』に参加した。

　結果は、準決勝敗退。国全体で四位となり、その実力を知らしめた。




　その後、エルセリア王国の書記官は、初参加で好成績を残したリクトの経歴について調べ、驚きよう異い的てきな事実に目を疑った。

　リクトは武む者しや修しゆ行ぎようと称しようして十一歳から国内を放ほう浪ろうし、エルセリアの集落を襲う盗とう賊ぞくを根こそぎ討とう伐ばつしていた。その際に『リック』と偽ぎ名めいを使っており、『盗とう賊ぞく狩がりのリック』の名は、地方では英えい雄ゆう譚たんとして広まっていた。

　御ご前ぜん試合でリクトに敗れた魔将の一人は、彼の功績を知り、魔将の地位を譲りたいと申し出た。そして試合の感想として、このような言葉を残している。

「リクト・ゼスフォードの強さには、魔将の椅い子すでも見合っていない」と。




２




　曰いわく、エルセリアの六魔将とは、一いつ騎き当とう千せんの強さを持つ存在である。

　曰く、六魔将は竜りゆうすらものともせず、魔術と武器で打うち倒すことができる。

　曰く、六魔将の頂点に立つ者はエルセリアの王となり、『魔王』と呼ばれる。




　エルセリア王国の民たみはすべて、六魔将の強さをそのように讃たたえている。

　前代の六魔将を国家試合で破ったリクト・ゼスフォードは、『魔王』に手が届く存在の一人である――軍の中では、そういった声が上がっている。

「リクト、このままだと本当に『魔王』って呼ばれちゃうことになるかもね」

「次の王は姉上だから、俺がそう呼ばれることはないだろうけどな」

　紅髪の少女に問われて、黒くろ髪かみの少年――リクトが思ったままを答えた。

　彼がエルセリア王国の最高戦力とされる『六魔将』の一人となってから、まだ三ヶか月げつほどしか経たっていない。将軍として実戦で軍を率いることも、まだ経験していなかった。

　リクトは今年で十八歳になる。軍人の中では最年少で、並外れた覇は気きを持っているわけでも、体格に恵めぐまれているわけでもない。目鼻立ちがくっきりとした端たん正せいな容よう貌ぼうには、まだ少年らしさが残っている。

　しかし、彼の強さは本物だ。マリエスはそれを、一番理解しているつもりでいる。

「王様にならなくても、リクトはすごく強いじゃない。それに比べたら私なんて可か愛わいいものよね。あ、今可愛いのはその通りだって思った？　思ったでしょ？」

「修練の最中に、何の話をしているのですか。集中しないと怪け我がをしますよ」

　その場にもう一人、亜あ麻ま色いろの髪を結ゆい上あげた少女がいる。彼女は長ちよう剣けんを模した、練習用の木ぼつ剣けんを構えていた。

　この三人は全員が魔将であり、公には同格の強さと認められている。それが一堂に介かいして、『修練』と呼ばれる、実戦さながらの手合わせを始めようとしていた。

「リクト、準備はいい？」

「ああ、いつでもかかってきてくれ」

　そう言いながら、リクトは頭の中では別のことを考えていた。なぜ、自分がそれほどに強いと言われるのか――その理由についてだ。




　六魔将が強いと言われる理由は、魔術を極きわめているからである。

　この世界における魔術は、三つの大きな体系に区分される。




　一つ、自然の力を司つかさどる精せい霊れいと契けい約やくして使用する『精霊魔術エレメンタル』。

　二つ、神に信しん仰こうと供く物もつを捧ささげることで恩おん寵ちようを得る『神性魔術セイクリツド』。

　三つ、厳しい修行を経て、使い手が独力で術を発動させる『自律魔道ソーサリー』。




　魔術の種類によって威力や規模の差はあるが、どの魔術も熟達すれば百人の兵士を一いつ瞬しゆんで薙ぎ倒し、竜を含ふくめたあらゆる魔ま獣じゆうの防ぼう御ぎよを貫かん通つうすることが可能となる。

　それは、魔将の資質として当たり前に求められることだ。リクトは、『魔王』と呼ばれるほどの存在は、魔将を遥かに超える想像を絶する強さを持ち、人間離ばなれしているのではないかと考えていた。

　彼には、自身がそれに該がい当とうしているという自覚は全くない。

　リクトは自律魔道だけでなく、精霊魔術を習得している。二つ以上の魔術を使いこなすのは、通常は不可能とされることだ。しかしリクトは、それをいとも簡単に成なし遂とげてしまった。まさに、人々の想像を絶する存在ということになる。

　それほど人間離れしたリクトの実力を、改めて確かめたい。そんなマリエスとセシルの申し出を、リクトは快かい諾だくした。二対一での勝負を申し出たのもリクトからだ。

「リクト、ぼーっとしてると先制攻撃しちゃうよ？」

「ああ、いつでも来てくれ。それこそ、俺の隙を突いてくるくらいが良いな」

「ふふっ……言うじゃない。でも、油断したら痛い目に遭あうんだからね。私だってリクトに勝つために、自分磨みがきしてるんだから！」

「それは別の意味で倒そうとしているように聞こえますが……相変わらず、油断がなりませんね。どこをどう磨いているのです？」

　マリエスとセシルは気心の知れた仲で、リクトとは共通の幼なじみだった。




　ふわふわと柔やわらかそうな長い髪に、おっとりとした雰ふん囲い気きでいながらも、男なら誰でも震いつきたくなるような艶あでやかな容貌を持つのがマリエス・メルローズ、通つう称しようマリーである。エルセリアの名門貴族・メルローズ家の一人ひとり娘むすめで、すでに家か督とくを譲り受うけている。

　彼女の美び貌ぼうはエルセリアの至宝と言われ、若くして魔将となったほどの魔術の天才で、男性からの圧倒的な支持を得ている。

　何より男性の気を惹ひく理由は、その胸だ。同年代の平均より遥かに大きく、形が良い。その胸を以もつてしてもリクトが容易に陥かん落らくしないことが、彼女の一番の悩なやみの種だった。

　もう一人のセシル・リーンヒルデは二人より一つ年上で、涼すずやかな目元をした玲れい瓏ろうたる美女だ。その振る舞いは歴戦の武人そのもので、常に胸を張って堂々としている。

　最低限の装甲しかなく、露ろ出しゆつ度どの高い鎧を身に着けたマリエスに比べると、装甲が多く堅けん固ごな鎧を身に着けている。マリエスは後衛型だが、セシルは前衛で戦うことを専門にしているからだ。

　二人とも『麗うるわしの姫ひめ将軍』と呼ばれるほど容よう姿し端たん麗れいだが、魔ま将しようにふさわしい強さを持つ。美しい花には棘とげがあるというが、リクトはその通りだと気を引き締めた。

「リクト殿どの、今日こそは一本取らせていただきますっ……マリエス！」

「はいっ、セシル姉！　火精霊イフリートよ、緋ひ色いろの宝ほう珠じゆを一つ代だい償しように捧ぐ！」

　マリエスは首と両手首、両足に、いくつもの宝石がついた飾かざりをつけている。それらのうち、左手首の飾りから宝石を一つちぎり取ると、右手で力強く握にぎりこんだ。

「火の霊れい界かいより来りて、灼しやく熱ねつの腕かいなを振るい給え……《紅炎掌フレイム・パルム》！」

　エルセリアの王城には、高位の将官が利用できる修練場がある。魔術を惜おしみなく使っても破損しないように、結界が張はり巡めぐらされていて、全力での戦せん闘とうを可能にする。

　《紅炎掌》は、術者が手で薙ぎ払った先を炎ほのおで焼やき払う魔術である。生身で受ければただでは済まない――そのはずが、リクトは逃にげることをせず、ただ右手をかざした。

「――これより我が魔力によって、世界は変容する」

　それはリクトの用いる、自律魔道に特有の詠唱句。

　自律魔道を行使し、自らの力のみで世界に影えい響きようを与えるという『宣言』だった。

　リクトは自らの生命エネルギーを、自在に魔力に変へん換かんすることができる。他の魔術では精霊や神の力を借りなければ、魔力を世界に作用する形に変えることができない。

　しかし、リクトにはそれができる。その変換速度は、精霊魔術や神性魔術のような手続きを全く必要としないために、まさに一瞬だった。

「大気を絶ち、全てを隔へだてる盾たてと成す――《空絶ノ道エリアス・ロウ》！」

「ふぁぁっ、やっぱりっ……リクト、いつもながら速すぎぃ！」

　マリエスが狼ろう狽ばいするのを見て、リクトはふっと笑いつつも、躊ちゆう躇ちよなく右の手のひらをかざして、前方の空間にある空気に魔力で干かん渉しようした。

「えぇぇっ……ど、どうやってるの、それっ……！」

　自律魔道は《道ロウ》と呼ばれる固有の法則に基もとづき、魔力を使って世界に干渉する魔術である。それがリクトにとって真理なのだが、天賦の才能を持たない者には、説明しても全く理解できない。
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　熱は空気中を伝導する。リクトは魔力の干渉によって空気の性質を変え、限りなく熱が伝わり難にくくする――結果として《紅炎掌》の熱は、リクトに届くことなく遮しや断だんされた。

「やはり、隙を作ることすらままなりませんか……っ！」

「簡単には通してやれない。俺の自じ慢まんの盾だからなっ……！」

　マリエスの攻こう撃げき魔ま術じゆつは、リクトには通じない。連れん携けいの試みは崩くずれたが、それでもセシルは果か敢かんに斬りかかっていく。同時に、彼女は朗々たる声で呪文を詠唱した。

「風精霊シルフよ、翠みどりの宝珠を一つ代償に捧ぐ！」

　セシルの耳みみ飾かざりには、マリエスが用いたものとは違う色だが、よく似た宝珠が嵌はめこまれている。それが強きよう烈れつな光を放った瞬間、セシルの姿がリクトの眼前から消えた。

（速いっ……！）

　まさに、疾しつ風ぷうの如ごとく。風の精霊の力を借りて、セシルの動きは大きく加速される。

　その速さはフェイントを入れただけで、リクトが完全に姿を見失うほどだった。

「我が剣に、風の疾はやさを与え給えっ！《疾風剣シルフイード》ッ！」

『疾風の剣けん聖せい』の二つ名にふさわしい、超ちよう高こう速そく攻こう撃げき。

　リクトにとって、対たい抗こうしうる手段は二つ。一つは物理的な手段――斬撃を受け止めるか回かい避ひすること。そしてもう一つは、『精霊魔術で対抗すること』。

　リクトは後者を選択する。手合わせの中で一度は精霊魔術を見せることも、セシルたちに頼たのまれていたことだった。

「水精霊ウンデイーネよっ！」

　リクトは首くび飾かざりに付けていた青い宝珠を引きちぎり、精霊魔術を発動させる。口に出さずに詠唱を省略したことで、セシルの剣が届く一瞬前に術が発動する。

「なっ……！」

　セシルの剣がリクトを捉とらえたかに見えた――が、それは水で作られたリクトの偽にせ物ものだった。ばしゃっ、と水の飛沫しぶきがはじけて、セシルは頭からずぶ濡ぬれになってしまう。

「今のは《水の偶像アクア・フイギユア》だ。相手に触ふれられていないときは、こうやって水の写し身を作って回避できる」

「余よ裕ゆうですね、リクト殿……しかし、まだっ！」

　セシルは濡れた髪を振り乱みだしながらリクトに斬りかかる。しかし二度目の攻撃は魔術による加速を得ておらず、リクトには自律魔道を発動する猶ゆう予よがあった。

「我が速さは、影かげも残さず――《絶影ノ道ブリンク・ロウ》！」

「なっ……！」

　セシルは剣を打ち返されていた――リクトの持つ、短たん剣けん程度の長さしかない木剣でだ。

　魔力を使って強化できるのは、空気などの物質だけではない。リクトは《絶影ノ道》によって自分自身の反応速度、そして筋肉を強化することで敏びん捷しよう性せいを一気に跳ね上げ、セシルの動きにあとから反応して追いつくという離れ業わざを為してみせた。

　セシルが想像していた以上に反はん撃げきは強く、手が痺しびれて剣を落としかかるほどだった。剣けん士しであるセシルにとって、それは一本取られるのと同じ、明確な負けを意味していた。

「セシル姉、武器をしっかり握ってっ……リクト、私だって魔術だけじゃないんだから！」

「おっと、一発目を外したら後はないと思ってくれよ」

「えっ……ちょ、ちょっとっ、まだ武器を構えただけなのにっ……」

　マリエスは太ももに吊つっていたムチを取り出してリクトに向けて振るおうとしていたが、その前にリクトは《絶影ノ道》を使って加速し、一瞬でマリエスの眼前に移動していた。

「きゃぁぁっ、待って待ってっ……お嫁よめに行けなくなっちゃぅぅぅ！」

「心配するな、峰みね打うちだ。我が剣は全てを切きり裂く……一部を除いて。《裂破ノ道デイバイド・ロウ》」

　リクトの木剣を、淡い紫むらさき色いろの燐りん光こうが包む。マリエスは半泣きで自らの敗北を悟り、固かたく目を閉じてふるふると震ふるえながら、斬撃を甘んじて受けた。

「あ、あれ……痛くない……？」

　確かに斬られたはずなのに、マリエスは全く痛みを感じなかった。練習用の木剣だからという理由ではなく、剣が身体に当たったような感覚さえなかった。

「り、リクト殿……？　『一部を除いて』とおっしゃいましたが、まさか……」

「そのまさかだ。マリエスのことだけ心配してる場合じゃないぞ。さっきの打ち返しのとき、セシルさんにも同じ技を入れたからな」

「なっ……!?」

　セシルの身体をふわり、と温かい風のような感かん触しよくが包み込む。ぞくぞくとするようなその感覚のあとで、身に着けていた『鎧だけ』が、ピキピキと音を立てて剥はがれ落おちた。

「きゃぁぁぁっ……！」

　セシルが女性らしい、高い悲鳴を上げるのも無理もなかった。しっかりと上半身を包み込んでいた装甲がきれいに剥がれ、その下の肌はだ着ぎも果物の皮を剥むくようにびりびりに裂かれて、大きな胸を押おさえ込んだサラシが露あらわになってしまったのだ。

「えっ、ちょっ……ひゃぁぁぁんっ！」

　そしてマリエスの方は、軽装であったがために、衣服の大半がきれいに吹ふき飛とんでいた。押さえていても服が破れ、引き剥がされてしまうので、かろうじて破れた布もろとも、胸を隠かくすだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「最近、相手の鎧だけを破は壊かいする技を研究してるんだ。去年黒こく竜りゆうを討伐したときに使った短たん剣けん、あれは『鎧通し』って言うんだが、うまく使えば重装騎士の鎧を、つなぎの部分だけ破壊することも出来て……二人とも、聞いてるか？」

「りっ、リクトのばかぁ……こんな格好で、まともに喋しやべれるわけないでしょ！」

「わ……私としては、このような姿を見せてしまった以上、リクト殿の傍そばに置いていただく許可をいただきたいというか……将来的に、一人の女として……」

「あっ……ご、ごめんっ！　ここまで威力が強いとは思ってなかったんだっ！」

　リクトは今いま更さらに、マリエスとセシルが半はん裸らになっていることに気づく。修練に集中するうちに、彼は相手をしているのが女性二人だということを失念していた。

　服だけを破り裂いたのは、色好みだからではない。ただ自分の技を試してみたいあまりに、どのような結果になるかを失念していた結果だった。

　そういったことが普ふ通つうにあるほど、リクトには禁欲的に強さを求めるところがあった。

　だが、年とし頃ごろの女性二人が納なつ得とくできるわけもない。慌あわてるリクトを見て、マリエスは仕返しをしてやろうと、悪戯いたずらな微ほほ笑えみを浮うかべる。

「あっ……む、胸が……痛いっ……私、もう死んじゃうかもっ……」

「何を言っているのです、そんなことがあるわけが……り、リクト殿？」

「っ……マリエス、大だい丈じよう夫ふかっ！」

　リクトは本気でマリエスを心配して詰つめ寄よる。マリエスはセシルだけに見えるところでにやりと笑うと、リクトの手を取って、大だい胆たんにも自分の胸に押し付つけた。その弾だん力りよくに理性を揺ゆらされないほどの朴ぼく念ねん仁じんでもなく、リクトは少なからず胸を熱くする。

「う、うわっ……柔らか……じゃなくて、い、痛いんじゃないのかっ」

「んっ……痛いから、『手当て』してもらおうと思って。リクトの手、あったかい……」

　マリエスの言っていることは半分は本当で、リクトに直接触れてもらった部分がじわじわと熱くなっていた。もちろん、痛みとは別の種類の感覚でだが。

　あまりのことにセシルは開いた口がふさがらない。マリエスが触れられるたびに漏もらす吐と息いきは熱くとろけるようで、自分まで身体が熱くなってしまうのをどうにもできない。

「お、おいっ、そんなにぐいぐい押し付けたら……」

「ふぁぁっ……ら、らめ……そんなにされたら、私、私っ……！」

　マリエスはリクトの手を胸に押し付けていたが、自分でやっておいて腰こし砕くだけになってしまい、その場にぺたんとしゃがみこんだ。

「はぁっ、はぁっ……リクト、もう許して……私、もうだめぇ……っ」

「何を色っぽい声を出してるんだ……痛いってのは嘘うそだろ。違う感じの声が出てたぞ」

「うっ……自分に正直になったばかりに、私が悪者になりそう。リクト、セシル姉も胸が痛いんだって」

　マリエスがさらりと嘘をつく。セシルはびくっと反応し、胸をさらにしっかり隠した。

「り、リクト殿、私は大だい丈じよ夫うぶです、やせ我が慢まんもしていません」

「リクト、セシル姉は無理してるのよ。ちゃんと見てあげて」

「そ、そうなのか……？　じゃあ、念のために、俺にできる範はん囲いで治しておこうか」

　リクトは半信半疑だが、セシルの治ちり療ようをしようとする。マリエスはそれを見て頬を染めつつ、満足そうな微笑みを浮かべる――まさに小こ悪あく魔まである。

「はぅっ……そ、そんな、リクト殿……あぁっ、ご無体なっ……！」

　セシルは抵てい抗こうしきれず、リクトの手で触れられることを許してしまう。リクト自身はいたって真ま面じ目めな顔で、セシルの胸の痛みを取ろうとしていた。

「ここか……それともここが痛いのか？　俺が全部、治してやるからな……」

「何を治すというのだ、この馬鹿ものっ！」

　リクトは小気味のいい音を立てて後頭部をはたかれる。三人は気付かなかったが、修練場にもう一人の女性が入ってきていた。

「修練をしていると思ったら、同どう僚りようの二人を裸はだかにして、胸を揉もんでいるとはな……嬉うれしいぞ、リクト。私の弟が、そんな無ぶ頼らい漢かんに育ってくれて」

「あ、姉上っ……こ、これは違うんだ、俺は本当に、真面目に修練をしてたんだ！」

「申し訳ありません、システィナ様……私とマリエスは全力でリクト殿に挑いどんだのですが、まるで相手にされず、この有り様です」

　胸をかばいつつ、セシルは面めん目ぼくなさそうに言う。それを見て、システィナと呼ばれた女性は、仕方ないというように、優美な眉まゆを下げて笑った。

　リクトの姉であり、エルセリアの魔将の一人でもある、システィナ・ゼスフォード。彼女もまた、弟の実力を誰よりも理解していた。

　自律魔道を使いこなすリクトは、システィナよりも強い。国家試合の優勝者であるシスティナを凌しのいでいながら、リクトはセシルとの準決勝で負けている。

　それが故意に負けたからだというのは、今の勝負を見れば明らかだった。システィナは弟を褒ほめたい気持ちを抑え、威い厳げんを持って振る舞おうとする。

「二人を相手にして手加減をするとは、私でも敵かなう気がしないな」

「俺は姉上には勝てないし、そのつもりもないよ。魔将になれただけで十分だから」

「私もセシル姉も、死ぬ気でやってなんとか勝ち上がったのに……ねえ、どうしてそんなに強いの？　桁けたが一つ違ってない？」

　マリエスは腰こしから股またにかけてを覆う布地だけを残されて、その豊満な肢し体たいを露わにしつつも、うずくまっているわけにもいかず立ち上がる。リクトは自分でやっておいて、その姿のあまりの艶なまめかしさに、顔を赤らめて目をそらした。

「服だけを破る……か。自律魔道でそんなことが可能になるとは、我が先祖も考えていなかっただろうな。何しろ、我が家やの歴史にそんな記述は一つもない」

　ゼスフォード家の現当主であるリクトたちの父親は、若いころは六魔将の筆頭を務めていて、今はエルセリアの国王になっている。何人も魔将と王を輩出した名門であるため、家の歴史は正確に記録され、書物として編へん纂さんされていた。

　システィナはリクトより三つ年上で、今年で二十一歳になる。彼女は史上最年少で魔将を束ねる役割を与えられた実力者で、国内でも屈くつ指しの剣技と魔術を兼かね備そなえていた。

　彼女は自律魔道の代わりに、エルセリアが唯ゆい一いつ神として崇あがめる女神『エウスレア』の力を借りる、神性魔術を使いこなす。そのため、敬けい虔けんなエウスレア神教徒でもある。

　リクトは魔術の他に剣けん術じゆつと体術を修めており、セシルとシスティナは騎き士し剣けん術じゆつを、マリエスは鞭むちによる戦闘術を習得している。魔将には魔術の腕だけではなく、武術も同様に必要とされていた。

「受けた身で言うのも恥ずかしくはありますが、リクト殿の卓たく越えつした技能があって、初めて為なせる技です。やはり彼かれは、システィナ様の次に、魔将を束ねるべき存在だと思います」

「セシルの言うとおりだ。リクト、私を護まもりたいと言ってくれるのはありがたいが、自分の実力をもっと発揮して、前に出ることを考えてはどうだ？」

　男性のような口調ではあるが、システィナの声はリクトにとって、誰だれよりも落ち着くものだった。その声で諭さとされると、簡単に反論できなくなる。

「俺はまだ、自分では修行が足りないと思ってる。魔将になったばかりなんだ、当面は色々学ばせてもらうよ」

「当面は……ということなら、今はまだ何も言うまい。マリエスとセシルにしたことを考えると、多少リクトには、魔将以前に男として未熟なところがあるようだしな」

「そ、そんなこと……な、何ていうか、凄すごく気持ちよかったですよ？　システィナ様も一回やってもらったらわかります、本当にどうにもならないですから」

「自律魔道を治ち癒ゆに使おうとしたのだろう？　私もやってもらったことはあるが……あれは確かに、どうにもならない。リクトの魔力は、女を堕おとす甘い毒だ」

「システィナ様も……実の姉上にまであんなことをされるとは、リクト殿、豪ごう胆たんにも程ほどというものがございます」

「治癒っていうのは快楽を伴ともなう現象だから、仕方ない……あだっ」

　システィナはもう一度、真面目な顔をして開き直ったことを言う弟の頭を叩たたく。手加減していて、当たりは優やさしかった。

「修練は修練として、真面目にやることだ。そうでないと、王都を安心して離れられない」

「姉上……もう発たつのか？　ルクサンブル要よう塞さいに」

　アルマジーア帝てい国こくの侵しん攻こうを防ぎ続けている、ルクサンブル要塞。エルセリアの魔将は、そこに一人ずつ交代で駐ちゆう留りゆうし、守備に当たる義務がある。

　システィナは前任者と交代して、三日後にルクサンブルの守しゆ将しように就任することになっていた。リクトは同行を願い出たが、システィナは「一人で任務が務まらずに何が魔将か」と、その申し出を却きやつ下かしていた。

「心配するな、もう百年近くも、アルマジーアは国境壁へきを越こえることができていない。我らの先祖が自律魔道によって作り上げた壁は、高く、長く、そして何よりも堅固だ。私も、あの壁に守られる気分を味わってこようと思っている」

「システィナ様、お気をつけて。敵は執しゆう念ねん深ぶかく、私たちの国を狙い続けています」

「いざというときには、私たちを呼んでください。すぐに駆かけつけます」

「ああ、頼りにしている。それよりも私の可愛いリクトに、二人が手を出ださないかどうかが心配だ。リクト、誘ゆう惑わくされても我慢するんだぞ」

　システィナが真顔で言うので、マリエスもセシルも顔を真っ赤にする。システィナは世間一いつ般ぱんの姉と弟と比べて、弟を溺でき愛あいしすぎており、それを隠さないところがあった。

「実をいうと、ここに寄ったのは……出発の前に、抱だきしめておきたいと思ってな」

「あ、姉上……俺たち大きくなったし、みんなの前でそういうのは……っ」

　リクトの顔面がもふっ、と柔らかい胸の谷間に押し付けられる。システィナは修練場に入るときはいつも鎧を着ているが、今日はそうしなかったのは、このためだった。

「大きくなったな……それに、強くもなった。リクト、もはやお前は、私たちと同列の『魔将』とは言えない存在になってしまったようだな」

「えっ……システィナ様、それってどういう……きゃっ!?」

　マリエスが言いかけたとき、修練場にゴトン、と重々しい音が二度響ひびき、地面が震えた。

「……まさか……斬ったのは『服だけ』ではなかったというのですか……？」

　修練場の構造を支えている太い石柱が、真っ二つに切断されて倒れている。それも一本ではなく、二本。リクトがマリエスたちに返した斬撃は二回。それに気づいたセシルは、何が起きていたのかを理解する。到とう底てい信じがたいことだと思いながら。

　システィナは自分の胸の谷間で窒ちつ息そくしかけている弟の頭を撫なでながら、セシルとマリエスに微笑みかける。そして、自分のことのように得意気に言った。

「これが、私の自慢の弟の実力だ」

　リクトが放った、魔力を込めた二発の斬撃は、いずれもマリエスとセシルの肌に傷一つつけていなかった。

　彼かの女じよたちの遥はるか後方にある『結界に保護された』石柱を、一刀両断にするほどの威力を持ちながら。

「あはは……ちょっと修しゆう繕ぜんが大変そう。リクト、お願いね」

「む……それはそうだな。リクト、しっかり直しておくんだぞ」

「私も手伝います、リクト殿一人では大変ですから」

「ぷはっ……もちろん、責任持って直しとくよ。セシルさんもありがとうな」

　リクトは姉の胸から脱出して言う。そして笑っている姉を見上げながら、心から願った。

　何事も無く国境守備の任期が終わり、彼女が無事に王都に戻もどるようにと。
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　アルマジーア帝国の帝都アルマ・ノヴァの城では、軍議が行われていた。

　騎き士し団だん長ちようクルド・グレイシオは、緊きん張ちよう感を漲みなぎらせて座すわっていた。この軍議の結果次し第だいでは、即そく座ざに戦争が始まることになるからだ。

　クルドの向かい側には、金色の長い髪かみをした壮そう年ねんの男が座っている。その男の機き嫌げんを窺うかがいながら、三人の将官が立ち上がり、次々に口を開いた。




「北方の夷い国こくレグディオラによる侵しん入にゆうは年々頻ひん度どを増し、我わがアルマジーア帝国の損害は、無視できないほど深刻なものとなっている」




「敵は北の砂さ漠ばく地帯を渡わたるため、オアシスを結ぶように拠きよ点てんを築き、兵の脱だつ落らくを最低限に抑えて行軍している。今や我が国までの兵へい站たんは、完全に整ったものと考えられる」




「我が国への敵の侵入経路は、確かく認にんできるだけで三つに増えている。このままでは、レグディオラに領地を奪うばわれることになりかねない。これは国家の存亡に関かかわる事態である」




　アルマジーア帝国軍は騎き兵へいと歩兵、神性魔術を操あやつる魔術軍団を戦力として持つ。兵の練度は高いが、砂漠での戦闘は経験がない。

　つまり、こちらから攻せめ入いることができない。防戦一方で凌ぎきり、辛かろうじて国境を維い持じし続けることしかできていなかった。

　今までアルマジーア帝国は、大陸南部に広がる平原を統一することだけを考えすぎて、北の脅きよう威いを軽視していた。時折国境を脅おびやかされることがあっても、それを撃げき退たいし続けられると信じていた――だが、その信しん頼らいが失われる予兆が見え始めている。

　クルドは騎士団長として、北の外敵に対抗するために、どうすれば良いのかを言わなければならなかった。それが容易に通らない提案だと知りながら。

「このままでは、三つの侵入経路の全すべてから大軍勢が攻めてくる。北方の砦とりでを増やし、守備兵を増やすべきだ」

「兵を増やすにも、これ以上税を上げれば、各地の不満が抑えきれなくなる。漫まん然ぜんと砦を増やして、兵をばらけさせたところで、有効な対策にはならん」

　クルドに反論したのは、財務担当の文官だった。税が重くなった理由は、貴族たちが文官と癒ゆち着やくしていることにある。それを知りながら、クルドは怒いかりを抑えて反論した。

「このまま兵を増やさずに守りきれるほど、北方の戦は甘あまくはない。既すでに多くの若い兵が死に、徐じよ々じよに軍全体の士気が下がりつつある。北は死に場所だと言われている状態を、今すぐにでも変えなければならない。兵たちには希望が必要だ。国が一丸となって、レグディオラを押し返かえそうとする気き魄はくこそが、その希望となりうる」
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　軍議の席は静まり返る。誰も、すぐに意見しようとはしなかった――クルドの言うことが正論であると、理解しているからだ。




　クルドも何度か北方からの要よう請せいを受け、援えん軍ぐんとして赴おもむいたことがある。

　北の防衛戦は、凄せい惨さんきわまるものだった。わずか二度目の戦いで前代の騎き士し団だん長ちようが命を落とし、副団長の一人だったクルドは、その地位を受け継ついだ。

　クルドが二十三歳という若さで騎士団長の座に就ついた理由は、その突出した武ぶ勲くんによるものが大きかった。騎士団長を失った戦いで敗走し、全軍が壊かい滅めつしてもおかしくないところを、一人で敵を食い止めて態勢を立て直したのだ。

　そのときの戦功は『千人斬ぎり』とも言われている。血に飢うえた狼おおかみのような戦いぶりから《狂狼ヴアサーク》の異名をつけられ、名実共に騎士団で最強となった。

　――クルドもじきに戦死して、ふたたび代だい替がわりする。やつは『捨すて駒ごま』だ。

　そのように言って妬ねたむ人間がいると知りつつも、クルドは国のために戦い続けてきた。

　前線で勇ゆう敢かんに剣けんを振ふるい、味方を鼓こ舞ぶするクルドは、部下から熱ねつ狂きよう的てきな信望を集めている。しかし、クルドが権力や人望を得すぎることを疎うとむ人間は多かった。

　それは軍の権力が増すことを嫌きらう文官たち――そして、もう一人。

　騎士団と並び、アルマジーア軍の双そう璧へきを成す魔術軍団。その長がまさに今、クルドに冷たい双そう眸ぼうを向け、非難の矛ほこ先さきを向けようとしていた。

「希望だと？　騎士団長ともあろう者が、情けないことを言うものだ。敵が強くとも、決して負けることは許されない。士気が下がっているなど、ただの言い訳に過ぎん」

　アルマジーアの魔術軍団長、ハルヴォル・ゼドベルグ。

　現皇こう帝ていゲオルグ・ダレンシウスの実じつ弟ていであり、帝国最強の神性魔術師でもある。

　クルドと副騎士団長のリベルタ以外、誰もが彼の声を聞いただけで震えあがり、沈ちん黙もくする。ハルヴォルの存在自体が、畏い怖ふの対象となっていた。




　ハルヴォルには、アルマジーアを長い間苦しめてきた赤せき竜りゆうを狩かったという功績がある。

　彼が捕とらえた一匹ぴきの赤竜が城の地下に幽ゆう閉へいされており、そのために赤竜たちは、帝てい都とアルマ・ノヴァを脅かすことができなくなったと言われていた。

　一度は帝都を破壊し尽つくし、全てを灰かい燼じんに帰そうとしたこともある赤竜の凶きよう悪あくさを知っている者からすれば、ハルヴォルの存在は怪かい物ぶつに等しい。しかしクルドは自分の強さへの誇ほこりから、屈くつ従じゆうを良しとしなかった。

「言い訳などしてはいない。もう少し兵力を北に割さければいいだけの話だ。ハルヴォル公……なぜ魔術軍団は、北の防衛に協力しない？」

「神性魔術は簡単に消費出来るものではない。それゆえ、北方の守備は替かえが利きく兵士が担になえば良い。もし王都にまで脅威が及およぶなら、魔術軍団の総力で守り抜ぬこう。貴公の率いる騎士団が、敵の突とつ破ぱを許してしまったらの話ではあるが」

「貴様っ……！」

　あくまでも協力するつもりはない。それで何が魔術軍団長か、と一いつ喝かつしかかる。しかし隣となりに座った副騎士団長のリベルタが、小声の囁ささやきでクルドを制する。

「今あなたを失えば、騎士団は瓦が解かいします。抑えてください、クルド様」

　やっと聞き取れる程度の囁きに応じて、立ち上がりかけたクルドは再び座する。剣でも抜くのではないかと思った文官たちの顔からは血の気が引いていた。

　クルドは怒りを抑え、ハルヴォルを改めて見やる。指一つ動かさず、まるで何事もなかったかのように、ハルヴォルは無感情な一いち瞥べつを返すだけだった。

「レグディオラの騎兵に、魔術で対抗することは可能だ。雷らい撃げきの魔術は、鎧よろいを貫通して被ひ害がいを与あたえられる。だが、神性魔術には限りがある。兵器の類たぐいよりも、よほど尽きるのは早い。信仰を力に変えるには、相応の時間が必要だ」

「それは良く分かっている。だが、ならば魔術軍団は何のために存在している？」

　クルドは一歩も引かず食い下がる。ハルヴォルは温度の低い目でクルドを見つめる――それがまるで、議場の人々には、猛もう禽きんのように見えていた。

「……忘れたか、エルセリアから受けた屈くつ辱じよくを。百年前にエルセリアを攻めた我が軍の将は、自律魔道の使い手によって討うち取とられ、ルクサンブル要塞を築くことを許した。我らが手に入れるべきは、自律魔道の力だ。それを手に入れるためにならば、魔術軍団の力を貸しても良い」

「自律魔道を手に入れれば、我が国くにの危機を防げるとでもいうのか？」

「ルクサンブル要塞は、自律魔道によって作られた。自律魔道は巨きよ大だいな石材を魔まり力よくの干渉によって一時的に軽量化し、容易に運び、組み上げることを可能にした。同じ技術を用いて、国境壁はたった一ヶ月で築かれた。自律魔道は軍事に用いる魔術として、あまりに突出したものなのだ」

　エルセリアが築いた国境壁の高さは七十メルク（約七十メートル）である。帝都アルマ・ノヴァで最も高い建築物である皇帝の居城ですら、その高さには及ばない。

　そして二国を隔てる国境壁の長さは、三百マール（約四百八十キロメートル）。絶ぜつ壁ぺきに挟はさまれた峡きよう谷こくを埋うめて、アルマジーアからエルセリアに侵入する経路を塞ふさいでしまった。

「自律魔道の力を魔術軍団に組み入れたとき、どうなるか。北の外敵を撃退するだけでなく、滅ほろぼす力が手に入るのだ。このまま反はん攻こうもできず、緩ゆるやかに国が滅びるのを待つか？　私はそのような惰だじ弱やくな考えを持つ者を、騎士団長と認める気はない」

　ハルヴォルは自らの手を煩わずらわせることなく、クルドの配下の将兵に多大な犠ぎ牲せいを強しいている。だが、その言葉には人々の心を掌しよう握あくする力があった。

　アルマジーアがこれから百年続くには、ハルヴォルの言うことを現実にするしかない。議場の誰もがそう考え、信じる側に傾かたむく。

　文官すらも、ハルヴォルの言いなりになっている。北方を防衛するための軍事費を増やさないと言っていたのに、南方のエルセリアとの戦いには反対しない。疑念を抱きながらも、クルドは文官とハルヴォルの癒着を示す証しよう拠こを持っていなかった。

　ルクサンブル――あの要塞を落とすことさえできれば。

　奪った要塞を返へん還かんすることを条件に、エルセリアに援軍を求められる。それがどれほど、エルセリアという国に屈辱を与える行こう為いかを知りながらも、それしか選せん択たく肢しがない。

　それほどまでに、アルマジーアは追い込まれていた。クルドもまた、その事実から目をそらしていた一人だと自覚する。

　――何も知らない民たみを巻き込んで、国が滅ぶよりはいい。

　悪あつ鬼きとなり果てても国を守り抜く。クルドはそう覚かく悟ごを決め、ハルヴォルを見る。

「自律魔道を手に入れるためになら、力を貸すと言ったな。貴公はそれを、皇帝陛下の前でも言えるか」

「エルセリア併へい合ごうは、ゲオルグ皇帝陛下……我が兄の、長年の悲願。クルド・グレイシオ……貴公には分からぬのか、病びよう床しようの兄の無念が」

　病床にいて意識のない皇帝が、本当にハルヴォルにそんなことを言えたのかは分からない。しかしクルドは、ハルヴォルが皇帝の言葉を騙かたっていると断じることはできなかった。

「レグディオラの攻こう撃げきが弱まっている間に、私は兵を率いてエルセリアに向け進発する。ハルヴォル公、魔術軍団に助力を頼みたい……この通りだ」

　クルドの礼にハルヴォルは満足そうに頷うなずき、そして答えた。

「魔術軍団の一万を、騎士団の指揮下に置く。それで足りなければ、増員には応じよう」

　ハルヴォルが出すのは、魔術軍団の総員の五分の一。それでも言葉を違たがえず力を貸すだけましだと、クルドは自分を納得させるしかなかった。

　頭を下げて済むのなら、幾いくらでも下げる。為すべきことがあるのだから。
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　軍議を終えたクルドは王城を後にして、女性副騎士団長リベルタに、明日あしたの朝に兵を郊こう外がいの訓練場に集めるように申もうし渡した。リベルタはクルドを気き遣づかって、少し話したそうにしていたが、クルドの顔を見て心情を察したのか、同道しようとはしなかった。

　帝都アルマ・ノヴァは、二重の円形の城じよう壁へきで囲まれている。一つ目の高い城壁は王城と貴族、高官の住む邸てい宅たく、それに付ふ随ずいする施し設せつを囲っていて、二つ目の低い城壁は、庶しよ民みんの住む街を囲っている。

　一つ目の壁の内側に一万人、二つ目の壁の内側に百万人が暮らす。一ひと握にぎりの富ふ裕ゆう層そうの生活を、平民が納める税によって支えている。帝都のありかたは、アルマジーア全土の状じよう況きようを縮図として表していた。

　クルドの邸宅は、貴族が住む区画の一角にある。彼は豪ごう奢しやな暮らしを享きよう受じゆすることを嫌い、侍じじ従ゆうの女性を義父と義母のために一名、そして妹と自分のために一名ずつしか雇やとわず、食事もあまり贅ぜい沢たくなものを取らなかった。

　貴族の屋や敷しきでは連夜のように乱らん痴ち気き騒さわぎがある。クルドは帝都に滞たい在ざいしている間は頻ひん繁ぱんに誘さそわれるものの、軍務があると断るのが常になっていた。

　まともに働くことをせず、民から搾さく取しゆする者がはびこっている。それを眼前にし続けて、クルドは自分が何のために戦っているのかと自答することが多くなった。




　自じ邸ていに戻ってきたクルドは、鎧を脱ぬいで侍従の女性に手入れを任せる。

「フィア、アルシェは部屋にいるか？」

「アルシェ様でしたら、今は書しよ斎さいにいらっしゃいます。先ほどお茶をお持ちしたときは、読書をされていました」

　一年前にクルドが新しく雇やとい入れたこのフィアという少女は、元は他ほかの貴族の家で下働きをしていたという。この家には長年勤めてくれている女性がいるが、妹の世話役として年が近い相手がいたほうがいいと思い、募ぼし集ゆうをかけたのだった。

「何か、ご相談ごとですか？　アルシェ様は、聡そう明めいでいらっしゃいますから」

「そんなところだ。だが、主人のすることにあまり口出しはすべきじゃないな」

「も、申し訳ありません……以後気をつけます」

　フィアは謝あやまることはすぐにするものの、常に微笑んでいるようなところがあって、誠意が伝わりにくい。しかしクルドは、アルシェに対して忠実であれば、他のことについては大目に見ていた。

　クルドは屋敷の二階に上がり、書斎の扉とびらを開ける。机の上に積み上げられた本が、まず視界に入ってくる。立ち並ぶ本ほん棚だなを満たした本は、紙の貴重なアルマジーアにおいては、宝物と並ぶ価値があるものだった。

「アルシェ、そこにいるのか？」

　閉じられた窓。カーテンの隙すき間まから差し込んだ光の中、一人の少女が本を読んでいる。黒く艶つやのある長い髪がさらりと流れて、それを耳にかけながら、集中して読み進める。

　少女はクルドの妹だったが、母親が違うために容姿はそれほど似ていない。

　彼女の本名は、アルシェ・メルエットという。母親の姓せいを名乗り続けているが、クルドは自分の家名である、グレイシオの名を名乗ることを強要しなかった。

「……少し待ってください。いま、本を片付けますから」

　アルシェの持つ、十三歳さいという年ねん齢れいから考えられないほどに完成された美び貌ぼうは、アルマジーアの少女の中では他に並ぶ者がないほどだった。

　その容姿や仕草の端はし々ばしには、まだあどけなさが残っている。本を読みながら髪をかきあげるその手は小さく、体つきも同年代の平均よりは小こ柄がらなほうだった。

　アルシェは本を閉じると、鈴すずの音のように清せい涼りような声で、兄に問いかける。

「お兄さま、戻られたのですね。お疲れのご様子ですから、少し休まれたほうが……」

「そういうわけにもいかん。これから戦になる……俺おれは軍を率いて、エルセリアを攻めなければならん」

　騎士団長としてではなく、一人の若者としてクルドは言う。クルドがそういった素す顔がおを見せるのは、信頼している部下や同僚の前か、妹と話す時だけだった。

「ハルヴォル公の提言ですね。お兄さまが戦うしかない状況を作ろうというのは、城の様子を探さぐっているうちに伝わりました」

「全く……バレたらロクなことにならんから、気をつけろよ。それはいいとして、改めて便利なもんだな。鳥の声が分かるって、どんな気持ちがするものなんだ」

「言葉が分かるというのは、良いことも、悪いことも、分かるということです。ただ、鳥が青空から地上を見下ろす時の気持ちは、聞いていて胸がすくものです」

　クルドは妹の言葉を聞きながら思う。その澄すみ切った心を知りながら、彼女の力を戦争に利用する自分は、どれだけ酷ひどい兄なのだろうと。

「……俺は、折れるべきじゃなかったと思うか？　北に攻められながらエルセリアを侵攻するなんて、無む謀ぼうもいいとこだと言うべきだったか」

「それを言っても、ハルヴォル公の思い通りになってしまいます。国の益となることを為せないことを理由に攻撃してきたでしょう」

　国の益という言葉を聞いて、クルドはハルヴォルの言っていたことを思い出す。

「奴やつは自律魔道をアルマジーアのものにできれば、全てがうまくいくと言った……そんな甘いことがあるわけがない。エルセリアは徹てつ底てい的てきに抗こう戦せんするだろう。その間に疲ひ弊へいしたアルマジーアはどうなる。レグディオラに、一気に飲み込まれるぞ」

　兄の言うことを、アルシェは静かに聞いていた。そして深い思し慮りよを経へて、答えを出す。

「レグディオラに対して防戦に徹てつしても、いずれは敵の侵攻を許し、領土を奪われます。それは、エルセリアにも侵しん略りやくの手が伸のびる可能性があるということです」

「ならば、エルセリアと和平を結ぶべきだ。なぜ、ハルヴォルはその道を考えない？」

「アルマジーアの人間はルクサンブル要塞に近づくこともできず、国境壁の上にいる射手によって射い貫ぬかれてしまいます。それでは話し合うことさえできません。あの壁は、一度越こえておかなければいけない……その時が来たのだと思います」

「壁を、越えておく……？」

「二つの国は、あの壁で隔へだてられたままではいけない。私は、そう思っています」

　クルドは今までも、すぐに妹の言うことを理解できないことがあった。だが、最後にはいつも納得させられてきた。

「あの壁を、越えることが可能なのか……？　百年も破れなかったものを」

　クルドは愚ぐ問もんだと知りつつ問いかける。

　アルシェは『できる』からこそ、壁を越えられると言っている。

　彼女はこの書庫にある本に、全て目を通している――戦術に関係する本も含ふくめて。その知識が実戦で通用することは、クルドが実際に彼女の献けん策さくを採用して確かめていた。

　困難な撤てつ退たい戦せん、敗色濃のう厚こうな防衛戦、反乱を起こした地方領主の砦に対する攻こう城じよう戦せん。その全てにおいて、アルシェの策はこれ以上のない成果をあげていた。北方の防衛で彼女の策を使わなければ、既に国を削けずり取られていたかもしれないのだ。

　アルシェがいれば、負けることはない。クルドはそれほどまでに妹を信頼し、彼女の瞳ひとみに宿る、深しん慮りよの輝かがやきを見た。

「精霊魔術で強化した矢、弩ど砲ほうを改造した投石機。それがエルセリアの守備隊が用いる武器です。国境壁には石球の発射口もありますが、それらの武器は万ばん能のうではありません。あの壁は緩やかに弧こを描えがくように作られているため、射程の範囲に死角が生じるのです」

　まるで見てきたかのように、アルシェは言う。クルドはエルセリアを攻めることになる運命が、アルシェには予あらかじめ見えていたのではないかと思えて、寒気すら覚えた。

　書斎の窓を、コツコツと叩く音がする。アルシェが席を立ってカーテンを開けると、そこには白い小鳥の姿があった。

「エルセリアから南に向かう途とち中ゆうで、はぐれてしまった子です。お兄さま、この子をエルセリアに帰すため、同行しても良いでしょうか。私の策は、この子なくしては成り立たないものですから」

　アルシェが窓を開けると、鳥が彼女の肩かたに乗る。まるで訓練したように人に慣れていた。

　どういったわけなのか、彼女は鳥の言葉を理解している。それは生まれつき持っていた資質だった。

「ルクサンブルを落とすため、力を借りたい。俺に、その策をくれるか」

「私を連れていってくれるのなら。今までは自分の策がどのように為されたか、近くで見届けることが出来ませんでしたから……それに、お兄さまを見ていないと心配です」




　十歳も年下だというのに、まるで自分が子供扱あつかいをされているようだとクルドは思った。

　はじめから、そうだった。実母を亡なくしたあと、身寄りのなくなったアルシェを引き取ってからも、クルドは彼女を一度も子供扱いせず、甘やかしたりもしなかった。妹のことを、自分と同格の存在として見ていたからだ。

　でなければ、『軍師』として頼たよったりなどしていない。

　そう――アルシェこそが、公には存在を認められていなくとも、紛まぎれもなくアルマジーア騎士団の顧こ問もん軍師だった。

「前の北方の撤退戦も、見事だった。簡単に砦を取らせたと見せかけて、補給を絶ったあとに包囲して取り返す。お前は平易な策と言うが、軍の誰も思いつかなかった」

　アルシェは何も答えず、ただ微笑みを返す。策が上う手まくいったことを賞賛されても、決して、心の底から喜んではいない。彼女が戦争を、そして人の命が失われることを好まないことは、クルドにもよくわかっていた。

　ルクサンブルを攻めれば、今までとは比ひ較かくにならない数の人間が死ぬ。それでも、アルシェは策を献けんじるという。その覚悟は、騎士団を率いる自分が代わりに背せ負おうべきものだとクルドは思った。

　クルドはアルシェに、自分の手が血で汚よごれていると思わせたくはなかった。その思いと、彼女の策を用いて戦うこととが、致ち命めい的てきに矛むじ盾ゆんしていると知りながら。

「戦場から離はなれた場所で、盤ばん上じようで策を練っていられたのは、前の戦までです。私は、お兄さまに随ずい行こうします」

「……そうか。お前の策が全てである以上、止やめろということもできんな。分かった、アルシェ。身辺の警護は、リベルタに任せる。あれは一本筋の通った、真面目な女だ」

「ふふっ……そんなことを言って。お兄さまがあの方を憎にくからず思っているのは、お見通しです。彼女のことも、後衛に置きたいのですね」

「全く、かなわんな。参った、お前の言うとおりだ。だから、そろそろ策を教えてくれ」

　アルシェは頷き、机の上にある、金属の土台で水すい晶しようの円えん盤ばんを支えたものを差し示す。それは、円盤の上で駒こまを使って戦わせる、『戦せん盤ばん』と呼ばれる遊技盤だった。

「光と戦の女神アルマーンよ。この水晶の戦盤に、小さき鳥の見た天地の姿を映したまえ……《光幻アルマ・フアム・写像フイル・スクレム》」

　神性魔術。女神アルマーンの敬虔な信しん仰こう者しやのみが使えるそれを、アルシェは母から授さずけられ、幾つかの術式を使いこなすことができた。

　そのうちの一つが《光幻写像》で、戦盤の上に、実際の戦場となる場所を幻げん影えいとして映し出すことができる。光を司つかさどる神の力を借りるゆえに可能となるその魔術で、アルシェは自分ではなく、鳥の見た光景を映すこともできた。

「ルクサンブルの地形図……この赤い部分は、何を意味してる？」

「監かん視し台だいの位置です。三百マールにも及ぶ壁ですから、すべてを兵が埋め尽くしているわけではありません。赤い部分が大きいほど、多くの兵がいます」

　アルシェは言って、いくつかの点を指し示す。そこは守備が薄うすい箇か所しよを示していた。いずれは兵が集まるとしても、突つかれれば脆もろい位置が複数存在している。

「そして、国境壁に石砲が備え付けられている箇所がここです。設置された間かん隔かくが大きく、位置さえ分かっていれば避さけることは容易です」

　石砲を避け、壁に張り付くことができても、攻こう城じよう塔とうは目立ちすぎて近づく前に破は壊かいされる。それでは、七十メルクの高さを持つ壁は、やはり越えられない。

「……俺がこの命題に、解を求める立場になるとはな。どうやって、壁を越える？」

　アルシェは盤上に手をかざす。すると、ルクサンブルの国境壁から一マールほど離れたアルマジーア側の森に、白いもやがかかった。

「雨季になると、あの辺り一帯には霧きりが生じる日が多くなります。エルセリア軍から見える範囲は、極きよく端たんに狭せまくなります」

「しかし……霧に乗じたとしても、攻城塔から雲うん梯ていを伸ばせる距きよ離りまで到とう達たつできるとは思えん。現状の技術で作る塔とうは、高さも足りん」

「攻城塔は、囮おとりとして使います。お兄さまは魔術軍団一万人の指揮権を得たとうかがいました。彼らの神性魔術を使えば、『矢を受けても止まらない駒』を作れます……このように」

　アルシェは本棚に座るようにして置かれていた、木製の人形を持ってくる。それは、子供がままごと遊びに使うものだ。大人びたアルシェに似合うかわからないが、クルドが従者に頼たのんで買い求めたものだった。簡素な服を着た、素そ朴ぼくな村娘を象かたどっている。

　クルドは目を見開いて人形を見つめつつも、しかしすぐに首を振った。

「神性魔術で人形を作るというと、ゴーレムか……エルセリアの投石機の威いり力よくを考えると、土のゴーレムは国境壁に近づく前に破は砕さいされるだろう。魔術師千人がかりで一体作れると聞くが、十体作っても焼け石に水だ」

「ただの土のゴーレムでは、壊こわされてしまうでしょう。しかし……」

　アルシェは人形をクルドに渡す。何の変へん哲てつもないように見える、愛らしい顔をした人形だとクルドは思う。まだ、妹の意図がわからない。

「『これ』と同じものを作れば、必ず国境壁に近づけます」

「これと同じ……？」

　クルドは何気なく人形の関節を曲げる。そして妹の意図を悟さとった瞬しゆん間かん、全身に鳥とり肌はだが立つような驚おどろきを味わった。
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　ルクサンブル要塞の一帯に、雨が数日の間降ふり続いていた。

　雨の中では著いちじるしく視界が悪くなる。要塞の守将として着任したシスティナは、国境壁の上に作られた監視台から、アルマジーア側の森を見ていた。

「これほど霧が深くなるとは……峡谷に、山からの冷気が流れこんでいるのだな」

　システィナの表情は険しい。彼女は要塞の指揮官として、いつアルマジーアが攻めてきても迎げい撃げき出来るようにと、常に緊張の糸を張はり詰つめさせていた。

「システィナ様、ご安心ください。敵もこの霧では、やすやすと攻めてはこられませぬ」

　長く要塞の指揮を補ほ佐さしてきた老将軍ウォードは、システィナの身を案じていた。次期女王の候補でもある彼女は勇敢だが、責任感が強すぎ、根を詰めすぎるところがある。

　ウォードは来年、軍を退くことが決まっている。最後の役目として、システィナが無事に王都に戻れるように尽じん力りよくしようと考えていた。

「万一、敵軍が霧に乗じて国境壁に近づいても、破ることは決してできませぬ」

「この壁があるかぎりは、攻め入られることは決してない……か」

　ルクサンブル要塞は、国境壁の内側に作られた砦である。砦に付随した兵舎や厩きゆう舎しやなどの軍事施設が整備され、兵士の家族が住む家が造られ、彼らのための商業施設が造られて、要塞都市の形態にまで発展した。

　アルマジーアの侵攻はエルセリアにとって脅威であったが、七十メルクの高さを持つ国境壁は、盤ばん石じやくの盾たてとして敵軍を防ぎ続けた。戦火が壁の内側に及ぶことはなく、ルクサンブル要塞都市の人口は増え続け、今は兵士を含めて八万人にも達たつしている。

　そして百年の間、国境は破られていない。エルセリア軍は、初めはアルマジーアに密みつ偵ていを放つこともしていたが、今はそれすらもしなくなって久しかった。

「アルマジーアの攻撃は、ここ三ヶか月げつは止んでおります。昨年は、雨季に攻めてきたことは一度もありません。攻城塔を車輪で動かし、接近してくるのが近年の敵の作戦ですが、雨の中では土がぬかるみ、移動が遅おそくなるのです」

「そうか。しかし、今までがそうだったからといって、次も同じと考えるのは危険だ」

「確かに……歳を取ると、考えが守りに入ってしまうようです」

「いや、助言には感謝する。私は着任してしばらくは、常にアルマジーアの動向に目を配りたいと考えている。いつ攻めてきても跳はね返せるようにな」

「兵たちも、士気が上がっております。前任の将軍も素す晴ばらしい方でしたが、システィナ様の人気は、それは凄すさまじいものですからな」

「浮うわついているようなら叱しからねばならんが……私の、どこが良いのだろうな」

　システィナの男性的な口調は昔からで、兵たちから『剛ごう健けんたる姫ひめ将軍』と呼ばれたこともあった。国家試合の優勝者という最高の武勇を持ちながら、鎧を脱げば玲れい瓏ろうたる美貌の美女。その落差に魅みり了ようされ、何人もの貴族や軍人が求きゆう婚こんしたが、あえなく玉ぎよく砕さいして枕まくらを濡ぬらした。そんな逸いつ話わも、熱狂的な人気の一因となっていた。

　他の男を近づけないのは、弟のリクトを可か愛わいがり過ぎているからだということは、システィナと周囲の人物しか知らない。今もリクトのことを考えると、システィナは少しだけ寂さびしいと感じてしまう。彼女にとって弟は誇らしく、愛いとおしい存在だった。

　国境壁の守将とあろうものが、これではいけない。システィナはウォードに心中を悟られる前に、表情を引ひき締しめた。

「ウォード、我が軍の射手は、雨の中でも実力を発揮できるのか？」

「あいにくながら……この天候では、弓の射程は射手の力量に委ゆだねられます」

　国境壁の上に、均等な間隔で作られた櫓やぐらに待機している長ちよう弓きゆう射手は、通常なら五百メルクしか矢を飛ばせない。それでも十分に優すぐれた射手と言えるが、風の精霊魔術を使うと、射程が三百メルク伸びる。この追加射程が、雨天では期待できない。

　アルマジーア軍の兵器の射程は、最大で四百メルクである。警けい戒かいを怠おこたらなければ、絶対に国境壁に攻撃は届かない。もし届いても、自律魔道の力で築いた壁は破壊できない。ウォードは経験上、それをよく理解していた。

「しかし弓の射程が伸びずとも、敵が出てくれば逃のがしはしません。ご安心を」

「ああ、信頼している。ウォード、この国境壁へきと砦の構造について、もう少し詳くわしく教えてもらえるか」

「承うけたまわりました。まず、全体の見取り図を……」

　ウォードが地図を広げた、その直後だった。

　角笛が吹ふき鳴ならされる音が聞こえ、周囲が騒そう然ぜんとする中で、一人の兵が駆け込んでくる。

「伝令であります、国境壁の外、アルマジーア側の森から、敵の軍団が攻城塔と共に進軍し、こちらに接近しつつあります！」

　システィナとウォード、そして監視台にいた兵士たちに、戦せん慄りつと緊張が走る。

　万一敵が攻めてきたらとウォードは言った。それが現実になっても、システィナは動じなかった。自分の任務を果たす時が、予想より早く訪おとずれただけだ。

「この霧に乗じて攻めてきたか。全軍に伝えろ、迎撃準備を開始する」

「はっ！　射程距きよ離り内に入り次第、射手は矢を放て。投石機の準備も急がせよ！」

　角笛を聞いて、砦から国境壁への連れん絡らく通路を渡り、剣兵が到とう着ちやくする。しかし射手の練度の高さと比較すると、接近戦を多く経験した者は少なく、その表情も動きも強こわ張ばっていた。

　システィナは彼かれらの顔を見て、国境壁に登られさえしなければ、これらの兵を戦わせずに済むと考える。敵兵より自軍の兵が、絶対的に強いとは思えなかった。実戦の経験があまりにも少なく、生死を懸かけた戦せん闘とうに臨のぞむ覚悟ができていないからだ。

「システィナ様、砦にお戻りください。私はここで指揮を執ります」

「ウォード、私はこの砦を任せられた守将だ。敵の姿を見ずに退くことは、魔将の名折れでもある。ここで皆みなと共に戦わせてほしい」

　システィナは腰こしに帯びた騎き士し剣けんに手をかける。その剣の腕うでを知っているウォードは何も言わず、自らも愛用の矛ほこ槍やりを手にして、敵が見える場所へ向かうシスティナの後に続いた。
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　国境壁の上に一定の間隔を置いて作られた監視台と櫓は、通路で繋つながっている。いわば、壁の上に屋根付きの通路が設けられ、射手窓・兵器を射うつための窓が設けられた小部屋が無数に造られているという形だ。

　システィナは敵が最も見えやすい監視台に移動し、射手窓から敵の姿を見ようとした。

　木製の、車輪のついた塔――攻城塔が五台、横並びで、ほぼ同じ速さで近づいてきている。ウォードの言ったとおり、地面の状態が悪く、進軍は遅ち々ちとしていた。

　攻城塔の位置は、国境壁の高さを利用し、石球が落ちる勢いを利用して打ち出だす『石砲』の攻こう撃げき範はん囲いを外れていた。まるで、狙ねらったかのように。

　石砲が当たれば、木製の攻城塔は一いち撃げきで破壊できる。それができないために、城壁から射手が弓を射掛けて牽けん制せいしているうちに、投石機を打ち込む作戦が取られた。石砲より威力は落ちるが、数を撃うち込めば、攻城塔を破砕できるという見込みだ。

「撃ち方かた用意……放て！」

　システィナの号令に応じ、準備を終えた兵たちが弩砲投石機の弦げんを引き、石弾を発射皿に載せる。そして、投石用の広い窓から一いつ斉せいに石弾を発射した。

　直径二フィクト（六十センチメートル）、屈くつ強きような男性兵士が抱かかえてようやく持ち上がるほどの質量を持つ石弾が、次々に放物線を描いて攻城塔に命中する。一度目の斉射で十発ほどが撃ち込まれたが、どれも五台の攻城塔に壊かい滅めつ的てきな被害を与えた。

　敵は、エルセリア軍の射程距離のぎりぎり内側まで入り込んでいた。晴天なら、火矢でもっと遠い距離から狙えたものをと、ウォードは歯がゆく思う。

　だが、攻城塔は止まった。敵軍は攻城塔の後ろにいたようだが、霧に隠かくれたまま、こちらに近づいてこようとはしない。

「奴らは何をしている？　攻城塔が破壊された今、こちらの壁を越える手段は……」

「システィナ様……あれは……っ！」

　ウォードが初めて、大きく動どう揺ようを口に出す。老将の目は、破壊された攻城塔の向こうに、目を凝こらしてようやく見える、おぼろげな姿を捉とらえていた。

　攻城塔の後ろから付いてきた兵士たちが運んできたもの。それは、巨大な人間の形をした、骨組みのようなものだった。

　敵はあの位置まで近づくために、攻城塔を囮にした。そう理解していながら、システィナは、何が起きようとしているのかまで想像できずにいた。

「あんな人型のはりぼてで、何をしようと……」

「システィナ様……っ、神性魔術です！　雨に紛れて、詠えい唱しよう句が……！」

　射手の一人が言う。システィナが耳を澄ますと、地の底から響ひびくような、神性魔術師たちの声が聞こえてくる。




「光と戦いくさの女神アルマーンよ。豊ほう穣じようたる地の化け身しん、大いなる巨きよ人じんの力を我らに与えよ。

《巨兵リグズ・ソル・ヴ神操アリス・マリオン》」




「神性魔術……アルマジーアの魔術が、ここまで成長していたのか……？」

　エルセリアの魔まし将ように、アルマジーアの神性魔術は手も足も出なかったはずだった。しかしそれこそ、敵を侮あなどっていただけなのだと、システィナは愕がく然ぜんとする。

　人型の骨組みが大量の土ど塊かいを纏まとい、巨人の姿を象って立ち上がる。

　土の巨人――ゴーレム。神性魔術のみが作ることを可能にするそれは、一人ではなく、千人単位の魔術師による儀ぎ式しきを経て呼び出される。

　攻城塔の後ろにいた兵士たちのうち、魔術師はゴーレムの召しよう喚かんを終えると後退していく。代わりに前に出てきたのは、騎き兵へいと歩兵の集団だった。彼らは矢の射程に入っても、ゴーレムの陰かげで守られている。

「……なんだ……あの数は……っ」

　敵が運んできた骨組みは一つではなく、十以上あり、そのすべてが巨大なゴーレムとなって次々に立ち上がる。

　一つ一つが五十メルクにも達しようかというほど大きく、作るために巻き込んだ土塊の量も尋じん常じようではない。攻城塔を破壊した投石機ですら、ゴーレムに着ちやく弾だんしてもいくらか土を削ることしかできていなかった。

（この音……あの骨組みに、石が当たって……そうか……！）

「あのゴーレムには、金属の骨格が入っている！　足を狙え！　足の骨格さえ崩くずせば、あの大きさでは立っていられなくなる！」

　システィナの凛りんとした声に少なからず勇気づけられ、恐きよう慌こうに陥おちいりかけた兵たちが、ふたたび投石の準備に入る。

「――沈しずめ！」
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　勇ましい女将軍の号令と共に、ありったけの石弾の斉射が始まる。ゴーレムの足あし下もとを集中的に狙った石弾は、ついに土をえぐり取ってゴーレムの足を砕くだき、へし折った。

　ゴーレムは国境壁の前に掘ほられた堀ほりに瓦解しながら倒たおれこみ、巨きよ体たいを構成していた土が堀を埋めていく。そして、進み続けたゴーレムはついに動かなくなった。

　しかしシスティナも、兵士たちも、安あん堵どを得ることはなかった。

　敵が何のために攻城塔を囮にして、ゴーレムを国境壁に近づけたのか。その理由は、ゴーレムを破壊した跡あとを見れば明らかだった。

「これが狙いだったというのか。アルマジーア……！」

　ゴーレムの残ざん骸がいが、堀を埋めている。しかし、それだけではない。崩したはずの残骸がいつの間にか集まり、大きく山のように盛り上がっている。魔術に呼応して、土塊がひとりでに動いているのだ。

　土塊の山は国境壁の高さの半分に近く、三十メルクの高さにまで達していた。

「システィナ将軍っ、霧の中から敵の軍団が……その数、一万を超えています！」

「終わりだ……もうおしまいだ。奴らはゴーレムを足場にして、城壁を越えてくる……！」

　鉄の骨組みに土で肉付けされたゴーレムは、城壁を攻撃するためではなく、足場となるためだけに作られたものだった。国境壁に近づいたところで役目を終えて粉ふん砕さいされ、予め魔術によって織り込まれた形に積み上がり、進軍のための坂路を形成する部材となる。

　エルセリア軍が敵の狙いに気づいた時には、もう遅かった。

　他のゴーレムの残骸を足場にした別のゴーレムの手が、国境壁の上辺に届いてしまっている。投石機を打ち込んでも、巨人の腕の骨に使われている素材は他の部位と比べて強度が高く、完全に破断することは出来なかった。

　システィナは目を閉じる。

　――霧が発生し始めたとき、すぐに兵を率いてアルマジーアの森を探たん索さくしていれば、こんなことにはならなかった。

　致命的な采さい配はいの失敗を悟るシスティナに、ウォードは静かに笑えみを向ける。その手には、愛用の矛槍を携たずさえていた。

「我々は、要よう塞さいを死守します。システィナ様は何としても、無事に撤てつ退たいしてください」

「逃にげるわけにはいかない。敵兵を、一人たりともエルセリアに入れてなるものか！」

　システィナが叫さけぶと同時に、轟ごう音おんと共に国境壁に叩たたきつけられたゴーレムの手のひらが、射手窓を叩いて弓兵を吹き飛とばす。

　仲間の死に憤ふん怒どと絶望を覚えながら、弓兵たちは矢の雨を降らせ、近づいてくるアルマジーアの軍団を威い嚇かくする。しかしアルマジーアの騎き士し団だんが選せん択たくしたのは――矢を受けることによる脱だつ落らくを覚悟した、騎兵を先頭にした突とつ撃げきだった。

「お前たち、俺が突とつ破ぱしたら後に続け！　敵は減らしておいてやる……おぉぉっ！」

　アルマジーアの騎士の一人が猛たけ々だけしく吼ほえ、騎き兵へい隊たいの先せん陣じんを切り、ゴーレムの残骸で作られた坂路を駆かけ上あがってくる。降り注ぐ矢を、馬上で剣けんを振ふるって叩き落おとしながら。

　騎士の操あやつる剣は、異様なまでに長かった。十字を象った、両手で操るための長大な剣を、片手でただの長ちよう剣けんのように操り、振り回まわし、矢を叩き落とす。

　しかし一本の矢だけが落とされずに、騎士の被かぶる鉄仮面に命中し、面の金具が外れて吹き飛ぶ。それでも騎士は怯ひるむことなく、背中の鞘さやに剣を納め、轟とどろくような雄お叫たけびをあげた。

「――うおぉぉぉぉっ！」

　ゴーレムが叩き壊そうとしてできなかった窓に向けて、馬を足場にして跳とぶ。窓に飛び込んだところで何本も矢が射掛けられるが既すでに遅く、一本も命中することはなかった。一気に坂を駆け上がり、主人を送り届ける役割を果たした馬が、ゴーレムの瓦が礫れきの山を駆け降りていく。

　ウォードは槍を構えて、侵しん入にゆ者うしやを見み据すえる。アルマジーアの騎士はゆっくりと向き直ると、再び背中の鞘から剣を抜ぬき放つ。

「……俺はアルマジーアの騎き士し団だん長ちよう、クルド・グレイシオ。この要塞を、貰もらいに来た」

「我わが名はウォード・ヘンリクセン。賊ぞく将しように、ここを譲ゆずるわけにはいかぬ」

「賊将とは言ってくれる。ならば、力づくでも押おし通らせてもらう……！」

　クルドは長剣の柄えを額に当てる。そして、目を閉じて詠唱を始めた。

「光と戦の女神、アルマーンよ。その力をひととき我に与あたえ、アルマジーアに栄光と勝利をもたらさん。光の加護よ、我が身みを護まもりて……」

「ウォード将軍、奴は我々が……射手隊、撃てぇっ！」

「待て、騎士の戦いを穢けがすつもりかっ！」

　ウォードが制する間もなく、他の監視台から到着した射手が、クルドの後方に現れる。そして、小隊長の指令を受けて一斉に矢を放った。

「――《光神アルマ・ヴアリス聖鎧・セイン・ガル》……！」

　クルドが神性魔術の詠唱句を唱え終えると、その身体からだから光の輪が広がる。

　しかし、後方の射手を振り返かえりもしない。小隊全員が矢を放ち、風を切って飛ぶ矢は鎧よろいを貫つらぬく――誰だれもがそう思った。

　だが、矢はただの一本も、クルドの身体に突き立つことはなかった。身体を包つつみ込む光に弾はじかれるようにして、地に落ちる。

「どうやら、ここには俺の魔術の防護を破れる射手はいないようだ」

「横槍が入らなくなったというだけだ。お主を止めることに、変わりはない」

「ウォード将軍っ、気をつけろ！　敵はただ、守りを固めただけではない！」

　システィナはクルドの変化に気付いて叫ぶ。クルドの身体を覆おおった光が強まり、漆しつ黒こくだった髪かみの色が褪あせた灰色に変わっていく。それは神性魔術を使った時の副作用であり、《灰色の狂狼グレイ・ヴアサーク》と呼ばれる所以ゆえんでもあった。

「俺が道を開く……あんたたちは強いからな。俺の部下たちでは、勝てないだろう」

「傲おごりは貴公の身を滅ほろぼすぞ。儂わしの槍を受けて、その軽口が続けられるか……！」

　ウォードは右手で矛槍を引くと、捻ひねりこむようにして猛もう烈れつな突きを繰くり出す。クルドは鋭するどい歯を見せて笑うと、その突きを剣の刃はに当てて受け流す。

　剣と槍による、猛烈な応おう酬しゆうが始まる。システィナもまた、クルドに続いて侵しん入にゆうしてきた敵の剣兵たちに斬きりかかられ、剣を抜いて応戦した。




　クルドが手本を見せたことで、その部下たちがゴーレムの作った坂路を駆け上がり、国境壁に飛びついて侵入してくる。

　両軍の兵士たちの、近接武器による交戦が始まる。金属のぶつかり合う音と勇ましい叫び、そして苦鳴が響く。

「どうした、そこまでか!?　エルセリアの槍はそんなものかよっ！」

「若造がっ……まだまだ貴様などに、遅おくれは取らぬ！」

　ウォードは豪ごう風ふうを巻き起こしながら矛槍を振りかぶり、巨体に似合わぬ電光石火の踏ふみ込みと共に斬り下ろす。長身とはいえ、ウォードより身体の小さいクルドには、長剣で受け止める術すべはないはずだった。

　しかし、重さに任せて叩きつける、ウォードの単純にして最大の攻こう撃げきは、鈍にぶい音と共に止まった。クルドは剣を両手で横に構え、正面からその一撃を受ける。

　クルドの剣の刃は、篭こ手ての金属に食い込んだだけで止まっている。そして押し返してくるすさまじい筋力に、ウォードは久しぶりの感覚を味わう。

　強者に相対し、絶対的な力の差を見せられた時に味わう、死の恐きよう怖ふと、強さへの畏い敬けい。

「おおぉっ……！」

　クルドが叫びながら矛槍を弾き返し、反はん撃げきの斬撃がウォードの身体を走はしり抜ける。

　神性魔術で強化された剣は老兵の鎧を断たち割わり、血しぶきが上がった。

　降りそそぐ血の雨を浴びながら、クルドはシスティナを獣けもののような眼光で見据える。

　その修しゆ羅らのような姿を見ても、システィナは一歩も退かず、腰に帯びた剣を抜く。

「エルセリア六魔将が一人、システィナ・ゼスフォード。これより先に、貴公の進む道はない」

「女が相手か……と言って、加減できる相手ではなさそうだな。あんた、この爺じいさんより強そうだ」

「この剣がどれほどのものか、身を以もつて確かめるがいい……はぁぁっ！」

　システィナは剣を抜き放ち、斬りこんでいく。斬り下ろしを受け止めたクルドは刃を合わせて押し合あいながら、その口くちの端はしに、戦いを楽しむかのような笑みを浮うかべた。
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　システィナが王都セラムを離れたあと、リクトたちは、いつでもルクサンブルに駆けつけられるようにと、ルクサンブルに近い商業都市リーデンベルに移動していた。

　セシルはルクサンブル周辺を覆う雨雲に懸け念ねんを示していたが、その予感が当たってしまった。修練をするリクトたちの元に、伝令の兵士が血相を変えて駆け込んできたのだ。

　国境壁をアルマジーア軍に乗のり越えられて、侵入を許した。

　敵があの壁を越えるなど、ありえないことだ。そう思っても、リクトたちは事実として受け入れるしかなかった。ルクサンブルに敵が侵入した時にのみ上げられる狼煙のろしが確かく認にんされていたと聞けば、疑う余地はなかった。

　リクトたちは指揮下にある三万の兵に、まずリーデンベルの周囲の守りを固めるように命じた。もしルクサンブルを占せん領りようされれば、次はここが狙われるからだ。

　そしてリクトは、一刻でも早くルクサンブルに辿たどり着つくため、マリエスとセシルだけを連れて三騎きのみで先行することを選んだ。兵を連れて進軍すればどうしても時間がかかる。少しでも早く、システィナの元に辿り着かなければならない。

　リクトは無心で馬を操り、ルクサンブルに続く森の中の街かい道どうを疾しつ駆くする。気が逸はやり、ただ前だけを見ているリクトに、並走するセシルが話しかける。

「システィナ様とウォード将軍、そして麾き下かの兵士たちは、必ずアルマジーアの兵を押し返しています。リクト殿どの、決して冷静さを失わないでください。そうでないと……」

「……すまない、セシルさん。気を遣つかわせて」

　普ふ段だんなら仲間を案じる余よ裕ゆうのあるリクトだが、姉の安否が関かかわると平静ではいられない。それは昔からのことで、セシルとマリエスは良く理解していた。

「俺は姉上を護る影かげとなるために、生きてきた。魔将になっても、それは同じだ」

「システィナ様を守りたい気持ちは、私たちだって同じよ。忘れないでね、私もセシル姉も、いつも傍そばにいるっていうこと。こういうときに頼りにしてくれないのって、すごく寂しいんだから」

「……マリエス」

　マリエスは口調こそ怒おこっているが、その顔は赤らんでいる。リクトは冷静さを欠いていた自分に気づき、自じ戒かいする。

　――マリエスの言うとおりだ。俺は、一人で戦うわけじゃない。

「二人とも、心配かけてごめん。今日の戦が、俺たちの初うい陣じんだ。務めを果たすぞ」

　リクトの揺ゆるぎない決意が込められたその言葉に、セシルとマリエスは震ふるえを覚える。彼についていき、彼のために戦う。そのことに一片の迷いもなかった。

「了りよう解かいっ、リクトっ！」

「承りました、リクト殿っ！」

　三人の駆る馬が勇ゆう壮そうないななきを上げ、力強く土を蹴ける。

　まだ遠いルクサンブルの上空が、黒く染まっている。それは紛れもない戦火の煙けむりだった。
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　要塞に最も近い集落で、リクトたちは脱出してきた軍監から報告を聞いた。

　全すべての報告が、悲ひ惨さんと言うほかなかった。もはやエルセリアの敗北は決定的で、あとはどこまで損害を減らすことができるかという状じよう況きようだった。

　アルマジーアの魔術軍団が作った十体のゴーレムが、国境壁に上がるための坂路を作り、先陣を切ってアルマジーアの騎士団長が突撃してきた。ウォード将軍が討うち取とられ、システィナは都市の住民と負傷した兵に撤退を命じたあと、未いまだに戦い続けている。

「ウォード将軍が……そんな……」

　マリエスは言葉を失う。ウォードはエルセリア軍の重じゆう鎮ちんで、全ての軍人たちから尊敬を集めていた。

「……まだ、負けたわけじゃない。ウォード将軍の遺志を継つぐぞ、みんな」

　リクトたちは報告を聞き終えると、直すぐにルクサンブルに向かう。

「姉上は今も戦っている。俺おれたちが加勢すれば、まだ勝ち目はあるはずだ……！」

「はい。アルマジーアに、魔将の力を思い知らせましょう。二度と攻せめて来る気になれなくなるように」

「ああ。だが、戦うよりも優先することがある……民を守ることだ。セシルさん、マリエス、要塞に入ったら、まず住民の誘ゆう導どうを頼みたい。俺は一刻も早く姉上のもとに行く」

　その指示は、退路を確保せよということでもある。リクトの身を案じながら、それしか選択の余地がないことを悟ると、マリエスとセシルは神しん妙みように頷うなずいた。

　要塞都市からは、無数の煙が立ち上っていた。先刻まで雨が降っていたからなのか、火はそれほど広がる気配を見せない。それとも、都市をできるだけ破壊せず、そのまま手に入れようとしているのか。リクトは考えながら、正門に向かって駆けた。

「何だ貴様らっ……エルセリアの援えん軍ぐんか！」

「慌あわてるな、敵は三人だけだっ！　かかれぇーーっ！」

　無数の敵兵が現れ、リクトたちの姿に気づいて、武器を振りかざして襲おそいかかってくる。リクトは腰に携えていた短たん剣けんを抜き放ち、詠唱句を唱え始めた。

「――これより我が魔まり力よくによって、世界は変容する……！」
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　リクトは仲間と別行動を取り、敵兵を倒しながら砦とりでの一階に入った。

　国境壁の上からも、金属のぶつかり合う音、怒ど号ごう、兵器が何かを壊す音が聞こえてくる。

　七十メルクの国境壁に上がる労力を軽くするために、砦の三階から、国境壁に渡わたるための通路が作られている。皮肉にもそこをアルマジーアの兵が通り、敵が流れ込んでいた。

　血に濡れた武器を持つ敵兵を見るたび、リクトの闘とう志しが膨ふくれ上がる。味方の無念を晴らさなければならない。

「――我が速さは、影も残さず。《絶影ノ道ブリンク・ロウ》！」

「ぐぁぁっ……！」

「な、なんだ……どこからっ……うぁぁっ！」

　リクトの短剣は魔力の光で覆われており、金属の鎧をいとも簡単に斬り裂さく。

　それは自律魔道の力だけでなく、短剣の並外れた強度によるものも大きかった。

　エルセリア南部の集落を荒あらしていた黒竜を討とう伐ばつした際に、竜の血を浴びた短剣の刀身が黒く染まり、それまでの何倍も鋭さを増した。リクトにとっては、重さと破は壊かい力りよくに勝まさる長剣よりも、極限まで攻こう撃げき力りよくを高めた短剣の方が最良の武器といえた。

　《絶影ノ道》を使用している間、リクトの姿を視し認にんできる者は誰もいなかった。砦の二階に上がる階段前を固めている兵の前に、魔術を解いて久しぶりにその姿を現す。

　すでに百人近くの敵兵を斬っているにもかかわらず、リクトはほとんど血を浴びていなかった。黒を基調として塗ぬられ、機動性を重視した鎧は、『影の鎧』と呼ばれる特注品である。それが、ほぼ新品も同然の状態を保っていた。

　しかしアルマジーアの兵からは、リクトの姿は黒衣をまとった死神にしか見えなかった。並みの兵では威い圧あつされ、向き合うことすらままならない。

「道を開けろ。さもなくば、斬る」

「ほざけ、一人で何が……うぐぁっ！」

　その一人を皮切りにして、リクトは敵兵を瞬またたく間に斬り伏ふせていく。敵の剣を受け止めて反撃し、突き出された槍の刃を斬り飛ばし、射掛けられる矢をはたき落とす。

　あらかた敵を倒しながら、リクトは猛もう然ぜんと進み始める。その後には何も残らず、まるで嵐あらしでも吹き荒れたかのようなありさまだった。

「ひ、引けっ……奴やつは自律魔道を使ってる！　エルセリアの魔将だぁっ！」

「ま、まともに戦うな……っ、俺たちでは、無む駄だ死じにするだけだっ！」

　臆おく病びよう風かぜに吹かれた兵士たちが逃げていく。リクトは渡り廊ろう下かを抜け、国境壁の上に登るための長い階段を駆けていく。

　システィナはそこで敵と交戦しているはずだった。報告を受けてから一刻も過ぎていない、まだ間に合う、必ず。

　しかし国境壁に登りきって監視台に入ったリクトは、眼前の光景に、一いつ瞬しゆんだけ自分がどこに立っているのかさえも忘れそうになった。

「がはっ……ぁ……」

　女性の苦鳴が、リクトの意識の中心を貫く。

　灰色の髪の騎き士しが、片手に剣を携えて立っている。その先には、壁に叩きつけられてずるずると崩れ落ちる、システィナの姿があった。

「姉上っ……！」

　システィナが魔将となってから、リクトは公の場で姉をそう呼ぶことを禁じられていた。しかしこの凄せい惨さんな光景を前にしたとき、リクトは戒いましめを破らずにいられなかった。

　敵と味方の兵士が、そこかしこに倒れている。誰もが傷つき、動けなくなっている中で、システィナと敵将は戦い続け――そして、システィナは負けた。

「……リクト……来て、くれたのか……」

「姉上……遅れて済まない。絶対に護るって約束したのに……」

　リクトが倒れたシスティナを助け起こすと、彼かの女じよの口元から血が伝う。身につけた胸甲は大きく陥かん没ぼつし、剣けん先さきで抉えぐられたような痕あとがあった。それでも鎧としての機能を果たしきり、剣を貫かん通つうさせずに阻はばんでいた。

　今すぐに治ちり療ようすれば、姉の命に別条はない。それを確かめたリクトは、システィナの身体を横たえて、身につけていた外がい套とうを外してかける。

「すぐに終わらせる。少し待っていてくれ……姉上」

　リクトは立ち上がると、短剣を抜く。そして、姉を倒した相手に向けた。

「システィナ殿でん下かに剣を向けた罪は、万ばん死しに値あたいする。名を名乗れ」

「……クルド・グレイシオ。アルマジーアの騎士団長だ」

　男はリクトよりも見るからに年長だが、顔つきと髪かみ型がたが、容姿をいくらか若く見せていた。その身体を包み込む光が、黒に近い色の髪を、褪せた灰色に見せている。

「『殿下』とは……エルセリアでは魔将が王になると聞いていたが、彼女が次期王の候補か。なるほど、強つよかったわけだ。エウスレアの加護を受けた剣は、なかなか重かったぞ」

　笑みを浮かべていながら、クルドの眼めの奥おくには獣の光が宿っている。戦いに身を置くことを是これとし、自らを鍛きたえ、虐いじめ抜くことに余念のない、修羅の執しゆう念ねんがそこにあった。

　それが実力に結びついていることは間ま違ちがいない。ウォードを斬り、システィナを倒しながらも、頬ほおの傷以外に、目立った傷を負っていない。

　――唯ゆい一いつ、クルドの左の篭手の外側が大きく削けずれている。それこそが、システィナの技わざによってつけられたものだと、リクトはひと目で理解した。

「リクト……油断するな。奴は、神性魔術を使う……っ、ゴホッ……」

　システィナが咳せき込み、端たん整せいな口元に鮮あざやかな真しん紅くが散る。胸骨が折れ、肺に刺ささっていれば、一刻の猶ゆう予よもない。しかしリクトが彼女を連れて逃げるという選択を、眼前の敵が許すはずもなかった。

　戦いは避さけられない。リクトは短剣を逆手に構え直し、魔将として名乗りを上げる。

「俺の名はリクト・ゼスフォード。我が姉、システィナと同じ、六魔将の一人だ」

「お前も六魔将か……リクト。戦う前に一つ、聞いておきたい」

「一つだけだ。もう、一秒も無む駄だにできない」

　クルドはその答えに苦くし笑ようしながら、何でもない質問のように問いかける。

「姉よりも遥はるかに強いお前が、なぜ王にならない？」

　辛かろうじて意識を保っているシスティナも、そしてリクトも、その言葉を否定しなかった。それは、クルドの言うことが真実であるからに他ほかならなかった。

「……護る相手より強くなるのは、当然のことだ」

「ははっ……なるほど。お前は俺と同じ種類の馬ば鹿からしい。道理で、ひと目見た時から楽しくて仕方がないわけだ」

　プレート・メイルを軋きしませ、クルドが剣を構える。

　右手で剣を握にぎり、左手を刃に添そえ、腰を落とす『矢倉の構え』は、剣けん士しにとって突つきを繰り出すための最速の型だった。

「その黒い短剣が、お前の武器か？」

「この剣で、俺はあらゆる敵を倒してきた。これ以上の武器は、探しても見つからない」

「そうか……俺は皇こう帝ていに剣を賜たまわり、命を捧ささげて騎士になった。ゆえにこの剣で、リクト……お前の剣士としての魂たましいである、その剣を叩き折る。そして戦を終わらせる……！」

「やれるものなら、やってみろっ！」

　どこかから、何かが爆ばく発はつする轟音が響く。それを合図にしたかのように、リクトとクルドは同時に、互たがいに向かって駆けた。

「（――これより我が魔力によって、世界は変容する）」

　自律魔道の詠唱句は、必ずしも声に出す必要はない。リクトは無音の詠唱を終え、自律魔道を発動するための準備を完かん了りようさせる。

「我が速さは、影も残さず。《絶影ノ道ブリンク・ロウ》！」

　リクトは間合いに踏み込む際に爆ばく発はつ的てきに加速し、逆手に構えた剣を振り抜く。

「速い……だが……っ！」

　常人では視認できなかった速度で繰り出される斬撃に、クルドは精確に反応する。

　クルドは突きでリクトの斬撃を弾く。重量のある長剣での突きをまともに受けるわけにいかず、リクトは刃を滑すべらせて受け流す。

「我が剣けん閃せんは二つに分かれ、全て真なり……《双刃ノ道ジエミニス・ロウ》！」

「女神アルマーンよ！　《光破アルマ・ブラス・連斬デユオ・スレト》！」

　戦闘中の詠唱は互いに省略されるが、その分だけ魔力の消しよう耗もうが大きくなる。だが、互いの実力が拮きつ抗こうしていて、選択の余地はなかった。

　最速の詠唱で、最速の攻撃を繰り出さなければ、負ける。

「おぉぉっ……！」

　リクトは疾しつ風ぷう迅じん雷らいの速さで、渾こん身しんの斬撃を繰り出す。リクトの魔力を帯びて紫むらさき色いろに発光する短剣の刃が、一度の斬撃で『二発同時に』クルドに襲いかかる。

「喰くらうかよ……っ！」

　技を読めていたわけではない。クルドは本能的な勘かんに従い、自分にできる唯一の反撃を選択した。同時に襲い来る二つの太た刀ち筋すじを、同じ二回で切り返す。神性魔術を用いて、リクトと同じように自らの攻撃回数を増やすことで。

　二つの斬撃がぶつかり合い、火花を散らす。魔術が使えなければ、ただの剣士ならば為なす術もなく負けていた。クルドは数年前までの、魔術を知らなかった時のことを思い返し、内心で冷ひや汗あせを流す。

　リクトはクルドに防がれたあと、すかさず二撃目を繰り出す。その速さに舌を巻きながら、クルドは相手の技を見定めようとする。

「――我が速さは、影も残さず。《首狩ノ道デスクル・ロウ》……！」

「（何っ……!?）」

　リクトの詠唱は、一度目と途とち中ゆうまでは同じだった。加速するだけだと読んだクルドは、予想を裏切られて一瞬の虚きよを突かれる。

「うぉぉおぉっ……！」

　クルドは雄叫びを上げて反応速度を無む理り矢や理りに引き上げる。しかしその時には、リクトの姿が眼前から消えていた。

　不意に後ろに殺気が生じる。リクトは完全に、クルドの背後を取っていた。

　――限界まで切り返しを速くするために、短剣を選んだのか。クルドは近づく死の気配を振り払はらうように、身体をひねって、後方に遠心力の乗った剣撃を繰り出そうとする。

「（《天雷アルマ・トウール烈斬・ギガ・スレト》！）」

「（無音詠唱かっ……！）」

　リクトの予想を超え、クルドは無音詠唱で神性魔術を発動させ、雷を纏った斬撃を放つ。

　雷らい撃げきを乗せた剣は当たれば身体の自由を奪うばい、一度見せればこれ以上ない牽制となる。騎士らしいとは言えずとも、負けられない戦には最も適しているとクルドは信じていた。

　――しかしそれは、リクトの身体にクルドの剣が届けばの話だった。

「――はぁぁぁっ！」

　リクトが繰り出したのは、鎌かまのように延えん髄ずいを狙う後ろ回し蹴げりだった。

「がっ……！」

　クルドが剣を振りきる前に、リクトはその首に右足の踵かかとを打ち込む。最速で反応したはずが、リクトの速さはそれを上回っていた。

《首狩》の名にふさわしい、《絶影ノ道》での加速を加えた蹴りは、鉄球を叩きつけるような重さがあった。意識を刈かり取られかけながら、クルドは明滅する視界の中で、着地して追い打ちをかけようとするリクトの短剣を、辛うじて剣の柄で弾き返す。

「蹴りだと……剣の戦いで……っ」

「必要であれば使うさ。俺の戦い方は騎士とは違ちがう……蹴りもすれば、殴なぐりもする」

　リクトの靴くつの踵には鋼が埋うめ込まれている。剣けん術じゆつだけでなく、体術もまた、ゼスフォードの人間にとっては同じだけ重要視されていた。

　自律魔道を組み込んだリクトの体術は、元は武器が無くとも、自らの魔力だけで敵を倒すために生まれた技だった。リクトにとって武器は全身で、短剣のみに頼たよることはない。

「そっちは、全身を神性魔術で守ってるのか……壁かべを蹴るような手て応ごたえがあった」

「お前たちの自律魔道に対たい抗こうするためだけに、俺はこれを習得した。神性魔術は使いようによっては、自律魔道を凌しのぐものだと思ったからな」

　一撃必殺の技を繰り出し合いながら、クルドは笑う。彼は邪じや気きも何もなく、純じゆん粋すいに戦いを楽しんでいるかのようだった。

　アルマジーアの神は、光と戦を司つかさどる。クルドは心から神を信しん仰こうし、恩おん寵ちようを受けているのだろうと、リクトは思う。神性魔術を得るための修しゆ行ぎようは、真ま似ね事ごとでは済まない。

「お前の自律魔道と、俺の神性魔術。どちらが上か、試ためしてみるか……？」

「俺の自律魔道は、何者にも屈くつすることはない……っ！」

　リクトが短剣を構えて腰を落とした瞬しゆん間かん、クルドは目を見開く。

　目の前にいる若き剣士に対して、先刻から感じているもの。それは紛まぎれもない、死の恐怖だった。

《絶影ノ道》を発動したリクトの姿が消える。戦せん闘とうの中で異常なまでに神経が鋭えい敏びんになり、捉えきれないはずの黒い短剣による斬撃を、クルドは勘に頼って弾き返す。次の瞬間には、リクトは魔力を込めた拳こぶしで、蹴りで、常に急所を狙って攻めかかってくる。

　リクトもまた、クルドの技量と、人間離ばなれした反射に、決定打を入れられない焦あせりを感じ始めていた。《絶影ノ道》によって加速するたび、リクトは少なからず、苦痛にも近い喪そう失しつ感を覚える。それは隠し切れない疲ひ労ろうとなって、クルドの目に映った。

　それでも、両者は止まらずに斬り合う。ゆうに百の剣けん戟げきを経へて、互いに全ての攻撃で急所を狙いながら、傷は浅く、致命傷を負うことなく死し闘とうを続ける。

　戦いのさなかでリクトは気づく。重量のある剣で攻撃を捌さばくクルドは、無理な動きをするたびに筋肉を断だん裂れつさせている。それを神性魔術で常に回復させながら戦っている……切れた毛細血管から出血し、汗が血の色に変わっている。

　クルドの魔術による回復は、徐じよ々じよに追いつかなくなりつつあった。その目は紅あかく染まり、壮そう絶ぜつな姿で剣を振るい続けている。

「――《双刃ノ道ジエミニス・ロウ》！」

「くっ……！」

　再び《双刃ノ道》を仕し掛かけたリクトの動きが、クルドの反応を上回る。斬撃を捌ききれず、ついにクルドは体勢を崩して隙すきを作った。

「これで終わりだ……っ、《首狩ノ道デスクル・ロウ》！」

「ぐぅっ……おぉぉっ……！」

　クルドは延髄を狙ねらう蹴りを避けきれず、鎖さ骨こつを砕かれる。しかし激痛に怯むことなく踏みとどまり、リクトの蹴り足を逆の腕うでで掴つかんだ。

「――がぁぁっ！」

「ぐぁっ……！」

　クルドは吼えながら、掴んだリクトを床ゆかに叩きつける。受け身を取りきれず石いし床ゆかに叩きつけられたリクトは、片かた腕うでに走る激痛に表情を歪ゆがませた。

　腕の骨にヒビが入っている。左手に力が入らなくなるが、利きき腕でなかったことが幸いだと言わんばかりに、リクトはかすかに笑った。

　互いに片腕の自由を失っても、戦意は失われない。極限の攻こう防ぼうを続けた両者は、戦いに集中するあまりに痛覚が麻ま痺ひしていた。

「……リクト。お前は、あと一つは最後の隠かくし玉を残しているはずだ。俺も同じだ……どうだ、そいつで終わりにするってのは」

「……いいだろう。相手の最高の技を破ってこそ、勝つ意味がある」

「負ける気は毛頭ないか……奇き遇ぐうだな、俺も同じだ」

　クルドは血まみれの姿で無む邪じや気きに笑う。この男は戦いを心から楽しんでいるのだと、リクトはようやく理解する。

「光と戦の女神アルマーンよ。我が身を鎧よろう光の加護を、この剣にひととき集めよ……！」

　クルドが詠えい唱しようを終えた瞬間に、足元に光ひかり輝かがやく紋もん様ようが生じる。神性魔術を使用した時に現れるシンボル――リクトも存在は知っていたが、これほど克こく明めいで、強大な魔力の波動を感じさせるものを見るのは初めてだった。

　クルドの全身を覆っていた光――『女神の加護』が、剣に収束していく。その剣に宿る力は、片腕であっても、今までの攻こう撃げき全すべてを上回るものだとリクトは直感する。

「リクト……認めよう。お前は、どんな手段を使っても倒さなければならない相手だ。たとえこの身体に蓄たくわえた魔術の力を、全て費やしたとしてもな……！」

　クルドの左手の篭手の継ぎ目めから光が溢あふれる。神性魔術の使い手は、神の恩寵を受ける資格を得た証あかしとして、身体の一部に刻印を刻まれる――リクトはそう、神性魔術の使い手である姉が言っていたことを思い出だしていた。

「光栄と言う前に、今は死力を尽つくそう。クルド・グレイシオ……俺はあんたを倒す。アルマジーアで最強の騎士の力を、超えさせてもらう……！」

　リクトの身体に満ちていた魔力の発光が強まる。大気中の微びり量ようの魔力とさえも反応し、バチバチと火花を散らす。しかし、変化はそれだけに留とどまらなかった。

「――我が魂の波動を力に変え、ことを成す。世界よ、変容せよ」

「魂……だと……!?」

　その詠唱句が虚こ仮け威おどしでないと示すように、リクトの内から溢れてくる魔力が、爆発的に総量を増す。

「《魂力ノ道ソルブレス・ロウ》……！」

　クルドはこれまでのリクトが、決して手を抜いていないと思っていた。命を削り合う感覚、そして這はいよる死の気配は、錯さつ覚かくなどではなかった。

　しかし、同時に気付いてもいた。リクト・ゼスフォードの力量が、常に自分を上回り続けていたこと。自分は死力を尽くし、辛うじて生き延びていただけだということを。

《魂力ノ道》。その呪じゆ文もんの意味は分からずとも、クルドは理り屈くつを超えて理解していた。

　目の前にいるのは、人間を超えた者。だからこそ、『魔将』と呼ばれるのだと。

　リクトの黒い短剣に、紫むらさきに輝く光――魔力が収束し、巨きよ大だいな光の刃に変わる。溢れ出す魔力の根源はなにか……それは魂なのだとクルドは想像していた。

　自分の意志で利用することなどできないはずの、人間の生命力の根源から、リクトは力を引き出している。

「……生命を削っているようなものじゃないのか？　その技は」

「俺は死にたがりじゃない。身につけた技の全ては生きるため……護るためにある」

「そうか。負まけ惜おしみを言うには、早すぎたな」

　それから二人は、無言で対たい峙じする。遠い空に日が沈しずみかけて、窓から茜あかね色いろの光が差し込む。その中で、魔力を充じゆう溢いつさせた二つの剣が、眩まぶしいほどの輝きを放つ。

「――《聖竜セイン・ドラグ・滅斬ヴアル・スレト》！」

　先に動いたのはクルドだった。上段に振りかぶった剣に纏まとう光が、稲いな妻ずまに変わる。

　稲妻は竜のような姿を象かたどり、クルドの斬撃と共に、リクトに牙きばを剥むいて襲いかかる。

　相手の最強の技を前にして、リクトはこの戦いの中で、初めてかすかに笑った。

　これほどの騎士と、剣を合わせた。その巡めぐりあわせに、武人として感謝する。

「超えてみせる……その技を。クルド・グレイシオッ！」

　リクトは魔力を帯びた短剣を逆手に構える。そして無音で詠唱して発動した自律魔道は――《絶影ノ道》だった。

「俺の剣がかわせるか、リクトッ……！」

　リクトが《絶影ノ道》で避けても、クルドの放った雷らい竜りゆうは猛然と追つい尾びを続ける。

　剣士としての魂は、すでに凌りよう駕がされている。それでもクルドは、勝つことを夢見た。

　リクトの影が、雷竜を突き抜けてくる――紫の光の刃が、アルマーンの光を引ひき裂いていく。雷竜を前にして、消しよう滅めつしないものなどないはずだった。しかしリクトの身体を包んだ魔力は、何物も通さぬ鎧に変わっていた。




　――我が身体を刃に変え、全てを斬り裂く光と成す――




　聞こえるはずのないリクトの声が、クルドの耳に届く。

　剣と肉体を極限に強化し、研とぎ澄すまされた刃に変える。

　剣士としてそれ以上の技があるだろうかと、クルドは思う。




「――遍あまねく全てを、断滅する。《光刃ノ道ゼスフオギア・ロウ》ッ！」




「ぐぅぁ……あぁぁっ……！」

　光の刃が、クルドの身体を走り抜ける。それは奇くしくも、クルドがウォードを斬った時と全く同じ軌き跡せきだった。

　リクトの肉体と剣けんを、魂から生まれる魔力で限界を超えて強化して、放たれた斬撃。それは、まさに光の速さに近づいていた。斬りつけた傷が、後から遅れて広がるほどに。

　鍛え上あげられた鋼の鎧が断ち割られ、血しぶきが上がる。クルドはその場に膝ひざをつき、剣を突いて、辛うじて身体を支えた。

　リクトは魔力を帯びて発光し続けている剣を見つめる。前に同じ技を放った時は、別の剣では刃が耐たえ切れずに折れたが、黒竜の血を浴びた短剣には刃こぼれ一つなかった。

「……がはっ……あぁ……」

《光刃ノ道》による傷は深く、クルドは喀かつ血けつして倒たおれこむ。しかし、死に直結するほどの傷ではなかった。技と技がぶつかり、リクトの剣の威いり力よくが減げん殺さいされた結果だ。

「し、システィナ様っ……すぐに手当てをいたしますっ！」

　密ひそかに戦いの様子を見ていた女性の衛生兵が、怯おびえながらも勇気を出して入ってくる。彼女がシスティナの介かい抱ほうを始めたところで、リクトはようやく安あん堵どを顔に出した。

　リクトは倒れているクルドに近づく。クルドは辛うじて目を開け、意識を保っていた。

「……なぜ、殺さなかった？　もう一歩踏み込めば、俺の心臓を止められたはずだ」

「それは買いかぶりだ。俺はあんたを殺すつもりで技を使った」

「そうか……じゃあ、そういうことにしておくか。がはっ……！」

　血を吐はきながらも、クルドは剣を突いて支えにして、自力で身体を起こした。

「リクトよ……どのみち、俺を今殺しても、アルマジーアは止まらん」

「……どういうことだ？」

　尋たずねると、クルドは口元に伝う血を拭ぬぐいながら笑う。リクトと剣を合わせていた時の狂きよう気きは、その瞳ひとみからは消え去っていた。

「エルセリアとの戦いを、俺以上に望んでいる人間がいるからだ」

　敵の言葉を信じるかどうか、リクトは迷う。

　しかし、クルドの目を見ているうちに、その疑念は無ぶ粋すいだと思えた。

「……俺は、姉上を死なせるわけにはいかない。追つい撃げきしない代わりに、クルド……お前を生かす。少しだけ、この砦を預けておく」

「それほど、姉君が大事というわけか……王位の後こう継けい者しやだ、無理もない」

　衛生兵はシスティナの鎧を外して、治ち癒ゆの魔まじ術ゆつをかけている。魔術による治癒は回復の促そく進しんや、生命の維い持じには効果を発揮するが、満足に動けるようになるには時間を要する。その間に追撃を受ける可能性を断つために、リクトは交こう渉しようを試みようと考えていた。

「俺が、アルマジーアにとっての勝機を逃のがすわけにはいかん……と言ったら？」

　リクトがシスティナを守ることができても、アルマジーア軍が追いすがってくれば、ルクサンブルから逃にげる兵と市民に、多くの犠ぎ牲せいが出る。

「……もし、こちらの提案が聞き入れられないなら。俺は、あんたを……」

　リクトが全て言い終える前に、突とつ如じよとして、暖かな青白い光が辺りに広がる。

　光の出でど処ころは、クルドが胸にかけていたペンダントだった。光こう刃じんによって鎧ごと鎖くさりが切れ、ペンダントは床に転がり落ちて、嵌はめこまれた魔石が輝いている。

「アルシェ、リベルタ、出てくるな！　これは俺の問題だっ！」

　クルドが制止するように叫さけぶ中で、魔石から放たれた光が、人間の姿を形作る。

（こんな……綺き麗れいな女の子が、この世にいるのか……？）

　リクトは思わず息を呑のむ――魔石の光が幻げん燈とうのように映し出したのは、絶世の美び貌ぼうを持つ少女の姿だった。

　黒く長い髪かみを持つ小こ柄がらな少女の姿は、青白い光で精細に織り上げられている。神をさほど信じないリクトでも、その存在を信じたくなるほど、その姿はあまりに麗うるわしかった。

「お兄さまの命を奪うことは、絶対に許しません……！」

　幻燈の少女は両手を広げて、クルドを庇かばう。神性魔術の持続が切れたクルドの髪は漆しつ黒こくに近く、兄きよう妹だいということには辛うじて納なつ得とくできる。しかしリクトは、両者の血の繋つながりを信じがたく思うほど、少女のことを触ふれれば壊こわれそうなほどに儚はかなげだと思った。

　少女はリクトを真まっ直ぐに見み据すえたまま、嘆たん願がんするように言う。

「アルマジーア軍は、数日の間、追撃の兵を出さないと約束します。ルクサンブルから逃げ遅おくれた人々は捕ほ虜りよにしますが、私たちは……」

「アルシェ……それ以上は言うな」

「……お兄様」

「そんなことを約束できる軍はない。どうにもならんことがある」

　クルドは同じ目線の高さで、妹の幻燈と向き合う。すると少女は、何も言えなくなって目を逸そらした。

「……俺のことは兄と呼ぶなと言っておいたんだが……どうにも、甘あまえが抜ぬけんな」

「妹を前線に連れてきたのか……？」

「そうしなければならんこともある。下がってくれ、アルシェ」

「……どうか、ご無事で」

　光で作られた少女の姿が、ふっと消える。

　その瞳にあった、理知的な光。戦のあらましと、自軍の状況を把は握あくしているような物言いに、リクトは信じがたい思いながら、一つの仮説に行き当たっていた。

「クルド……お前たちが国境壁を超えるために使った策は、誰だれが考えたものなんだ？」

「……答える義理はない」

「そうか……分かった」

　答えられないということは、自分の推察はあながち外れてはいないのだろうとリクトは思った。あれだけの知性を持ち、軍のことを理解している少女。彼女がアルマジーア軍に、あるいは兄に対して、何らかの貢こう献けんをしていることは間違いないと感じていた。

「クルド……そちらが取り決めを守っても、エルセリアはアルマジーアを決して許しはしない。今日という日のことを、決して忘れるな」

　クルドは何も答えなかった。長い前まえ髪がみがその双そう眸ぼうを隠して、表情は読み取れない。

　リクトはシスティナの身体を担かつぎ、衛生兵を伴ともなってその場を後にしようとする。クルドはその背中に向けて言った。

「……俺は何も間違ったことをしていないと思っている」

　リクトは振ふり返かえり、夕ゆう闇やみに沈む部屋の中で立たち尽くす、黒くろ髪かみの将の姿を見た。

　戦いを望まぬ者が戦い、難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいを陥かん落らくさせた。それが運命の数すう奇きであり、神というものは思うより残ざん酷こくなものなのだと思わずにはいられなかった。




　――教国暦れき八二〇年、一の月。エルセリア領ルクサンブル要塞はアルマジーア帝国の急きゆう襲しゆうを受け、多数の敵兵の侵しん入にゆうを許し、エルセリア軍は撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされ、砦を奪われた。

　エルセリアの魔将リクトはアルマジーア軍の騎き士し団だん長ちようを決けつ闘とうによって倒したが、その事実は公表されなかった。次期王位継けい承しよう者しやであるシスティナの存命を最優先とした結果である。

　クルド・グレイシオは重傷によって静養を余儀なくされ、アルマジーア帝国は二週間の間侵しん攻こうを停止することとなった。
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　リクトたちは生き残った兵や民と共に退たい却きやくし、重傷を負ったシスティナを、リーデンベルの町に運び込んだ。

　エルセリア国内の流通の要であるリーデンベルには、王都からの街かい道どうも通っていて、軍の移動にも使われる。ルクサンブル陥落の知らせを聞き、王都に残っていた他の二人の魔将は、リーデンベルの郊こう外がいにある砦に軍を移した。

　もう一度敗走すれば、アルマジーア軍は一気に王都に押おし寄よせる。それゆえに、一刻も早く、失った要塞を取り戻もどす必要があった。

　ルクサンブルからリーデンベルまでは、街道沿いに穀倉地帯が広がっている。農耕に適した平野部の少ないエルセリアにとっては、そこを失うことは死活問題だった。

　エルセリア国内の世論は、突とつ然ぜんの敵の侵入、そして敗戦を受けて、一時は大きく動どう揺ようした。次期女王であるシスティナ、そしてルクサンブルの守将ウォードに敗戦の責を問う方向に動きかけたが、ルクサンブルから逃げ延のびた市民の一部が王都に辿たどり着つくと、アルマジーア軍と戦った兵士たちが、いかに勇ゆう敢かんであったかが伝えられた。

　敵の騎士団長と一いつ騎き打うちをしたシスティナの背中に一つの傷もなかったという事実は、彼女が退かなかったことの証になった。それは一部で誇こち張ようされた美談として伝えられ、アルマジーアに奪われた領土を即そく時じ取り返すことに反対する声は聞こえなくなった。

　システィナは肋ろつ骨こつを三本折っていたが、幸いにも大事には至らなかった。適切な治療を受けることでほとんど傷も目立たなくなった――と、リクトはシスティナの治療に当たった医者に聞き、安堵していた。

　システィナが復帰し、リーデンベルの砦で指揮を取り始めるその日に、リクトは一人だけ呼び出された。マリエスとセシルも途中まで同行したが、その面おも持もちは両者ともに複雑だった。

「……というか、あれだけリクトを可か愛わいがってるシスティナ様のところに一人で行かせると、先の展開が見えるっていうかね。リクトって、ずーっと純粋なままよね」

「ど、どういう意味だ……姉上の所に行くことに、何か問題あるのか？」

「そこがリクト殿どのの、好ましいところ……い、いえ、何でもありません。マリエス、何を失礼なことを言っているのですか。反省しなさい」

「セシル姉はいい子ちゃんすぎ。私みたいに、もっと素す直なおになればいいのに」

「なっ……わ、私は、システィナ様の気持ちを思ってですねっ……」

「二人共、何をケンカしてるんだ……とりあえず俺おれだけ呼ばれてるから、二人は部屋の前で待っててくれ。それじゃ、後でな」

「はぁーい。覗のぞいたりしないから、ゆっくり謁えつ見けんしてきてね」

「謁見……そうでしたね。システィナ様とは少し前まで、修練場で剣を合わせていましたから、じきに女王になられるという実感が足りません。もう、あと半年なのですね」

　現在の王であり、リクトとシスティナの父でもあるトラファルド王は、老ろう齢れいによって年々衰すい弱じやくしており、国家試合で優勝したシスティナに譲じよう位いすることが決まっている。

　エルセリアでの王位の交代は穏おだやかに行われる。トラファルド王はすでに、東方の湖こ畔はんにある王家の別べつ邸ていに移り住んでいた。システィナは継承者として王の代行を務めたあと、半年後の七の月に、女神エウスレアを讚たたえる祝祭《月神祭》において、女王として戴たい冠かんすることになっている。

　エルセリアにおける宗教は、エウスレア神教のみである。月と狩しゆ猟りようの女神エウスレアは、森の占しめる面積が多く、猟りよう師しが比ひ較かく的てき多いエルセリアでは、地方の村ほど深く信仰されている。しかし国内には精霊魔術エレメンタルの使い手が多く、彼かれらはエウスレアの敬けい虔けんな信徒とはいえないため、神しん性せい魔ま術じゆつ師しの資格を得るほどの信仰を持つ者は少ない。

　システィナも精霊魔術を選せん択たくすることはできたが、王都を離はなれずに修行できる、神性魔術を選んだ。彼女は長年の神しん殿でんへの奉ほう仕しを経て神性魔術を習得し、武術の腕も磨みがいて国家最強の座についた。

　それはあくまで表向きの話で、今ではマリエスもセシルも、リクトが最強なのだと理解している。システィナを倒した敵の騎士団長を退けてみせたのだから。

「ねえ、リクト。どうして国家試合でセシル姉と当たったとき、わざと負けたの？」

「それは……私も残念には思いましたが。リクト殿は姉上には、剣は向けられない。それで決勝に進みたくないのだとおっしゃっていましたね」

「俺には、王の役割は向いてないよ。華はながないからな……その点、姉上には資質がある。すぐに、『月の女エウスレア・神騎士ヴアルター』なんて呼び名もついたしな」

「かっこいいわよね、その呼び名。リクトにも何かつけてあげようか？　私たちにもいちおう、それらしい二つ名がついてるし」

　火精霊イフリートを極きわめたマリエスは、『紅こう炎えんの女じよ帝てい』という二つ名を持っている。

　風精霊シルフを極めた剣士のセシルは、『疾しつ風ぷうの剣けん聖せい』。いずれも、精霊の属性に由来している。

　リクトは国家試合で四位となり、国民に強さを知らしめたが、彼の技はあまりに速すぎて一部の実力者にしか見えないために、まだ二つ名がつけられていなかった。

「三人共、そこで何を話している。リクト、最初は一人でと言ったはずだが」

「あっ……システィナ殿下、相変わらず地じ獄ごく耳みみ～。リクト、それじゃ頑がん張ばってね」

　マリエスにぽんと背中を押されて、リクトはシスティナの居室に入る。近ちか頃ごろは鎧よろいを身につけている姿ばかり見ていたために、女性らしい柔やわらかい布地の衣服は珍めずらしかった。長い髪を編んで一つのおさげに結んだ姉は、病やみ上がりで少し痩やせて見えるものの、『玲れい瓏ろうたる姫ひめ将軍』と呼ばれた美貌は、少しも損そこなわれることがなかった。

「リクト・ゼスフォード、ただいま馳はせ参さんじました。殿下、お身体からだに大事なく、まことに重ちよう畳じようで……」

「二人の時くらいは、言葉を改めなくていい。初めだけは、弟として呼んだんだ」

「……コホン。姉上、本当に良かった。ルクサンブルが攻せめられたと聞いた時から、ずっと後こう悔かいしてた……俺も一いつ緒しよにいれば、命を危険にさらすこともなかった」

　システィナは胸に手を当てる。そして、もう平気だと言うようにぽんと叩たたいてみせた。

「エルセリアの医いり療よう魔まじ術ゆつは優ゆう秀しゆうだ。私の魔まり力よくをうまく利用しながら、折れた骨の回復を早めてくれた。今はこの通り、折れていたことを忘れるほどだ」

「ああ。姉上、俺を呼んだのは、やはりこれからの軍のことを……って、う、うわっ」

　リクトが真しん剣けんそのものに言いかけたところで、システィナは何を思ったのか、服の上をおもむろに脱ぬぎ始める。上半身全体に包帯が巻かれていて、包帯越ごしに豊かな胸の形がくっきりと出ている。

　前に大きくせり出しているそれは、マリエスに『侮あなどれない』と評され、セシルからは『サラシを巻くべきです』と控ひかえめに釘くぎを刺されるほどのもので、リクトはこんな形で見るのは久しぶりだった。たとえ姉と弟でも、一緒に風ふ呂ろに浸つかったりしたのは幼いころまでだ。

「……不ふ謹きん慎しんなことをしようというわけではない。リクトには、見ておいてほしかった。他の男に傷をつけられても、私の肌はだに見る価値があるかどうかを」

「い、いや……姉上は綺麗だし、もし、少しあざが残ったりしても、俺は……」

　戦においては右に出る者がいなくても、リクトは女性に関して百ひやく戦せん錬れん磨まとは言いがたく、女性に親密に接した経験は少なかった。十八年の人生の半分以上が、修行に費やされていたのだから無理もない。

　子供を儲もうけることが許されるのは十六歳さいからで、それまでは異性に過かじ剰ように興味を示すべからずという法律上の条じよう項こうがある。守らなければ死罪というわけではないが、リクトは歳とし相応の異性への興味を、そういった背景もあって長い間抑おさえてきた。

　しかし実の姉とはいえ、システィナが恥はじらいながら包帯を外し、肝かん心じんの部分を隠しながらも、その胸のほとんどを見せると、リクトは喉のどを鳴らさずにいられなかった。

「……直接見なければわからない。もっと近くで……じっと見てもいいから」

「あ、姉上……」

　部屋の外にマリエスとセシルがいる。そのことを申し訳なく思ってしまうあたり、自分は言われているほど豪ごう胆たんではないようだ、とリクトは他人ごとのように思う。

　そうしなければ耐えられないほど、男としての本能に試練が与あたえられている。けれどリクトはぎりぎりのところで踏ふみとどまり、覚かく悟ごを決めた。

　姉を、安心させてやりたい。そのために、彼かの女じよの身体を近くで見て確かめる。息が届くほどの距きよ離りに近づき、女神の胸像に匹ひつ敵てきするほど美しい二つの丘きゆう陵りようを見つめる。

　手のひらで隠された部分から見える、かすかで、艶あでやかな桃もも色いろ。なぜこうも芸術的な色しき彩さいにできているのだろう、と考えることで、リクトはようやく理性をつないだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、姉上の身体は綺麗なままだ。あざも、もう少ししたら消えると思う」

「そうか……ありがとう。しかし、そんな目で見られては……その、何だ。我わが弟ながら、やんちゃになったと言わざるをえないな。とても男らしい」

「か、からかわないでくれ……家族だからいいけど、それでも申し訳ない気持ちにはなってるんだから」
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　顔を赤くする弟を見て、システィナは笑って頭を撫なでる。愛いとおしむような手つきで。

「私の可愛いリクト、無事で何よりだった。助けてくれて、ありがとう」

「姉上に大事なくて良かった。だが、まだ戦いは終わってない」

「うむ……わかっている。私は、またお前を死地に送り出さなくてはならない。エルセリアを救うことができるのは、リクト……お前だけだ」

　システィナは胸の包帯を巻き直し始め、リクトにも手伝うように目配せする。柔らかな乳ち房ぶさが押し潰つぶれすぎないように適度な締しめ付つけで、けれど簡単に外れないように結ぶのは、存外に難しかった。マリエスとセシルが怪け我がをしてもこの経験が役に立ちそうだが、怪我をしないに越したことはない……というところまで、思案を巡らせてしまう。

　服を着直したあとで、システィナは手を二回打つ。すると、顔を赤くしたマリエスとセシルが、きまりが悪そうな様子で入ってきた。

「あ、あの～……システィナ様、質問なんですけど、どうして弟とはいえ、胸を見せる必要があるんでしょうか？」

　マリエスが律りち儀ぎに手を挙げて質問する。システィナは穏やかに微ほほ笑えんで答えた。

「リクトは私を守るために、敵の将と一いつ騎き討うちをした。結果的にはリクトが勝ったが、私も国の一部に過ぎない。私を優先して守るという意識は、これからリクトには捨ててもらわなければならない。そのために、私の身体に大事ないことを示しておきたかった」

「……姉上」

　システィナは一度目を閉じ、深く思し慮りよする。そしてもう一度開いた時には、すでにリクトの姉ではなく、エルセリア軍の総指揮官として、三人を見ていた。

「リクト、マリエス、セシル。私は残る魔将と兵たちと共に、守りを固める。お前たち三人には、ルクサンブルに極ごく秘ひ裏りに潜せん入にゆうしてもらいたい」

「やはり……和議を申し込むには、敵は勢いづきすぎていますか」

　セシルの言葉をシスティナは否定せずに頷うなずく。そして、これから彼女が身につけるためにすでに用意されている、騎き士しの甲かつ冑ちゆうに視線を送る。

「アルマジーア軍の騎士団長は、リクトが出した条件を呑んだ。しかし、それも昨日までのことだ。ルクサンブルで捕虜となった我が軍の兵は一万、市民は二万……その中から、脱だつ走そうしてきた者が内情を伝えてくれた。アルマジーアはルクサンブルを拠きよ点てんとし、こちらの王都を攻める準備を進めている。アルマジーア騎き士し団だんにも少なからず被ひ害がいが出ていたが……魔術軍団は、ゴーレムを創つくりだした後、突とつ撃げきに参加しなかったために被害が少ない。彼らはクルドの命令に従わず、別系統で動き、侵攻の準備を始めているようだ」

　リクトはその勇気ある脱走者に感謝する。そして、残っている人々を、すぐにでも救出しなければという衝しよう動どうに駆かられる。それを察したマリエスは、諌いさめるように、リクトが握にぎりしめていた拳の上にそっと手を重ねた。

「ごめんね、リクト。私たちがもっと頑張ってたら、こんなに大勢の人が捕つかまらずに済んだかもしれない……」

「いや……二人はよくやってくれた。あの急襲の中、全員が逃げるのは不可能だった。それは、俺にもよく解わかってる」

「助けられず、死んでいった者は多くいます。その無念を晴らすことを、ずっと考えてもいました……しかし、それより先に為すべきは、ルクサンブルの奪だつ還かんです」

　ルクサンブルが陥落した際の死者は軍人が八千人余りで、市民はシスティナの指示で迅じん速そくに避ひ難なんを開始したが、逃げきれずに数千人が命を落とした。住み慣れた家を、迷いなく離れることができず、逃げ遅れた者が多くいたからだ。

　まだ家族の生死を知ることができていない者たちにとっては、あの日の惨さん劇げきは未いまだに終わらず、続いている。それを思うと、降こう伏ふくして国を譲ゆずり渡わたすという選択は、システィナには考えられなかった。国民の士気も高く、徹てつ底てい抗こう戦せんを肯こう定ていしてくれている。

　しかし、表立って兵を動かし、アルマジーア軍が動く時を早めることもしたくはない。そうして考えた末に、システィナはある結論に至った。

「かつてエルセリアは、六魔将の活かつ躍やくによって、アルマジーア軍を撃げき退たいし、国境壁を築いた。リクトは敵軍の騎士団長の力量を凌ぎ、エルセリアの魔将の実力が、変わらず通用すると証明してくれた。個人の戦力なら、確実に上回っている」

「つまり……私たちが、敵の将軍を仕留めればいいっていうことですか？」

　マリエスの静かな口調は、彼女がそれを不可能ではないと思っていることを物語っていた。彼女にも、六魔将の一人としての矜きよ持うじがある。

「お前たちの実力なら、それもできなくはないだろうな。しかし、狙いはそこにはない。私が最も危き惧ぐしているのは、アルマジーアに優秀な軍師が現れたのではないかということだ。我が軍は百年間、壁を守るためにできることはしてきたつもりだが、それでも、どうすることもできなかった……敵に、全すべてが読まれているようだった」

　リクトたちは、国境壁がゴーレムによって越えられたと聞いてはいるが、その光景を実際に見ていない。システィナの言葉からは、エルセリアの下策によって敵に付け入る隙を与えたのではないことが伝わってくる。それならば、ただ敵の策が優すぐれていたということだ。策を編み出した人物が、真の意味でのエルセリアにとっての脅きよう威いとなる。

「クルドは壁を越えた方法を話さなかった。軍師の存在を、隠していたみたいだ」

「その可能性はあるだろうな。軍師という地位かは分からないが、敵に知ち謀ぼうに長たけた者がいるのは間ま違ちがいない。その人物を無力化すれば、敵にとって大きな打だ撃げきになるだろう」

　そこまで聞いて、システィナが言わんとするところをリクトは察する。マリエスの言うように敵の指揮官を倒すのも有効ではあるが、それよりも効果的な方法がある。

「軍師がルクサンブルにいるなら、探して……説得してこちらに引き入れるか、拘こう束そくして無力化することができるかもしれないな」

「そんな簡単にいくと思えないけど……見つけることができれば、状じよう況きよう次し第だいかしらね。会ってみたら、実はアルマジーアに不満を抱かかえてるかもしれないし」

　マリエスの意見にシスティナは頷き、さらに言葉を続ける。

「軍師の所在をまだ掴んでいない以上、ルクサンブルに潜入してからの情報収集が鍵かぎとなる。もしくは、アルマジーアの兵が要塞から出てくるのなら、それを倒して話を聞き出せばいい。マリエスの『眼め』があれば、それも難しくはないだろう」

　システィナが言う、マリエスが持つ力のことを、リクトも良く知っていた。彼が信しん頼らいの視線を向けると、マリエスは勘かん違ちがいしてしきりに照れる。

「そうと決まれば、敵軍が動く前に行動を起こすべきだな。また敵の軍師に策を仕掛けられたら、さらに状じよう況きようが悪くなるかもしれない」

「今はまだ、ルクサンブルに一番近い街に駐ちゆう屯とんさせた兵からは、敵に動きがあるという報告はない。しかしいずれは動くはずだ。敵の状況を見て、最良の機を探してくれ」

『はっ！』

　リクト、マリエス、セシルが声を揃そろえて返事をする。システィナは頷き、リクトに退室を命じる。エルセリア軍の総指揮官として、鎧を身につけるために。
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　システィナは鎧を身につけると、五千の騎き兵へいと、一万の歩兵を砦とりでの外に招集した。

　リクトたち三人も馬に乗り、同じように愛馬に跨またがったシスティナと共に、兵士たちの前に出る。リクトたちはそれぞれに、将軍であることを示す旗を掲かかげていた。

　リクトの部隊の旗には黒い剣、マリエスの旗には炎をまとった蛇へび、セシルの旗は風をまとった剣の紋もん章しようが描えがかれている。それは、三人を象しよう徴ちようする旗印だった。

　システィナは兵を前にして、彼らを鼓こ舞ぶするように剣を掲げる。そして、出しゆつ陣じんの前に、皆みなに檄げきを飛ばした。




「皆の者、良く聞け！　アルマジーアは宣戦布告もなく国境を破り、百年の間不敗を続けたルクサンブル要塞を陥おとしいれた！　しかし、我が国くにが負けたというわけではない！　このまま降伏し、アルマジーアの要求を受け入れることは決してできない！」




「エルセリア軍は、これよりアルマジーアに対して反はん撃げきを開始する！　諸君らは若き兵であり、将来のエルセリアを支える貴重な戦力である！　一人たりとも、命をやすやすと捨てることがあってはならない！」




「無む謀ぼうは捨て、強したたかに戦え！　道ロウを切り開くことは魔将が成しとげる！　開かれた道を進み、生き延び、我らが同どう胞ほうを、我らを守り続けた国境壁へきを、この手に奪還せよ！」




　若き女おんな将しよう軍ぐんの声は力強く、その姿には見る者を勇気づける華やかさがあった。兵士たちは熱ねつ狂きようし、大地を揺ゆるがすような鬨ときの声こえをあげる。

　リクトたちの前に、三人の女性騎士がやってきて、馬上で一礼する。彼女たちは、リクトたちの指揮を補ほ佐さする副官だった。

「リクト将軍、なんなりとご命令ください。兵たちはあなたの手足として動きます」

「ああ、よろしく頼たのむ。俺も指揮の経験は少ないから、色々と教えてくれ」

　リクトの部下はまだ若い兵士が多いとはいえ、厳しい訓練をくぐり抜けた精兵で、士気も高い。ルクサンブルに家族が囚とらわれていて、一刻も早く戦いたいという者もいる。

　その全ての想おもいを、リクトは背せ負おう。必ず勝つと、誓ちかいを新たにする。

「我が軍は、これよりルクサンブルに向けて進発する！」

　リクトの命令を副官たちが迅速に伝でん搬ぱんし、総勢一万五千の軍が動き始める。リクトたちは先導する騎兵団の中心に列して、馬を並べて進んだ。
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　ルクサンブルから百五十マール（約二百四十キロメートル）離れたところに、エルセリアの集落がある。人口五百人ほどの小さな村だが、広大な農地を持ち、大きな穀倉を持つ家が、広い距離をおいて点々と建っている。

　リクトたちは遠くから、立ち上る煙けむりを見つける。

　――民家に、火がつけられている。

　平原を大軍で移動すればすぐに気づかれるため、リクトは兵を伏ふせさせ、マリエスとセシルを連れて、煙の立つ民家に近づいた。

　女性の悲鳴と、男の怒ど声せいが聞こえる。賊ぞくは馬を降おりていて、その馬は農地を囲うために作られた柵さくに繋がれていた。エルセリアの軍用場に最も多い、黒葦あし毛げの馬――しかし、つけられた鞍くらは、エルセリアの物ではない。

「リクト、間違いないわ。あの蔵くらの中に敵がいる」

　マリエスは内うち腿ももの鞭むちを取り出そうとするが、リクトは手を上げて制する。

「俺が行く。二人は、周りに仲間がいないか探してくれ。ルクサンブルから来ている敵兵なら、自由にしておくと厄やつ介かいだ」

『了りよう解かい』

　マリエスとセシルが声を抑えて返事をすると、リクトは馬を降り、争あらそう声が聞こえてくる蔵に向かう。母おも屋やの屋根は無残に燃え落ちかけているが、まだ原形をとどめていた。

　システィナの予想通り、敵が略りやく奪だつに出てきている。リクトが蔵に踏み込むと、そこにはアルマジーアの兵士三人と、額から血を流した中年の男性、そして、その娘むすめらしい少女の姿があった。少女は兵士に捕とらえられ、剣を突つきつけられている。

「――うぉぉぉぉっ！」

　父親らしき男性が、アルマジーア兵に鉄の鋤すきを突き出だす。しかし簡単に避よけられ、もう一人の兵士が、勢い余った男性の腹に、容よう赦しやの無い蹴けりを入れた。

「ぐぅっ……うぅ……お前ら……アルマジーアの兵か……」

「だったらどうだって言うんだ？　さっさと死ねよ、エルセリアの豚ぶたがッ！」

「や……やめてっ、お父さんを殺さないで……っ！」

　少女の訴うつたえにも、兵士たちは笑うばかりだった。そして、再びうずくまった父親に、もう一度蹴りを入れようとする。

「ひぃっ……！」

　怯えて反射的に身を固める父親に、兵士たちが嘲ちよう笑しようを浴びせる。

　――それが人間のすることか。リクトは蔵の戸の陰かげで、血がにじむほど拳こぶしを握る。

「何をしたかじゃねえよ。エルセリアは負けて、俺たちが勝った。だったら、やることは一つだろう。豚に財産は必要ないよな？　なあ、お前ら」

「ああ、その通りだ。って、俺たちに聞いたら答えは一つに決まってんだろ」

「親おや父じの命を助けたいよな？　だったら、舌を噛かんだりはするなよ」

　戦争において、巻き込まれた民間人は略奪の対象となる。エルセリアが撤退しても、この村の人々は、家を捨てて去らなかった。

　それを間違いだとリクトは思わない。これから目に映る全てを、奪還するのだから。

　少女が羽は交がい締じめにされ、残りの二人の兵士が近づく。

「こ、こっちに来ないでっ……いやっ……！」

「暴れるんじゃねえ。親父がどうなっても知らねえぞ」

　人ひと質じちを傷つけないためには、三人の兵を同時に倒さなくてはならない。加減ができないかもしれないが、リクトはそんな自分が、理性を失っているとは思わなかった。

　外げ道どうに手加減ができるほど、聖者のような心は持ち合わせていない。

（――これより我が魔力によって、世界は変容する）

　無音で詠えい唱しよう句を唱え終え、準備が整う。再び少女の悲鳴が上がる前に、リクトは動いた。

「我が影かげは、我が姿を辿る――《分身ノ道アルター・ロウ》！」

「誰だっ!?」

　兵士たちが振り向むいても、そこにリクトの姿はない。

　すでに、跳ちよう躍やくしている。兵士たちは頭上から迫せまる凄せい絶ぜつな殺気に気付き、恐きよう怖ふの表情を張り付かせて上を見た。

「がっ!?」

「うぐぁっ！」

　そこには、リクトが『三人』いた。三人の兵は同時に鉄てつ槌ついのごとき蹴りを落とされ、鼻を折って血を噴ふきながら崩くずれ落おちた。そして三人いたリクトの姿が、一つに集束する。

《分身ノ道》は魔力を使って一時的に術者の影に質量を与え、術者と同じ行動を取らせる。ただの残像による分身ではなく、ごく短い間だけ、手で触れることさえできる幻げん影えいを作るのである。

　狭せまい場所で《絶影ノ道》を使うと精密な動きができないため、救出すべき対象を巻き込む可能性がある。そのため、リクトは熟じゆく慮りよの末に、違ちがう方法で敵を掃そう討とうしようと試みた。

　しかし、もっと早く助けることができたはずだった。父親を抱だき起おこす娘を見て、リクトは動くのが遅おそすぎたことを悔くやむ。

「済まない。怖こわい思いをさせたな……」

「あ……あぁ……」

　助かった安堵から、少女が震ふるえながら、声にならない声を出す。真っ赤になった頬ほおにぼろぼろと涙なみだがこぼれ落ちて、リクトは胸を痛める。

　戦争では弱い者が犠牲になる。彼女たちを守まもってこそ、魔将と呼ばれる意味がある。

「ありがとう……ありがとうございます……っ、お父さんを助けてくれて……」

「君も、無事で何よりだった。襲おそってきた兵士は、この三人だけか？」

　リクトが聞いたところで、マリエスとセシルが入ってくる。どうやら交戦したようで、二人とも、被かぶっていたフードを外していた。

「外にも三人いたから、眠ねむってもらったわ。アルマジーア軍の中でも、ガラが悪い人たちの集まりみたい。戦争といえば略奪、みたいな考えで……ごろつき上がりなのかしらね。光の神を信しん仰こうする国なんていうから、もっと厳格だと思ってたのに」

「長く従軍する兵には、どうしてもそういった問題を起こす者は現れますが……だからといって、決して好きなようにさせるわけにはいきません。怖い思いをしましたね、怪我はありませんでしたか」

　セシルは言いながら、外がい套とうを脱いで少女にかける。少女は何も答えられずにいたが、涙を拭いながら何度も頷いた。

「本当に良かった、無事で……。リクト、これからどうする？　外の三人も、柵に縄なわで縛しばってあるけど。このままにしてはおけないわよね」

「ああ、思いついたことがある。マリエス、『魔ま眼がん』は使えるか？」

「ええ、しばらく使ってないから全然大丈夫。『眼』は十分休ませてるわ」
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　リクトは気絶していた父親と娘、そして捕虜に、衛生兵を呼び寄せて手当をさせる。そして、一人の捕虜を蔵の中に残した。

　マリエスは前に出て、捕虜の顔を覗き込む。こんな状況ですら、捕虜の若い兵士はマリエスの美貌を目まの当あたりにして、一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「……お、俺を、どうするつもりだ」

「知ってることを話してもらうわ。聞きたいことが幾いくつかあるの」

「はっ……負けた国の人間が、調子に乗るなよ。せいぜい、本隊に轢ひき潰される時の心配でもしとけよ、姉ちゃん。その綺麗な顔に、傷がつかねえように気をつけな」

　自棄やけになったのか、男は低てい俗ぞくな悪態をつく。マリエスはそれを見て、今までで最も温度の低い、冷たい微笑みを浮うかべた。リクトも生きた心ここ地ちがせず、セシルは苦くし笑ようしている。

「こっちを向きなさい。話さないのなら、『話させて』あげる」

「……何度も言わせるなよ。さっさと俺たちを解放しないと、後で痛い目に……」

　まだ威い勢せいのいいことを言おうとする男の動きが、ぴたりと静止する。まるで、男の周りだけ時間が止まっているかのように、微び動どうだにしなくなる。

「蛇の女王エキドナの瞳ひとみに惑まどい、我が命に従え……《幻魔眼ヒユプノス・アイ》」

　マリエスの瞳の色が、深しん紅くに染まる。その瞳の色を目に映した捕虜の顔は生気が消え、人形のように無表情になる。

　精霊魔術ではない、エルセリアの名門貴族・メルローズ家の血統を持つ女性に固有の能力。《幻魔眼》と呼ばれるそれは、マリエスの眼を直視した人間を操あやつる力だった。

「ふぅ……やっぱり魔力の消費が大きいわね。とりあえず、所属と名前を聞きましょうか」

「……盗とう賊ぞくギルド……暗くらき牙きばの団だん……ディラック・ファインズ……」

「盗賊……アルマジーアの？　軍の人間じゃないのか？」

　捕虜は何も言わず、浅く頷いて肯定する。マリエスの『幻魔眼』に操られている者は、反応は緩かん慢まんになるが、効果が続いているうちは、マリエスに絶対服従となる。

　絶対に嘘うそをつくことができないと分かっていても、リクトたちにはとても信じがたい言葉だった。この農家を襲った三人は、全員アルマジーアの鎧を身につけている。盗賊に鎧を着せて、即そく席せきの兵士に仕立てる理由は、そう思い当たらない。

「クルド・グレイシオの麾き下かの兵ではないのですか？」

　セシルが尋たずねると、男は首を振る。

「……違う。俺たちは……帝てい都との役人に話を持ちかけられて……アルマジーア軍に民兵として参加し、エルセリアで略奪を行うように命じられた」

「……盗賊ギルドの人間に、なぜ役人がそんなことを頼む必要がある？」

　役人がギルドの人間を軍に送り込むには、軍人と繋つながっていなければならない。しかし、クルドがそんなことを許すとはリクトには思えなかった。

「敵の騎士団長は、リクトとの約束を守ってくれた。それなのに、略奪を命じるなんてことがあるのかしら……リクト、クルドっていう人は、どんな人だった？」

「個人的な考えになるが、略奪を肯定する人物とは思えない。アルマジーア軍にこの男たちを手引きした人間がいるとしても、別の人間だろう」

　リクトが言うと、セシルが自分なりの結論を出して発言する。

「エルセリアを挑ちよう発はつし、戦争を終わらせないために、火に油を注ぐ……そんな考えを持っている人間が、アルマジーアの中にいるのですね」

「その、帝都の役人っていうのは誰なの？　命じられたことは、極ごく秘ひにしろと言われているんでしょうけど……」

「名前は知らない。俺は……何も知らない……」

　末まつ端たんの人物に過ぎないとわかれば、得られる情報は多くない。しかし、それは初めから予想していたとおりで、リクトは落らく胆たんはしなかった。

「まだ幾つか質問させてもらう。こちら側からルクサンブルに進入する経路は、塞ふさがれているのか？　お前たちが出てきているということは、城門は開けられるみたいだな」

「……騎士団長は負傷し……その指示は、要よう塞さいの全体に行き届いていない……偵てい察さつに出ると言えば、城門は開けられた……」

「偵察に出るという名目で、略奪を企くわだてたということですか。そうなると、アルマジーア軍は彼らが本当に偵察に出たと思っているのかもしれませんね」

　リクトはルクサンブルに潜入する方法を考えていたが、答えがこれで見つかった。アルマジーア兵の装備を身につけ、『偵察から戻った』という形を作れば、城門を通過することができるかもしれない。

　より確実性を増すために、いざとなればマリエスの魔眼の力を借りる必要がある。それでも、騒さわぎを起こさずに、ルクサンブルに入り込む目め処どは立った。

「よし……次の質問だ。アルマジーア軍に、軍師はいるのか？　要塞には来ているのか」

「……騎士団長の副官が、それらしいことを言っているのを聞いた。クルド・グレイシオの相談役が……要塞のどこかに匿かくまわれているらしいが……」

「匿われている……？　なぜ、そんなことをする必要があるのでしょうか」

「存在を伏せてるってことかしらね……あ、リクト、そろそろ難しい質問は通じなくなっちゃって、放っておくと暴走しちゃうから。『魔眼』を解除するわね」

「ああ、ありがとう。これ以上は、要塞に潜入してから調べるべきだな。できれば、同胞の無事を確かめておきたかったが……」

　捕ほ虜りよの状況を知ることはできなかった。しかし、どのみち、少しでも早く要塞を奪還することに変わりはない。

「リクト、夜になる前に潜入の準備をしましょう。偵察から戻ったっていうふりをするには暗いほうがいいけど、あまり遅いと怪あやしまれそうだし」
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　アルマジーアの兵士――もとい、盗賊ギルドに所属する賊は、三人が男性、もう三人は女性だった。マリエスたちが捕らえた三人は、女性にしては比ひ較かく的てき大おお柄がらで筋肉質だったが、兜かぶとを取ってみたところで性別がわかった。

　長身の女性兵士の鎧をセシルが、胸回りに余よ裕ゆうがあるものをマリエスが身に着ける。女性は蔵の中を使い、リクトは母屋の一室を使わせてもらって着き替がえた。先ほど助けた娘が、甲か斐い甲が斐いしく着替えを手伝ってくれる。

「ありがとう。俺たちはすぐに出発するが、ここには守りの兵を残していく。この辺りの村は、もう安心だ」

「あ、あなた様は……エルセリアの、将軍さま……ですか……？」

　リクトは自分が、一万五千の兵を率いる将軍であったことを思い出して苦笑する。まだ、自覚が足りていなかったようだ。

「ああ。俺たちはエルセリアの軍人だ……君たちを、護まもる者だ」

「……今日のことは一生忘れません。優やさしい軍人さま、どうかご武運を」

　リクトは軍人にとって『優しい』というのは、決して褒ほめ言こと葉ばではないと、父親に言われたことがあった。しかし民に対しては、そうあるべきだと思っていた。

　それゆえに、少女に笑えみを返して、ルクサンブルに向かう。

　リクトは外に出ると、アルマジーア兵の使っていた六頭の馬を確かめた。数を合わせるために、三人の兵にアルマジーア兵の扮ふん装そうをさせて随ずい伴はんさせる必要がある。リクトは副官に頼んで同行する三人を選んでもらい、アルマジーア兵の装備に着替えさせた。

「リクト将軍、我らはルクサンブルが見える位置に斥せつ候こうを置き、この辺りの平原に布ふ陣じんしております。農家の協力が得られていますし、兵へい站たんも問題ありません」

　副官から状況報告を受けたところで、蔵からマリエスたちが出てきた。

「全て順調だな。あとは、潜入した俺たちが上う手まくやるだけだ」

「私も同行したいのですが、兵の指揮を優先させていただきます。同行する三人は密みつ偵ていの出身ですので、要塞に入ってからは、単独で行動させて問題ありません」

「私たちも、中に入ってからは、自分たちが隠おん密みつ行動するだけで精せい一いつ杯ぱいになっちゃうしね」

「ええ……しかし、慣れない鎧は落ち着きませんね。違い和わ感かんはないでしょうか」

　アルマジーアの装備に落ち着かない様子のセシル。似合ってはいるが、確かにリクトから見ると違和感があった。

「セシルさんには、いつもの鎧が一番似合うな」

「あーっ、セシル姉だけずるい！　リクト、私は？　私の改造レディ・メイルは!?　いつもどれくらい似合ってるのっ!?」

　三人のやりとりを見て、副官は苦笑している。しかし、呆あきれているわけではなかった。

「お三方を見ていると、必ずや無事に帰き還かんされると信じられます」

「うん、信じてて。その信頼に応こたえてくれるのが、リクトの凄すごいところだから」

　マリエスの言葉に、セシルも微笑んで同意する。照れくささに頬をかくリクトを見て、副官はさらに可笑おかしそうに笑う。

「こんな軍でいいのか……と言いたいとこだが。今はそれでいいのかもな、俺たちは」

　追おい詰つめられているという感覚は、冷静さを失わせる。

　潜入を成功させるには、ぼろを出さないように細心の注意を払はらいながら、自分の家の中のように歩く大だい胆たんさが必要だった。
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　リクトたちが閉ざされたルクサンブルの城門に近づくと、堀ほりを渡る跳はね橋ばしが降ろされる。アルマジーアの鎧を着ているだけで、味方の兵だと判断された。

　本来の目的通りに偵察に出ている斥候もいるが、その中に、リクトたちが戦った賊も含ふくまれている。城門は思った以上に人の行き来があり、兵士一人ひとりの素す性じようの確かく認にんをするほど、警けい戒かいが徹てつ底ていされていなかった。

「アルマジーアにとっては、久しぶりの戦勝で気が緩ゆるんでるのかしら」

　マリエスが拍ひよう子し抜ぬけしたように言うが、セシルもそれに近い感想を抱いていた。

「付け入る隙すきがあるのは良いことです。魔ま術じゆつ軍団と連れん携けいができていないとシスティナ様が言っていましたから、それで混乱しているのでしょう」

「そのおかげで、捕虜を助ける猶ゆう予よができた。この状況は俺おれたちには好都合だな」

　砦とりでに向かう道で歩みを止めれば、ところどころに立つアルマジーア兵の注目を集める。リクトたちは立ち止まらず、最低限聞こえる声で話しながら歩いた。

「俺は敵の軍師を探し、それからクルドの元に行く。戦いは避けられないかもしれないが、もう一度会っておきたい。アルマジーア軍の現状も伝える」

「アルマジーア軍が一枚岩でないのなら、指揮官であるクルドが、それをどう考えているのか……聞いておく必要はありますね」

「私たちは、捕まっている人たちの状況を確かめてくるわね。リクト、連れん絡らくはどうする？」

「状況は、どうしても流動的だ。騒ぎが起きたら、各人の判断で動いてくれ。いざとなれば脱だつ出しゆつを再優先にするんだ。場合によっては、俺からそっちに合流する」

「逆に、私たちから行く場合もありそうね。任せて、そこらの兵には負けないから」

「リクト殿どの、お気をつけて。あなたはもはや、エルセリアという国の要かなめなのですから」

「そう言われたら、絶対に下手は打てないな。二人も、無理はしないでくれ」
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　砦に入ったリクトたちを見て、アルマジーアの士官らしい男が近づいてくる。

　鎧を身につけてはいるが、戦時という緊きん張ちよう感は伝わってこない。それが勝者の余裕かと、リクトは内心でほぞを噬かんだ。

「外回り、ご苦労だった。その様子を見ると、敵に動きはないか」

「はっ、エルセリアの軍は遠く布陣しておりますが、こちらに攻こう撃げきする気配などはなく、守りを固めています」

「新しく城などを築かれては厄介だな。騎き士し団だん長ちよう殿どのは何をしておられるのか……攻せめるには、今が機だというのに」

　周りに聞こえよがしに言う男からは、権力欲が見て取れる。彼かれに賛同する者もいれば、クルドに忠誠を誓っているのか、憤ふん慨がいを顔に出す者もいた。

「その程度の報告ならば、事務官にしておけばいい。行け」

　リクトたちはアルマジーア式の敬礼をして、士官の横を通り過ぎる。マリエスとセシルは顔のほとんどを隠かくしていたが、鎧で女性ということが分かるため、周囲の兵の注目を集めていた。周りに兵がいなくなったあと、マリエスが不服そうに言う。

「リクト以外の男の人に見られても、害でしかないわ。男って、どうしてこうなの」

「マリエス、あまり気にしても仕方がありません。それより、見られても全く気づかれないことを、僥ぎよう倖こうと思うべきです」

　リクトは正体を看破されないのはなぜか、アルマジーア人の容姿を見て実感していた。

「大陸南部の民たみは、崇あがめる神こそ違えど、同じ源流を持つ人種だと教えられてきたが……本当にその通りだな」

　言いながら、リクトはクルドのペンダントが映しだした幻げん像ぞうの少女を思い出す。

　儚はかなげで、可か憐れんな少女だった。今でもその姿が、脳のう裏りに焼き付いて離はなれない。

「リクト、ぼーっとしてる……他ほかの子のこと考えてる？　あ、さっき助けた女の子でしょ」

「な、何を言ってるんだ。俺はそんなことは考えてないぞ」

「マリエス……作戦中に、隊長であるリクト殿を動どう揺ようさせないでください。というか、これまで落ち着いていたのに、あなたのせいで台無しです」

「えぇ～、ほんとに考えてないの？　おかしい……私の女の勘かんは鋭するどいはずなのに」

「はは……部下の三人もいるんだ、あんまり脱だつ線せんしないようにな」

　リクトは何とか誤ご魔ま化かすと、同行している三人の部下を顧かえりみた。

「これより、散開してそれぞれの任務を果たす。皆、絶対に生きて戻もどるんだ」

　マリエスとセシルも含めて、全員が頷く。そして事務官の部屋に続く廊ろう下かを真まっ直すぐに進まず、脇わきの廊下に入ったところで、リクトたちの姿は忽こつ然ぜんと消きえ失うせた。
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　要塞都市に入る門には魔術軍団の兵がいて、魔術を使って目め眩くらましをしても看破される。しかし、内側に潜入してしまえば、常に周囲に気を配っている兵はそういなかった。

　精霊魔術の使い手は、それぞれの方法で、自らの気配を悟さとられぬようにしたり、姿を隠したりすることができる。マリエスとセシルは二人組で動き、セシルの風の精霊魔術《風姿のウインド・ハ隠形イデイング》によって、姿を隠しながら行動していた。同行している三人の兵もまた、闇やみの精霊魔術で同等の隠形を行うことができる。

　リクトは自律魔道ソーサリーで身を隠すこともできるが、さらに効果の高い方法があった。それは、水精霊ウンデイーネの力を借りて魔術を行使することである。水精霊の力で体を薄うすい水の膜まくで覆おおい、そこに風景と同化する幻影を映すことによって姿を隠すことができる。

　そうやって姿を隠す《水幻影アクア・ミラージユ》は、水の精霊魔術の中でも高位に位置する術である。リクトは自律魔道と精霊魔術の二つを、場合によって使い分けていた。

　しかしリクトは二つでは足りず、神性魔術さえも習得したいと考えていた。神性魔術は、自律魔道や精霊魔術でできないことを可能にする。ゴーレムを作ることも、その一つだ。

（全ての魔術を極きわめないと、万ばん能のうの強さは手に入らない。俺はまだ、不完全だ）

　リクトはクルド・グレイシオとの戦いを思い出す。あれで騎士だというのだから、魔術軍団にはそれ以上の魔術の使い手がいるかもしれない。アルマジーアとの戦いにおいて、高位の神性魔術師と戦うことは避けて通れないように思われた。




　砦の廊下を巡じゆん回かいする兵の死角に入りながら進み、監かん視しが外れないときは魔術を使い、リクトは慎しん重ちように進む。砦の構造自体は、事前に図面を見て頭に叩たたき込んであった。

　ルクサンブルの砦は、五つの階層によって成り立っている。一階から三階までは兵士の詰め所しよで、三階には、国境壁に渡るための通路がある。

　リクトは敵に発見されることなく、慎重に城の三階まで上がり、国境壁に繋がる通路が健在であることを物もの陰かげから確認する。

　軍師を探すにも、手がかりがない。リスクはあるが、兵士の一人でも捕らえて情報を聞き出すべきかと検討を始めた時のことだった。

「おい、今何か音が聞こえなかったか？」

（……気付かれたか……？）

　完全に隠れて、足音も消しているはずだった。精霊魔術を看破できる兵士が交じっていたのかと、リクトは緊張を強め、短たん剣けんに手をかける。

「ああ、食事係だ。クルド将軍が呼んだんだろう」

「驚おどろかせるなよ。ただでさえ、そろそろエルセリア軍が反撃してくるって言われてるのに」

　アルマジーアの兵士たちは警戒を解いて離れていく。リクトは階段を上がってくる一人の中年の女性の姿に気付いた。

（食事係……クルドの所に食事を運ぶのか……？）

「はぁ、はぁ……こんなに長くちゃ、辿たどり着つく前に冷めちまうよ……」

　何か情報を得られるかもしれない。リクトは考えた末に、料理を運ぶ女性に近づいた。

「ああ、悪いね兵隊さん。こんなところで立ち止まって……あたしゃ、あんたらには手を借りないと決めてるんだ」

　エルセリアの捕虜が、アルマジーア軍に働かされている。

　リクトは正体を明かすわけにはいかないが、情報は聞き出せると踏ふんだ。後でこの女性も必ず解放する、そう思いながら尋ねる。

「それは、食事を運んでいるのか？」

「ああ、なんでも、アルマジーアの偉えらい人が、この砦の塔とうにいるんだってね。言うなって言われたけど、あたしは言うよ。別に、通す義理もないんだ」

　クルドの存在が隠されているわけもない以上、この女性も顔を知らず、しかしアルマジーアにとって重要な人物が、砦の最上部の塔にいる――リクトはそう推察する。

「まあ、塔の入り口まで届ければいいから、もうひと頑がん張ばりさね。兵隊さん、あんたもうろうろ時間潰つぶしてないで、とっとと寝ねな」

「……ああ。その気き遣づかい、受け取っておく」

　リクトは本当なら、もっとしっかりと感謝を示したいほどだった。塔にいる人物は、アルマジーアの重要人物――つまり。

　その身み柄がらを確保、あるいは直接交こう渉しようすることができれば、ルクサンブル奪だつ還かんの端たん緒しよが掴めるかもしれない。リクトは歩いて行く女性を追いかけ、料理を運ぶ役を請うけ合あい、塔の入り口まで同行することにした。
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　城の五階の将官室の前は通らず、塔の入り口に辿り着く。そこには、一人の場ば違ちがいな服装をした女性がいた。

　まるで、貴族に仕える従者のような格好をしている。白い雪のような髪色に、頭につけたヘッドドレスが印象的な、まだ少女といえる年ねん齢れいの女性だった。

「フィアさん、食事をお持ちしました。では、あたしはこれで失礼しますよ」

　リクトはフィアと呼ばれた少女が、塔にいる人物への、取り次ぎの役目を担になっている従者だろうと見当をつける。正面から塔に侵しん入にゆうするには、彼かの女じよが障害になるとも考えた。

「ご苦労さまです。あなたは一いつ緒しよに運んできてくれたんですか？　駄だ目めですよ、ここには一いつ般ぱん兵の方は来ちゃいけない決まりですから。めっ」

　少女はリクトに朗ほがらかに笑いかけながら言う。場違いなほどの明るさに、リクトは正直言って面食らったが、動揺を出さないように努めた。

「……と言いたいところですけど。私もここにずっと居ると、退屈しちゃって。人が来てくれるのはすごく嬉うれしいです。ありがとうございます」

「い、いや……こちらこそ、うっかりしていて申し訳ない」

「これから夜の見回りですか？　大変ですねぇ……エルセリアの方々が攻めて来ないと良いんですが。あ、こういうことを言うと、来ちゃいそうですよね。今のは、なかったことにしておいてください」

「あんた、さっさと行くよ。あたしゃ、料理が冷めるのは嫌きらいなんだ」

　中年女性はそれだけ言いおいて、先にその場を立ち去る。リクトも言われた通りに見回りに行くふりをして、その場を離れた。




　――そして、三十分ミヌス後。リクトは廊下の奥おくの小窓から外に出て、城の外がい壁へきを伝って移動し、塔を登っていた。

（……この高さでは、さすがに落ちれば無事では済まないな）

　自律魔道は使い方によっては、落下の衝しよう撃げきを軽減したり、あるいはゼロにすることもできる。しかし、飛行はできない。長時間の飛行を行うことができるのは、『竜りゆう魔ま術じゆつ』と呼ばれる、竜りゆうかそれに準ずる種族のみが使える魔術に限られている。

　塔の外壁の石の継つぎ目めは浅く、本来は指をかけて登るなどということは不可能なのだが、リクトはそれを自律魔道の力で可能にしていた。肉体強化に魔ま力りよくを使う自律魔道は、指先や足先だけの部分的な強化も可能で、指を強化すれば、絶ぜつ壁ぺきでも指を突き立たてて登ることができる。本来は格かく闘とうの際に、拳などを強化する技術の応用だった。

　砦の上にある塔の高さは、地上から五十メルクほどもあった。要塞都市の広い範はん囲いを見渡わたすために作られたもので、頂上には鐘しよう楼ろうがある。その下には窓がついていて、中が部屋になっており、そこに目的の人物がいるのだと思われた。

　リクトは慎重に壁を登とう攀はんし、窓の下までやってくる。高所では風が強く、突とつ風ぷうに煽あおられるたびに壁に張り付いて凌しのぐ必要があったが、一度も危なげなく登り切った。

　先ほど、塔の入り口で会った女性がまだ中に居るかもしれない。リクトは鉄てつ格ごう子しの嵌はめられた窓に近づくと、姿を見せないよう細心の注意を払いながら、中の音が聞こえるように耳をそばだてた。

「アルシェ様、私はこれで、休ませていただきますね」

「お休みなさい、フィア。また明日あした……」

　その声が聞こえた瞬しゆん間かん、リクトは少なからず驚きを覚えた。

　鈴すずの音のように透すき通とおっていながら、耳に印象深く残る声。それは、クルドを倒たおした時に聞いた声に間ま違ちがいなかった。

　あれから二週間も過ぎているのに声を忘れていない自分に、リクトは自分でも呆れてしまう。幾いく度ども思い出していたので、忘れようもなかった。なぜそこまで、彼女の声に心動かされるのか。リクトは自分でも答えが分からずにいた。

　先ほどの女性が挨あい拶さつをして退室したあと、リクトは窓に近づくが、格こう子しに阻はばまれて中の様子を見ることができない。

　侵入するための経路は、一つしかない。リクトは決断すると、短剣を抜ぬく。

（……我わが剣けんは、鉄をも断たち切きる。《斬鉄ノ道カトルス・ロウ》）

　リクトの剣が、微び弱じやくな紫むらさき色いろの魔力の光をまとい、魔力によって斬きれ味の強化された刃はは、音もなく鉄格子を切断する。十本の鉄格子を切り離し、リクトは革の物入れに押おしこんだ。不要ではあるが、落として捨てることもできない。

（――行くぞっ！）

　リクトは意を決して、窓の庇ひさしに手を掛かけて懸けん垂すいの要領で身体からだを持ち上げ、足から窓に飛び込んでいく。着地する瞬間に、足に集中させた魔力で衝撃を緩かん和わする。

　ほとんど音も無く降り立ったあと、リクトは後ろに人のいる気配に気づく。

「……あなたは……」

「悪いが、騒がないでもらえるか。俺は……」

　リクトは立ち上がり、振ふり返かえりざまに言おうとする。しかし、目の前に映しだされた光景に、言葉を途と切ぎれさせて、目を見開いて身体を硬こう直ちよくさせるしかなかった。

　――室内の淡あわい明かり、そして窓から差し込む月明かりの中に、少女の裸ら身しんが浮かびあがっている。身体を拭ふく布で押さえていなければ、他に隠すものは何もなかった。

「っ……す、済まない……こんな状態だとは思わなくて……」

　黒い髪の少女は、濡ぬれた髪からしずくを滴したたらせている。彼女は湯を運び込んでもらい、それを使って身体を洗っていたようだった。

　食事より、入浴を優先したのか。今悩なやむべきはそんなことではないのだが、どうしてもリクトは、なぜこんなことになっているのかを考えてしまう。

（俺より全然年下なのに……何をうろたえてるんだ、俺は……）

「あなたは……エルセリアの方ですね。どうやって、私の所在をつかんだのですか？」

　少女の身長は低めで、リクトの胸くらいまでしか頭の高さが届かない。長い睫まつ毛げで縁ふち取どられた瞳が、恐おそれもせずに侵しん入にゆう者しやをとらえている。その小さな手はしっかりと、裸身を頼たよりなく覆う布を握にぎっていた。

　リクトは突とつ然ぜんの侵入者に一歩も引かない少女を見て、疑念を確信に近づけていた。クルドのペンダントから姿を現したときの言動が、昨日のことのように思い出される。

（クルドを守るために、軍を追つい撃げきさせないと言っていた。やはり、彼女が……）

「できれば、質問に答えてください。人を呼びたくはありません」

　すぐに助けを呼ぶ気はない。その冷静さに、リクトは内心で、この小こ柄がらな少女が本当に年下なのだろうかと考えた。

「俺の名はリクト……リクト・ゼスフォード。この要塞を取り返すために、ここに来た。君の所在は、潜せん入にゆうしてから調べさせてもらった」

「……答えてくれて、ありがとうございます。あなたがリクト……お兄様の言っていた、エルセリアの魔将ですね」

　少女が自分のことを知っている。そのことに少なからず動揺しながら、リクトは核かく心しんの部分に進んだ。

「率そつ直ちよくに聞く。君がクルドに知ち恵えを貸していた、軍師なのか」

　首を振られてもおかしくはないと思った。それほどに、少女には戦いというものが似つかわしくなかった。

　しかし、少女はあどけなさを残した美び貌ぼうに見る者全すべてを魅み了りようするような、はにかんだ微ほほ笑えみを浮かべる。リクトにはその姿が、月の中で神秘的な煌きらめきを纏まとうように見えた。

「私の名前はアルシェ・メルエット。アルマジーア騎き士し団だんの、顧こ問もん軍師です」







第三章　一つの終わり、そして始まり
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　クルドのペンダントが見せた幻影と違い、実際に見る少女――アルシェの容姿は、瑞みず々みずしさに満ちていた。肌はだは透き通るように白く、湯上がりでほのかに紅潮し、色づいている。

　リクトは言葉も忘れて、アルシェの姿に見とれてしまう。それに気付いたアルシェはわずかに頬を赤らめたが、動揺を抑おさえてそれ以上の感情を顔には出ださなかった。

「どうやって、窓の格子を外したのですか？」

「……あ、ああ。切断して、外させてもらった。それしか手段が無かったからな」

「なぜ、私のところに……？　高い塔に侵入する危険を冒おかしてまで」

「それは……ただの勘だ。クルドが頼っている参さん謀ぼう役やくが、要塞のどこかにいると聞いた。誰だれも姿を見たことがないとなれば、相応の場所にいるだろうと思ったんだ」

「……見事です。それで私の元に辿り着いたのなら」

　アルシェは濡れて張り付く髪を掻かきあげ、耳にかけながら微笑む。その無自覚な色っぽさに不意を突つかれ、リクトは胸の鼓動を速まらせて動揺する。

（何を緊張してるんだ……俺は、おかしくなっちまったのか）

　彼女に会ってから、何か調子が狂くるう。初めて声を聞いて、そして今に至るまで、リクトは自分が今までと変わってしまったような気がしてならなかった。

「そんな格好のままだと、風か邪ぜを引く。身体を拭ふいたらどうだ」

「そうさせてもらいたい気持ちはありますが……私とあなたは、敵同士です。あなたの目的が分かるまでは、おいそれと気を許すことはできません」

「い、いや……普ふ通つうは敵同士なら、最後まで気は許さないと思うが……」

「……それもそうかもしれません。すみません、変なことを言いました」

　アルシェは頬を赤らめて、自分の発言が迂う闊かつだったと恥はじらっている。リクトは敵の要人なのだと自分に言い聞かせながらも、その可憐さに目を奪うばわれずにいられなかった。

「あ、貴方あなたは……この戦たたかいについて、どう考えていますか？」

　リクトは一刻も早く服を着て欲ほしいと思っていたが、そんな話を振られれば、答えるしかなかった。

「アルマジーアには、どうしてもエルセリアを手に入れたい理由があった。それは察するが、罪のない人間が多く死んだ。俺はそれを許すわけにはいかない……国を守まもる者として」

「……おっしゃる通りです。私たちは、決して許されないことをしました」

　静かに答えると、アルシェはその場に膝ひざをつく。床ゆかには上質な絨じゆう毯たんが敷しかれ、夜に備えて暖だん炉ろに火が焚たかれている。だが、ほとんど裸はだかのままの彼女の身体は少しだけ震ふるえていた。

「それでもアルマジーアは、兵を退くことはできません。北方の脅きよう威いは、それほどに人心を蝕むしばんでいるのです。未来への希望がなければ、血を流して戦うことはできない……私たちは希望を手にするために、エルセリアに入る必要があったのです」

「それは、君の考えなのか？　俺には、どうもそうは思えない……アルマジーアの軍は、クルドのもとで一つになっていないはずだ。この要塞を落としたあと、アルマジーアから追加で派は遣けんされた兵の素性については知ってるか？」

「詳くわしくは知りません。私はここに来てから、ほとんどこの塔を出ていませんから」

　アルシェは顔を上げてリクトを見る。胸を覆う布の押さえ方かたが甘あまく、なだらかな膨ふくらみの半分ほどが露あらわになっている。白い肌の色とは違ちがう鮮あざやかな色が見えた気がして、リクトは思いきり目をそらした。動揺を気取られないようにする余裕が、もうない。

「こ、この塔にいるのは、身を守るためか？　今のアルマジーア軍の兵には、ろくでもないことを考える輩やからがいる。偵察を名目に、略りやく奪だつをするようなのもいた」

「そう……なのですか。あなたの着ている鎧よろいは、彼らから奪ったのですか？」

「その通りだ……というと、盗ぬす人つとと同じことをしてるようだが。奴やつらは、農家に火をつけたりもした……ああいうことが起きると、ここでの捕虜の扱あつかいが心配になる」

「破は壊かいされた施し設せつを直すために、捕虜を労力としていると聞いていますが、苛か酷こくな労働は強しいていません。クルド騎き士し団だん長ちようは、敵とはいえ、民に非道を働く方ではありません」

　アルシェは兄を擁よう護ごしているわけではなく、ありのままを言っている。その澄すんだ瞳を見ていると、リクトはそう思わずにはいられなかった。

「……分かった、君の言葉を信じよう。どちらにしても、俺たちはルクサンブルを遠からず奪還する。それまで、一人でも多くの同どう胞ほうに無事でいてもらいたい」

「私からも、言こと伝づてができることがあれば、ご意向に添そえるよう働きかけてみます」

　リクトとアルシェは敵同士のはずが、意見が一いつ致ちしているというのも奇き妙みようではあったが、話が通じるのなら、それに越こしたことはなかった。

　だが、ここからは敵と味方として、甘さを捨てて話さなければならない。リクトたちに与あたえられた時間は、そう長くはなかった。

「あなたはここを解放するためにやって来た。どうやってそれを為なすつもりですか？」

「もう一度、クルドと話すつもりでいた。アルマジーアの要求には、領地の割かつ譲じよう以外のことで答える。それで軍を引くことはできないかと」

「それで、エルセリアの民が納なつ得とくするのですか？」

「……皆みなが、納得は出来ないだろうな。戦いで奪われたものは、戦いで取り返すしかない。俺もエルセリアの軍人として、そういう意見は持っている」

　そのために、アルマジーア軍の優ゆう秀しゆうな軍師を無力化しておきたい。エルセリア領内でもう一度ぶつかるとしても、戦略の優ゆう劣れつは大きく響ひびいてくる。

「戦いが避さけられるとしたら……エルセリアが自律魔道ソーサリーの力をアルマジーアに貸すという名目で、和議が結べるとしたら。今からでも、あなたは私の話を聞いてくれますか」

「それを聞くのなら、俺も尋ねなきゃならない。君はなぜ、軍師なんかをやってる？　アルマジーアの騎士団長の妹が、なぜ、命を落とすかもしれない前線に来たんだ」

　アルシェが顔を上げる。はらりと流れた黒くろ髪かみが一筋、その白い首を伝い、胸むな元もとに滑すべり落おちていく。

　彼女の瞳ひとみは迷っていた。リクトを憎にくむべきなのか、測りかねているように。

「私がここに来たのは、兄に託たくした策が成るかを見届けるためです……そして、兄が無む茶ちやなことをしないように見ているためです」

　軍師として、自らの策が成るかを前線で見守る。見るからに繊せん細さいで、儚げにも見える少女は、それほどの覚かく悟ごを当たり前のように口にした。

「兄を殺さないでくれたことには、感謝しています。兄も言っていました、『敵にも骨のある奴がいる』と。遠回しに、謝意を述べたのだと思います」

　リクトはクルドが、戦いを楽しんでいるように見えたことを思い出す。クルドなら、敵の実力を認めるようなことを言っても、おかしくはない。

「俺はクルドを一度は逃にがしたが、それだけでは戦争は終わらない。だから、君を……」

「戦いを終わらせるために、ここで私を殺しますか……？」

　殺すという言葉を、アルシェは躊ちゆう躇ちよなく口にした。それは、いつ命を落としても仕方のないものと受け入れているように、リクトには思えた。

　アルシェは長い髪を後ろに払うと、自ら首をリクトに見せる。

「私は今ここであなたに首を刎はねられても、仕方がないと思っています。そうする価値があるのならば、その剣をお使いください」

　どんな人生を送れば、十数年の生しよう涯がいで、死を受け入れられるようになるのか。

　リクトはただ強くなることを考えてきた自分の半生を思う。アルシェはそれよりも、ずっと過酷なものを、その目で見てきたのだと思わされた。

「殺すつもりはない。君は、正式な軍師としては認められていない……アルマジーアの兵たちは、君が軍師だとは知らない。君が生きていても、そうでなくても、アルマジーアの軍は瓦が解かいまではしない。ただ、弱くなるだけだ」

「私は……あなたの同胞の多くを手にかけたようなものです。それでもですか？」

「ああ、それでもだ。とにかく、俺は君を殺さない」

　リクトがはっきりと言っても、アルシェは首を見せたままでしばらく動かずにいた。

　――初めは見み間ま違ちがいかと思ったが、アルシェの首の後ろ、普ふ段だんは長い髪で隠れている部分に、何か紋もん章しようのようなものが刻まれている。

「あまり時間がないが……どうやって策を練ったのか。あの不落の城じよう壁へきを、どうやって落としたのか。できれば、聞いておきたいな」

「……分かりました」

　素す直なおに頷うなずくと、アルシェはリクトの手を、少し遠えん慮りよしてから掴つかんで立ち上がる。

「きゃっ……！」

　その拍ひよう子しに、辛かろうじて身体を覆っていた布が落ちる。まさかそんなことになるとは思わず、リクトは一いつ瞬しゆん、判断が遅おくれて、成長途と上じようの膨らみを凝ぎよう視ししてしまった。

　自分より年下でも、子供とは言い切れないのではないか――と、そう思うこと自体が無礼に当たると気付き、リクトは鋼鉄の自制心を発揮して、布で彼女の身体をくるみ直した。

「ふ、服はちゃんと着た方がいい。風邪を引くから」

「ばあやにしか見られたことがないのに、見られてしまいました……責任を取ってください、と言っておくべきなのでしょうか？」

「敵国でなければ、責任を取ってたな……とか、あくどいことを言わせないでくれ」

「……ふふっ。あなたは、良い人なのですね。私のことを、ずっと見ようとせずにいてくれましたから。最後の最後以外は」

　裸を見られて、照てれ隠しを言っているようにも見える。どちらにせよ、その肌を見ているのは、あまりにも目に毒だった。

　――その時だった。ドアが軽かろやかに二度ノックされ、外から声が聞こえてくる。

「アルシェ様さま、もうお休みになられましたか？　明かりがついていますから、夜よ更ふかしをしていてもわかりますよ」

「っ……ご、ごめんなさい、フィア。もう休みますから、大だい丈じよう夫ぶです」

「かしこまりました。私がクルド様に叱しかられてしまいますから、睡すい眠みんはしっかりとられますように。では、おやすみなさいませ」

　フィアはリクトの存在に気づかず、戻っていく。

　アルシェは助けを呼ぶこともできたはずなのに、そうしなかった。彼女はリクトを見やると、ほっとしたように胸を撫なで下おろし、照れ笑いをした。

「ふふっ……どきどきしてしまいました。リクト様がいることを知られたら、もうお話ができなくなってしまいますから」

「……あ、ありがとう、黙だまっててくれて。まあ、もし入ってこられても、ちょっと気絶してもらうくらいだけど……」

「フィアに痛い思いはさせたくありませんから、良かったです。急いで着き替がえをするので、少し待っていてください」
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　アルシェは幼い頃ころから、鳥と意思を疎そ通つうすることができた。それは魔術などではなく、生まれつきなのだという。

　あるとき、エルセリアからの渡り鳥どりが迷いこんできて、アルシェの屋や敷しきに居着いた。そこでアルシェは、ルクサンブルの上空を通ってきたその鳥から、要よう塞さい周辺の地形の情報を手に入れた。それを、彼女は神性魔術セイクリツドを用いて、水すい晶しよう球に投とう影えいした。

　服を着たアルシェは、実際に水晶球を使って、周囲の地形を映してみせた。想像以上に精細な映像を目まの当あたりにして、リクトは舌を巻く。

「こんなことができるのか……軍師として重要な地形図を、これほど完かん璧ぺきに……」

「本来は、このようなことに使う力ではありませんが……お兄様の役に立つのなら、意味があったのだと思います」

　アルシェの心情には、戦うための存在である、軍師としての自分を肯こう定ていできない部分があるようだった。それでも戦う理由も、すでにこれまでの話で明かしている。

「アルシェは、兄さんの力になりたいんだな」

「はい……お兄さまは、母を亡なくして身寄りのない私を引き取ってくださいました。そして私に部屋を与えて、たくさんの本がある書しよ斎さいに入る自由をくれました。そうでなかったら、私はアルマーンの神しん殿でんで、追放されるまで巫女みこの務めを果たすだけでした」

「引き取られたということは……アルシェとクルドは、母親が違うんだな」

「はい。私の母は、アルマーンに仕える最高司祭の娘むすめでした。しかし掟おきてを破り、神殿の決める相手ではなく、別の男性と恋こいに落ち、私を産みました。母は私が大きくなるまではと恩おん赦しやを受けて、神殿に残ることができましたが……病にかかり、二年前に亡くなりました」

　彼女は父親に、捨てられた。リクトも父であるトラファルド王に会ったことは殆ほとんどないが、捨てられたというわけではない。

「私は神殿に償つぐない、奉ほう仕しするために生まれてきたようなものでした……それでいいのだと思っていました。けれど、お兄さまは、そんな私を哀あわれだと言ったんです。生まれる前に生きる意味を決められ、それに従うのは、死人も同じだと」

「それは……クルドの言うとおりかもしれないな。せっかく生まれてきたなら、自分の目で世界を見て、歩くべきだ。行きたい方向へ」

　そう言うリクトを、アルシェは、泣き出しそうな顔で見つめた。

　彼女は俯うつむいてから、もう一度顔を上げる。そこにある微笑みを見て、リクトは彼女がいつもこうして、感情を呑のみ込んできたのだと悟る。

　そんなことを繰くり返せば、心だけが急いで大人になろうとする。しかしそれこそ、クルドの言うとおりに、哀れなことだ。

「……ごめんなさい、自分のことを話しすぎました。続きを説明します」

　まず攻こう城じよう塔とうを囮おとりにして、ゴーレムの骨組みとなる鉄の骨格をできるだけ国境壁へきに接近させ、神性魔術によって十体のゴーレムを同時に創つくり出す。

　ゴーレムは国境壁にたどり着くと、自じ壊かいした後に魔術で瓦が礫れきを再構成され、足場が作り上げられる。そうして十体分のゴーレムの瓦礫を使った、七十メルクの高さに届く坂路は築き上げられた。

「そんな手を……巨きよ大だいなゴーレムを作るほどの魔ま術じゆつは、アルマジーアには無いと思っていたが。百年の間に、状じよう況きようは変わっていたのか」

「五十年ほど前には、ゴーレムを作ることには成功していました。しかし、ゴーレムを一体作るには神性魔術師が千人必要になります。魔術軍団の人員が増えた今だからこそ、できる策でした……一度目は通じても、二度目はありません」

　アルシェはそう言うが、その一度をものにされて窮きゆう地ちに陥おちいっているエルセリアの人間としては、完全にしてやられたと認めるほかない。

「今回の献けん策さくが、初めてだったのか？」

「いいえ……もう、何度も策は献じています。兄も、私の策が実戦に通用すると知らなければ、エルセリアを攻めるという場面で私などの力を借りなかったでしょう」

　それまでの策もまた、功を奏してきたのだろうとリクトは察する。この年齢でその知ち謀ぼうを持つということが、末すえ恐おそろしいと思えた。

「私は壁を越える方法を考えただけで……そのあとのことは、流れに任せるしかないと思っていました。あなたが来るまでは」

「どういうことだ……？」

「リクト様、あなたとお兄様がもう一度会えば、戦いは避けられる。これ以上血を流さずに戦いを終わらせられると、そう思ったのです。甘い考えかもしれませんが……」

「……本当に、甘いな」

　既すでに血は流れている。どんな理由があったにせよ、戦いが始まる前に時を戻すことはできない。アルシェが言っているのは、エルセリアが譲じよう歩ほを強いられる終わりでしかない。

「……甘いが。アルマジーアが軍を引くか、捕ほ虜りよを返へん還かんすることができるのなら。それを決める力が、クルドにあるのなら。話す意味はある」

　アルマジーアが無血でルクサンブルを返還するなどと、この状況で信じられる者は、他にどこを探しても見つかりはしない。

　しかし、それを言うのがアルマジーアの軍師であるなら。

　不可能を可能に変えた人物であるならば、ただの夢想ではないとリクトは思った。

「アルマジーアに、エルセリアを攻めなければならない理由があったのなら、それを俺おれたちが絶つ。なぜ、エルセリアを攻めた？　それを聞かせてくれ」

「それは……先ほど言った、北方の脅威が理由です。アルマジーアの魔術軍団長ハルヴォルは、エルセリアの自律魔道を手に入れることで、北の大国を攻め滅ほろぼす軍事力を手に入れようとしました。兄はそのために兵を出さざるを得なくなったのです」

「魔術軍団長、ハルヴォル……それが、この戦を起こした人間の名前か」

「ハルヴォルは、我が国くにの皇こう帝ていであるゲオルグ陛下の弟です。ですが、実質的には……皇帝が病びよう床しように臥ふせっておられる今、ハルヴォルに逆らえる者はいません」

「そんなことになっていたとはな……クルドとハルヴォルの関係は悪いのか？」

「お兄様が騎士団長になられてから、意見がぶつかり合うことが多くなりました。ハルヴォルは魔術軍団を持っていますが、北の防衛のために兵を派遣しようとしないのです」

　それが何のためなのか、リクトには想像がついた。ハルヴォルは、クルドの権力を増長させないために、常に前線で戦わせて疲ひ弊へいさせている。

「しかし……皇帝の弟なら、権力争いなんてことを考える必要もなさそうだが」

「そのことについては、まだお話しできません。ハルヴォルには、兄がどうしても邪じや魔まになる理由があるのです」

「いや……聞かないわけにはいかないだろう。クルドに直接聞いてもいいが……」

「……分かりました、お兄さまの所に行きましょう。この時間であれば、兵は最低限を残して兵舎に戻っています。私の世話をしてくれているフィアも、もう就しゆう寝しんしていますし」

「ああ。塔の入り口にいた彼女か……世話役がついてきたのか？」

「はい。私が前線に行くと聞いて、無理を押して来てくれました……軍隊の中に交ざっているのは、心配なのですが」

　アルシェにも、軍の前線は似つかわしくない。リクトはそう思いながら、今は何も言わずにクルドの元へと向かった。
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　塔を出て、クルドのいる部屋に向かう。このところ、クルドは将官室を離はなれず、深夜まで残っていることが多いとのことだった。

　――しかし、部屋に近づく途と中ちゆうで、リクトたちはすぐに異変に気がつく。甲かん高だかい金属音――武器がぶつかり合う音が、断続的に聞こえてくる。

「アルシェ、ここで待ってろ。俺が行く！」

　リクトは言葉通りに全力で駆かける。五階にまで敵が来ると思っていなかったのか、守備の兵の姿はどこにもなかった。

　閂かんぬきの掛けられた扉とびらを蹴けり破り、駆け込んだ部屋の中に、クルドともう一人の人影がある。

「――おぉぉっ！」

　クルドは前に踏み込みながら両手剣を横薙ぎに振り抜く。それを黒尽くめの服装の人物が、卓たく越えつした敏びん捷しよう性せいで後ろに飛とび退のいて避よける。

「お前はっ……リクト、何故なぜここに……っ!?」

「気を抜くなクルド、来るぞっ！」

　黒尽くめの人影は、両手に携えた奇妙な形の曲剣を、回転しながらクルドに叩きつける。

　曲剣はくの字に曲がり、刃が先端に向かうほどに膨らみ、厚くなっている。遠心力を利用して叩き切るための武器なのだと、リクトは一瞬で判断する。

「そんな道化のような武器で……この俺が倒せるかっ……！」

　クルドは一いち撃げき目を捌さばくが、もう片方の剣が続けざまに首を刈ろうとする。獣けものじみた身のこなしで、皮一枚切らせて避けると、クルドは返す刃で猛もう烈れつな突きを繰り出す。

「おぉぉあぁぁぁっ！」

　咆ほう哮こうとともに突き出された剣は、敵を貫き通すかに思われた。しかし、まるで硬い岩の塊でも突いたかのように、敵の肩かたに突き立つはずのクルドの剣が弾はじかれる。

　そのときリクトは、窓から差し込むかすかな月光の中で、浮かび上がったクルドの敵の姿を見た。闇やみに溶けるような革の全身鎧を身につけ、顔を仮面で覆おおっている。

　ただの鎧のはずだった。しかし突き通すことも、衝撃で骨を砕くことも成らず、仮面の剣けん士しはクルドの突きの勢いを、身体を捻ひねって後ろに逃がす。

「うぐぁっ……！」

　仮面の剣士はクルドの懐が開いたところを見逃のがさず、曲がった剣で斬りつけながら駆け抜ける。鎧を身につけていないクルドには、それが致命の一撃となった。

「がはっ……」

　仮面の剣士は崩くずれ落ちるクルドに、すかさず止めの剣撃を叩き込もうとする。しかし、リクトは既に動き出し、辛うじて短剣で曲剣を受け止める。

「っ……！　クルド、今は退けっ！　こいつは普通じゃないっ！」

　小柄な剣士の膂りよ力りよくとは思えないほどの圧力を感じるが、リクトは曲剣を弾き返す。剣がぶつかった瞬間、刃を覆った魔力を瞬間的に高めることで、不利な体勢から押し返すことを可能にしていた。

　弾き飛ばされた仮面の剣士は着地した直後、隙すきもなく体勢を整える。だらりと両手を下げ、曲剣を提げたその姿は、氷の刃のような殺気を放っていた。

「暗殺者……そういうことなのか……？」

「分からん……だが……俺はまだ、死ぬわけには……」

「俺も加勢する……っ、クルド、俺にはお前と話さなければならないことがある！」

「ああ……生き残ってからなら、幾いくらでも話してやる……っ！」

　血を吐はきながらもクルドは立ち上がり、剣を構える。その拍子に、何かがクルドの首から滑り落ちて、澄んだ音を立てて床に転がった。

　クルドはそれに気づいていたが、拾い上げる暇もなかった。仮面の剣士は、両手の剣を振りかざして襲おそいかかる。

「《――双竜連刃ドラゴンクロウ》」

　かすれた声とともに、曲剣が竜の爪の一振りのような重さで、クルドを立て続けに襲う。

「ぐぁっ……！」

「クルドッ！」

　仮面の剣士は叩きおろした後の剣を床で器用に跳ね返すと、飛び上がるようにして切り上げる。クルドは胸を切り裂さかれて苦痛の叫さけびを上げながらも、敵が技を放った直後に生まれる隙を突き、仮面に向けて容よう赦しやの無い突きを繰り出す。

「くっ……！」

　突きを受け流しきれず、仮面の下半分が欠ける。そこには、女性らしい面影があった。無表情に引き結ばれた口くちの端はしがかすかに吊つり上がる――笑っている。

「……いい顔が出てきたじゃねえか……俺はまだ終わらん。終わってたまるかよ……！」

　クルドの言葉遣いが変わる。その貌かおに生きる執しゆう念ねんを感じながら、リクトは、今のクルドでは勝つことができないとわかっていた。

　仮面の剣士には、クルドの渾こん身しんの突きが全く通じていない。しかしリクトは、自分なら、その守りを貫つらぬくことができるかもしれないと考える。

「――これより我が魔力によって、世界は変容する」

　詠えい唱しようの直後、リクトは短たん剣けんに魔力を込めて、仮面の剣士に斬りかかる。《絶影ノ道ブリンク・ロウ》は呪じゆ文もんを呟つぶやくまでもなく、もう発動させていた。

「我が剣は、妖あやかしを斬る……《妖斬ノ道スレイング・ロウ》ッ！」

「――《咬竜カーデイナル牙・フアング》」

　リクトは逆手に構えた短剣を魔力で包つつみ込み、間合いを延ばして全力で振りぬく。仮面の剣士は曲剣を十字に交差させて、リクトの斬撃を受け止めた。

　互たがいの剣がぶつかり、紫むらさきの火花が散る。そのときリクトは、暗殺者の人差し指に、指輪が嵌められていることに気づく。まるで鬼を象かたどったような、禍まが々まがしい意匠のものだった。

「くっ……！」

　仮面の剣士が初めて小さく声を上げる。リクトの剣を受けきれずに吹き飛び、石壁に激げき突とつする。そのまま動かなくなったところで、リクトは一度、剣を覆う魔力を消した。

「……何者なんだ、こいつは……」

「さあな……尋たずねたところで、裏で手を引いてる奴に切り捨てられるだけだ。俺を暗殺しようなんて指示を出す輩は、多くはない……しかし、」

　クルドの身体が揺れ、言葉が途絶える。リクトは信じがたいものを見ていた。

　――倒したはずの仮面の剣士が、いつの間にか、クルドの後ろに回っている。

「……何だ……俺は、何で……」

「――貴様ぁぁぁッ！」

　クルドの胸から、曲剣の刃の先が突き出している。仮面の剣士は無情にそれを引き抜き、噴ふき出した返り血をその身に浴びた。リクトは激げき昂こうするが、無感情にクルドの血に濡れた刃を払はらうと、もう一度かすれた声が聞こえてくる。

「……あの方の邪魔をする者は、全て排除する」

「なぜ……なぜクルドをっ！　そんなことをして、何の意味がある！　答えろっ！」

　仮面に隠かくれた口元には、今は笑えみがない。リクトがなぜそれほど感情を高ぶらせているのかと、不思議に思うかのように、平然と引き結ばれたままだった。

「もう一人の標的が、まだ残っている……アルシェ・メルエット……」

　敵が、物もの陰かげに潜んでいるアルシェの存在に気付いている。リクトは戦せん慄りつを覚えながら、喉のどを引き絞って叫んだ。

「アルシェ、逃げろ！　敵の狙ねらいはお前だっ！」

「邪魔をするな……《双竜連刃ドラゴンクロウ》！」

　クルドの受けていた、双剣を回転しながら叩きつける技わざ。それを一本の剣で受けきることが出来ないと悟さとったリクトは、一撃目を弾くと同時に、敵の二撃目より速く追い討ちをかけることを選せん択たくした。

（我が一撃は、全てを破壊する……！）

「っ……!?」

　ただの人間の速さならば不可能だが、《絶影ノ道》による加速が可能にする。

　リクトは剣で一撃目を捌いた直後、瞬時に腰こしを落とし、全身の撥条バネを引き絞って、敵に肩からぶつかって全身の体重を叩き込んだ。

「《天衝ノ道ブラステツド・ロウ》ッ！」

「ぐっ……ぁぁ……！」

　耐たえようとした仮面の剣士は、うめき声を上げてたたらを踏む。リクトは敵が鉄壁の守りを持っていても、身体の内側までは守りきれていないのだと悟る。

　肩を当ててから押し出すように衝しよう撃げきを送り込めば、通常は鎧を着た相手でも、内部に衝撃が伝わる。しかし、それでも仮面の剣士はまだ倒れなかった。

「どうして……どうしてお兄さまを……っ！」

　アルシェが耐えかねたように叫ぶ。リクトは前に出ようとする彼かの女じよを片手で制した。

　仮面の剣士は口元に伝う血を拭い、殺気を消す。

「……エルセリアの剣士。次に会った時は、必ず殺す」

　追い縋すがる間もなく、仮面の剣士は、迷いなく窓から飛び出していく。

　この高さから落ちれば無事では済まない――しかし、それで死ぬような輩ではない。ここは撤てつ退たいしても、再び自分の命を狙ってくるだろうと、リクトは確信していた。

「お兄さま……あぁ……血がこんなに……誰か、誰か、手当てを……っ」

　ずっと理知的で、感情を殆ど出さなかったアルシェが取り乱している。血に濡れることも構わず、倒たおれた兄を抱だき起こし、助けを呼ぶ。

「……なんだ……そんな顔も、できるじゃねえか……」

　流れ出した血が、床に広がっていく。その出血では、幾らも持たない――たとえ魔術を使えても、深い傷を一瞬で塞ぐことも、流れた血を補うこともできない。

　しかしクルドの顔は苦痛に歪ゆがむこともなく、微笑を浮うかべている。そして、リクトの姿を焦点の定まらない眼めで捉とらえると、震えながら手招きをする。

「リクト……この要塞を奪い、ウォードの爺じいさんを斬った俺が……敵のお前に、頼めた義理じゃねえと、解わかってる……でも、聞いてくれ……お前しか、頼める奴がいねえんだ……」

　アルシェは唇を震わせながら、何かを言おうとする。しかし兄の言葉がこれで最後になるということを悟って、涙なみだをぼろぼろと流しながら、何も言わずに二人を見つめる。

「……なぜ、お前が殺されなければならないんだ……？」

「俺は……邪魔なんだ……ルクサンブルを返還することと引き換えに……こちらに多少有利な、和議を申し入れる……そういう文書を帝てい都とに送ったら……この有り様だ……」

「……ハルヴォル……なのか……？」

「わからん……あの人がやったとは、決めつけたくねえ……あれでも、国のことを考えて……国に必要な非情さを……持ってる……ゴホッ……」

　クルドは咳せき込み、血がリクトとアルシェの頬ほおにかかる。アルシェは瞬まばたき一つせず、兄の言葉に耳を傾けている。

「だが……今、分かった……戦いは……ハルヴォルを倒さなきゃ、終わらん……」

「……エルセリアを攻せめて、ようやく気付いたのか。なぜ、戦う以外の道を選べなかったんだ……！」

「間ま違ちがった方法だとは分かっていた……しかし……手に入れられるものなら、欲しかった……国を守るための……アルシェに未来をやるための、力が……」

　戦わなければ、エルセリアを攻めなければ、未来はない。それほどまでに、クルドと、そしてアルマジーアは追おい詰つめられていた。

「ハルヴォル……奴はいずれ偽帝となり、アルマジーアを……強く……そして、悪魔のような国にしようとする……リクト……お前に、それを止めて……」

「俺に全て託して、お前は死ぬのか……そんな勝手が許されると思うのか……っ！」

　リクトは叫ぶ。クルドの身体から失われた血が、生命そのものであると知りながら。

「お前しか……いない……俺を倒したお前にしか、できない……頼たのむ、アルシェを護まもってくれ……俺の妹を、守ってくれ……！」

　残された力を絞るように、クルドはリクトの手を掴み、握にぎりしめてくる。篭こ手てが軋きしむほどの力で握られながら、リクトは消えかかる炎ほのおの宿る眼まな差ざしを、言葉もなく見返す。

「俺の……残りの力を……お前に託す。使えるなら、使ってくれ……『闘争心』を捧ささげることで発動する……神性魔術だ……」

「託す……そんなことが可能なのか……？」

　クルドはリクトが握る手とは、逆の手の甲こうを示す。そこには、女神アルマーンの紋章が刻まれていた。

「俺と戦い、俺の『闘争心』を呼び起こしたお前なら、受け継げる。必ず……」

「……分かった」

　もはや、理り屈くつではなかった。リクトは自分しか、クルドの遺志を引き継つぐことはできないのだと感じていた。

（クルドを助けられなかった俺に、全すべてを託される資格なんてない。それでも、俺しかいないんだ）

「ハルヴォルを、必ず倒す。アルシェを護り切ってみせる」

　リクトは震える声で、しかしクルドの手を強く握り返しながら言う。するとクルドの手の紋章が輝かがやき、薄れていく。そしてリクトの右手の甲に、同じ紋章が浮かび上がった。

　クルドは安心したように、かすかに笑う。そして震える息を吐きながら、身体の力を抜ぬいていく。残っていた体温が消え、次し第だいに冷たくなり始める。

「いや……嫌っ……お兄さま……死なないで……っ！」

「何もしてやれなかった……不ふ甲が斐いない、兄貴だった……これからは……リクトを、兄貴だと思って……ついていけ……」

「……お兄さま……」

「泣かなくていいんだ……リクトは……絶対に……俺たちの、国を……」

　クルドの目は閉じられ、それから、二度と開くことはなかった。
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　若くしてアルマジーアの騎士団長となり、その剣けんを民たみのために振ふるった偉大な英えい雄ゆうは、妹と敵将に看み取とられ、短すぎる生涯を終えた。
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　クルドの骸なきがらを床に横たえ、騎士団長の外がい套とうをその上にかける。そうしている間、アルシェはずっと泣き腫らした目で、兄を見ていた。

　リクトはかける言葉もなく、床に落ちていたペンダントを拾い上げる。それは、リクトとクルドが戦ったときに、アルシェの幻げん像ぞうを見せたものだった。

「……大事なものだと思う。君が、持っていた方がいい」

　血にまみれた服にも構わず床に座り込んでいたアルシェは、ゆっくりと手を伸ばして、リクトの差し出だしたペンダントに触ふれる。そして、少しだけ指で押おしかえした。

「もし、許されるなら……リクト様が持っていてください」

「……いいのか？」

　兄の形見ではないのかとリクトは案ずるが、アルシェは自分の襟元に手を入れて、何かを取り出す。それは、同じ形のペンダントだった。

「これは……『双そう月げつの秘ひ石せき』というものです。離れていても、相手の無事が伝わる魔道具です……前にお見せしたように、使用者の幻げん影えいをもう一方に映すこともできます」

「そうか……分かった。これを持っている限り、俺は……」

　クルドに、アルシェのことを託された。双月の秘石は、その誓ちかいの証あかしとなる。

「私は……ハルヴォルを倒さなければ何も変わらないと知りながら、どうすることもできませんでした。お兄さまが生き残ってくれたら、それだけで良かった……けれど……それさえも、私は……」

　アルシェは必死に考え、平静を保とうとしながら、耐えかねて涙をこぼす。兄の死を前にして冷静で居られるわけがない。

「何もできなかった……何も……」

　自分を責めて泣き続ける少女を、見ていることしかできない。それほど無力で、これから何を為すことができるのかと思う。

　アルシェの言うとおり、許されるのかどうか分からなくても、リクトは泣いている少女の前に膝を突ついて、その身体からだを包み込むように抱きしめた。

「……リクト様……そんなことをしたら、血が……」

「俺も十分に血にまみれてる。常に正しいことができてきたわけでもない……それでも、立ち止まるわけにはいかないんだ」

　鉄てつ錆さびのような血の匂いがする。ここで何をしているのかと思う。

　アルシェは控ひかえめにリクトの肩に触れる。そして、リクトの身体を離すと、その顔を間近で見つめた。

「……兄のために、泣いてくれるのですね。私たちは、エルセリアに対して、取り返しのつかないことをしたのに」

「軍人は涙を流すなと言われた。これは、ただの水だ」

　リクトの目元を、アルシェの細い指が拭う。そうして彼女は、涙に濡ぬれた指を唇に寄せると、儚はかなげに笑った。

「では……私も、涙は流していません。アルマジーアの軍の一部でしたから」

　過去形で言う意味をリクトが問う前に、アルシェはその場に平伏した。

「リクト様……これより私のこの身も心も、あなた様のために捧げ尽つくします。どうか、兄の無念を晴らすため、力をお貸しください。私のことは策を絞る機械としてでも、どのように使われても構いません。全てご命令に従います」

　アルシェは床ゆかに頭をつけたままで動かない。リクトはそんなことをされると予想していなかったが、彼女なりに礼を尽くしているのだと理解する。

「……そこまでする必要はない。ハルヴォルを倒すために、俺の方こそ力を貸してくれ」

　リクトが手を差し出すと、アルシェはその手を取る。小さな手が、少しの迷いの後で、そっと握り返してくる。

　立ち上がると、やはり少女の身体は小さかった。しかし、泣いていた時よりもずっと大きく見えると、リクトは思う。

「考えていたことがあります。ルクサンブルを、エルセリアに返し……そして。私たちが、アルマジーアの帝都に入るための策です」

　そう言って部屋を後にするアルシェは、軍師らしい落ち着きを取り戻していた。彼女は最後に、兄に向けて短い祈りを捧げた。




　マリエスとセシルは捕虜の位置を掴んだあと、リクトの後を追って砦とりでに入り、将官室の凄せい惨さんな光景を目の当たりにした。

「……酷ひどい。どうして……誰だれがこんなことを……」

　塔とうの上にあるアルシェの居室に入ってきたマリエスは、青ざめた顔で言う。人の死を目の当たりにしたことが初めてでなくとも、慣れるものではない。

「まだ、確証は持てないが……クルドの言う限りでは、アルマジーア軍に、クルドを疎うとむ者がいる。魔術軍団長、ハルヴォルだ」

「まさか……停戦派の口を封じるために、自国の騎き士し団だん長ちようを暗殺したというのですか」

　そのまさかが現実であるなら、ハルヴォルの何かが狂っている。何か考えがあるとしても、狂きよう気きじみているとしか言いようがなかった。

「これから俺たちは、アルマジーアの帝都に向かう。その前に、ルクサンブルを解放する……クルドを失った今、騎き士し団だんは統率が取れなくなる。その隙を突かせてもらう」

　アルシェはマリエスとセシルに血に濡れた姿を見られた後、すぐに着き替がえさせられた。まだ頬に血がついているが、全て拭うのは、もう少し先になる。

　それでも黒くろ髪かみに白く煌きらめく肌はだを持つ少女の美び貌ぼうは、少しも損そこなわれることがなかった。マリエスとセシルが揃そろってため息をつくほどだ。

「この子を護るって、約束したのよね……お兄さんと」

「ああ。こんなものまで貰もらってるからな……そう簡単に、約束を違たがえるわけにはいかない」

　リクトは右手の甲を示す。それを見たセシルは驚いて口元を押さえた。

「エルセリアの魔将が、アルマーンの紋章を刻まれるなどと……いえ、リクト殿どのはエウスレアの神性魔術を習得していませんから、ありえないことではありませんが……」

　ありえないことではない。しかし、ただでさえリクトは魔術を二種類習得している。

「アルマーンの紋章を貰ったって……も、もしかして、リクト、三つの魔術の全部が使えるようになっちゃったってこと？　そ、そんなことできるわけないのに……」

　三種の魔術を習得できる人間などいるわけがない。リクトも同じ思いだが、クルドの言うとおり、彼かれと戦うことが『闘争心』を神に捧げることを意味し、習得の条件を満たしたのだと考えていた。

「三つの魔術を使いこなすなんて……リクト様は、魔術の王。魔ま将しようを超えて、魔ま王おうと呼ばれるにふさわしい方ですね……」

　アルシェの言葉を、マリエスもセシルも否定できなかった。リクトには自分の手に刻まれた紋章が、まさに魔王と認められた刻印のように感じられた。




　リクトはゼスフォード家の開祖が残したという言葉を思い出す。

『ゼスフォードの人間に引き継がれる血統は、全ての魔術の礎となる』

　それが、本当に言葉通りの意味を持っていたのだと理解する。




「魔王……か。本当に、そう言われる日が来るとはな」

　神性魔術を一度も行使しなくても、リクトは『使える』と確信していた。

　神性魔術を習得することを『神託を受ける』ともいうが、その通りで、必要な呪文の類が、ひとりでに頭に浮かぶ。それは神性魔術師しが、神の声を聴くからだと言われている。

「あっ……そうだ！　リクト、私たちも、いろいろ報告しなきゃいけないことがあって……」

「捕虜になっている人たちを、見つけられたのか？」

「はい。しかし隙をついて解放するにも、敵との交戦は避さけられません。敵の見張りは、かなりの人数がいます」

「捕虜の皆みんなは、全然食事をしてないって……アルマジーアの施しは受けないって、突っぱねているらしいの。怪け我がしてる人もいるのに、このままじゃ……」

「すぐにでも助け出さないとな……アルシェ、何か良い手段はあるか？」

「よろしければ、私に皆さんの持っている技能を教えてください。それを最大限に利用して、被ひ害がいを少なくしたいのです」

「私はリクトがいいなら、構わないけど……いいのかしら、手の内を明かすのって、魔将にとってはけっこう重い選択っていうか……」

「そんなことを言っている場合でもありません。アルシェ殿の策を聞いて、それが有効であるか判断させていただきます。失礼にあたるとは思いますが」

「私を信用していただけるかどうかは、皆さんのお心次第です。信じていただけるよう、最善を尽くします」

　アルシェが頭を下げると、あえて距きよ離りを取るような態度を取っていたマリエスが、ひとたまりもなく陥かん落らくする。そして、勢い余ってアルシェを思い切り抱きしめた。

「ま、マリエスさん……く、苦しいです……」

「あ～んもう、どうしてこんなにけなげなの？　リクトを巡るライバルになりかねないと思って警けい戒かいしてたのに、可か愛わいすぎでしょ！　お姉さんに遠えん慮りよなんてしなくていいから！」

「マリエス、アルシェ殿が苦しがっていますよ。もっと優しくしてあげてください」

「はーい。おっぱいの差は戦力の差！　っていうのを見せつけてあげようとも思ってたけど、圧あつ倒とう的てき有利だからもう満足したわ。アルシェちゃんもおっきくなるといいわね♪」

「おい、マリエス……まったく。アルシェの気持ちも少しは考えて……」

「……いいえ。お兄さまも、戦いに出る前は酒宴を開いて、戦いと関係のないことを話すようにしていましたから。沈んでいたら、笑われてしまうと思います」

　アルシェはそう言って、こぼれかけた涙を隠すように拭ぬぐった。
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　マリエスの《幻魔眼ヒユプノス・アイ》は個人に対してしか使えない能力ではなく、魔まり力よくの消費量は大きくなるが、視界に映る範はん囲いの全ての人物を操あやつることができる。そう聞くと、アルシェは水すい晶しよう球にルクサンブル要塞のある一角を映し、指し示した。

「ここに、魔術軍団の兵舎があります。魔術軍団は、城内の一角を使って、ゴーレムを作っていました。エルセリアが攻めてきたとき、守りに使うためです」

　アルシェの策によって鉄骨のゴーレムの優ゆう秀しゆうさを知った魔術軍団は、クルドに命令を受けていないにも拘かかわらず、独自にゴーレムを作り出す準備をしていた。その情報は、砦である程度自由に行動できるフィアからもたらされたものだった。

「まず、魔術軍団をマリエスさんの《幻魔眼》で操り、ゴーレムを暴走させます。ゴーレムは単純な命令には従いますから、『建物を破は壊かいする』命令を与あたえてください。魔術軍団の人間の口からそう言わせることができれば、魔力が尽きるまで暴れ続けます」

「なるほど……あとは、捕虜の人たちを解放して逃げ出せばいいわけね？」

「はい……しかし、追つい撃げきは苛烈になるでしょうから、それを食い止めるための戦力が必要です。リクト様、外に布ふ陣じんしている指揮下の軍とは、連れん絡らくは取れますか？」

「狼煙のろしを上げれば、それを合図としてこちらに来るはずだ。城門を開ける必要もあるな」

「では、狼煙を上げるのと、ゴーレムを暴れさせるのは、ほぼ同時に行います。捕虜の方々は三つの兵舎に分かれて捕つかまっていますから、同時に解放しなくてはいけません……ここにいる人数だけでは、足りません」

「ほかにも三人、部下の人たちが一いつ緒しよに来てるから……ええと。リクトは門に向かって、私とセシル姉は、まず部下の三人に捕虜を解放するように指示を伝えて、次に魔術軍団を操ってゴーレムを暴走させる。それでいい？」

「はい。そこまで混乱させれば、アルマジーアの兵力は四万ですが、リクト様の麾き下かの軍だけで、ルクサンブルを奪だつ還かんできます。できるなら、援えん軍ぐんを呼びたいところですが……」

「ああ、リーデンベルには五万の兵が控えてる。三日以内に大軍で追撃し、ルクサンブルを完全に奪還する……そうするための手て筈はずを整えよう」

　元は、アルマジーアの隙を探すための潜せん入にゆう任務だった。それが見つかった今、エルセリアの全軍を以もつてしても、ルクサンブルを落とすべきだ。リクトも、マリエスとセシルも同じことを考えていた。

「その後に、私たちはアルマジーアに侵しん入にゆうします。ハルヴォルがお兄さまを暗殺したのなら、彼をそのままにしておくことはできません。エルセリアを狙って、また兵を出そうとするはずです」

「そのハルヴォルって人を何とかしないと……ここで、私たち魔将の出番ってわけね」

「混乱に乗じて、アルマジーアに入りましょう。私たちの存在は、ハルヴォルの近くにたどり着くまで、できる限り伏ふせておくべきです」

「その通りだな……よし、俺たちは作戦に移る。アルシェはどうする？」

「私は……兄の躯からだを、どこか目につかないところに運びます」

「そうか……だが、クルドの身体を持ち上げるには力不足だ。その役割は、俺がやろう。アルシェは、俺たちが砦に戻もどってきたら、三階の連絡通路の近くに来るんだ」

「……分かりました。皆さん、どうかご無事で……」

　アルシェは両手を組み合わせて祈る。

　リクトたちは頷うなずき合うと、それぞれの役割を果たすために駆け出した。
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　《幻魔眼》によってゴーレムが動き始めると、要よう塞さい都市は瞬またたく間に混乱に陥った。リクトは城門の衛兵をこともなく倒し、狼煙を上げる。するとリクトの麾下の兵たちが伏せていた辺りに、松たい明まつの明かりが灯ともるのが見えた。

　先導する騎馬兵と、後に続く歩兵が押し寄せてくる。リクトは仲間たちを迎え入れるために城門を開け、跳はね橋ばしを降ろし、次の目的地に向かった。

　ゴーレムが暴れている姿が見える。巨きよ大だいな拳こぶしを振るう光景は見る者を圧倒するが、まだ本格的な破壊を始めていない。捕虜が逃げ出すまでの時間稼ぎができれば、本懐を果たしている。

　混乱に乗じて解放された捕虜たちが城門に向かって逃にげていく。彼らを外に誘ゆう導どうし、眠ねむっていたところを叩き起こされて出てきたアルマジーア兵を次々に昏こん倒とうさせながら、リクトは大声を上げる。

「城の外にエルセリアの軍が来ている！　そこまで逃げきるんだっ！」

　子供を抱かかえた父親、鎖くさりの枷かせをつけたままの男女が、リクトの声を聞いて、痩せた身体に今一度気力を取とり戻す。リクトは目に映る全ての捕虜を助けるために、自律魔道を使って加速する。広大な都市の全域を転戦するわけにもいかないが、混乱を広げるためにも、少しでも敵兵を引きつける必要があった。

「アルマジーアよ、六魔将の一人がここにいるぞ！　手柄が欲しければかかってこい！」

　名乗りを上げて、ようやく体勢を整えかけた兵士の集団に、リクトは飛び込むようにして斬きり込んでいく。突き出された武器は一本もリクトの身体を捉えられず、アルマジーア兵たちは次々に石畳の上に倒れ伏していく。

「ま、魔将だ……エルセリアの魔将だぁぁーっ！」

「逃げろ、敵かなうわけねえ……一人残らず殺されるぞっ……！」

「畜生、ゴーレムまで……魔ま術じゆつ軍団め、裏切ったのかっ！」

　破れかぶれで斬りかかってくる者もいれば、逃げ出す者もいる。しかしその中に、一人だけ果か敢かんにも正しよう面めんから挑いどんでくる者がいた。

「……六魔将と言われては、逃がすわけにはいかん。俺おれの斧おのを受けてもらおう」

　屈くつ強きような肉体をした、鉄仮面を身につけた大男。しかしリクトにとっては、ただ筋肉をつけただけの相手では、敵にならなかった。

　しかし、並みの兵よりはかなり強い。そう判断すると、リクトは篭手を外して物入れに放り込み、右手の甲にある紋もん章しようを見やる。

「気でも狂ったか。敵の前で防具を外すとは……な、何っ……!?」

　リクトの手にある女神アルマーンの紋章を見て、大男が動どう揺ようして目を見開く。

「どうしても戦いたいのなら、容赦なく斬らせてもらう。だが……俺は、クルド・グレイシオの遺志を継ぐ者だ。彼の部下だったお前たちを、悪戯いたずらに斬りたくない」

「つ、つまらん嘘うそを……その紋章も偽にせ物ものだろう。今いま更さら命乞いをしても遅おそいんだよォッ！」

　大男が戦せん斧ぶを振りかざし、リクトに襲いかかる。リクトは右手を掲げ、頭の中に浮かんでくる神性魔術の詠唱句を唱え始めた。

「光と戦の女神、アルマーンよ。その力をひととき我に与え、栄光と勝利をもたらさん。光の加護よ、我わが身みを護りて……！」

「っ……それは、騎士団長の……っ、う、うぉぉぉぉっ！」

　途中で詠唱の意味に気付いても、戦斧は止められない。大男は、全力でリクトを薙ぎ払おうとする。

　リクトの身体を、神性魔術による白色の光が包み込む。そして、大男の戦斧は、光に包まれた短剣で容易に、完全に受け止められる。

「バ、バカな……そんな獲物で……本当に、神性魔術っ……」

「どうやら俺にも、魔術の代だい償しようにアルマーンに捧げる闘争心があったみたいだな。確かめさせてもらったことは、感謝する」

「うっ……ぐぉぉっ……！」

　神性魔術で強化された拳を、リクトは大男の腹にめり込ませる。大男の鉄の鎧よろいは大きく陥かん没ぼつし、その衝撃の凄すさまじさが、周囲で見ている兵士に伝わる。

「れ、レパード隊長がやられた……っ！」

「信じられねえ……百人斬りのレパードが、一撃で……う、うわぁぁぁっ！」

「神性魔術まで使いこなしやがるっ……ば、バケモノだぁーーーっ！」

　クルドの神性魔術を使ってみせれば、敵は戦意を失う。全て、リクトの読み通りだった。

「クルド……お前の部下を斬らずに済んだ。礼を言うよ」

　リクトは再び篭手を身につけると、闇の中に火精霊イフリートのもたらす明かりが点在する街を駆かけ抜けながら、敵兵を倒しつづけた。
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　一方その頃ころ、マリエスとセシルは、見張りを倒しながら捕ほ虜りよの捕らえられた兵舎にたどり着いていた。

「みんな、助けに来たわよっ！　手近な武器を取って、えーと、でも戦わなくていいから、城門に走ってっ！」

「逃げ切りさえすれば、必ず助かります！　友軍に助けを求めてください！」

　マリエスとセシルは牢ろうの鍵かぎを開けて回る。目の光を失いかけていた捕虜たちはみるみるうちに生気を取り戻し、感謝を口にしながら外へと駆けていく。

「いたぞーっ、侵しん入にゆう者しやだ！　これ以上捕虜を逃させるなっ！」

　兵舎に飛び込んできた敵兵が切りかかってくる。セシルは腰に帯びた長ちよう剣けんの柄に手をかけると、次の瞬しゆん間かんには、向かってくる兵が攻こう撃げきする前に切り払っていた。

「風精霊シルフよ、翠みどりの宝ほう珠しゆを一つ代償に捧ぐ……我が剣に、風の疾はやさを与え給たまえっ！《疾風剣シルフイード》！」

「ぐぁぁっ……！」

「な、何だこいつっ……見えない刃はで、切りやがった……！」

　風の力で切り払いを加速させ、真空の刃を放つ技。ただの剣で防ぐことはできず、気がつけば切り裂かれている――セシルが『疾しつ風ぷうの剣けん聖せい』と呼ばれる所以ゆえんの技だった。リクトとの修練では通用しなかったが、それは彼が規格外の強さであるからだ。

「斬られたい者は前に出なさい！　セシル・リーンヒルデが、剣の露にしてくれよう！」

「やっぱり頼たよりになるぅ、セシル姉……ちょっとどいてて、熱いのいくわよっ！」

　マリエスは腕輪に嵌はめられていた宝珠を一つ引きちぎり、それを代償にして、火の精霊魔術エレメンタルを詠唱する。

「火精霊イフリートよ、我が呼び声に応え、立ち塞がる者に紅ぐ蓮れんの裁きを与えたまえ……《紅炎プロミネンス弾・ブラスト》ッ！」

「っ……そんな大技を、狭せまいところで使ってはいけません！」

　セシルが詠唱に気づいて避よけた途端に、炎が猛もう然ぜんと走り抜けて敵を呑のみ込む。辛かろうじて避けた敵兵たちだが、鎧が赤熱して使い物にならなくなり、地面をのたうち回る。

「うーん、やっぱりやりすぎちゃうのよね……火傷やけどしないようにさっさと脱ぬぎなさい！　以上！」

「ふぅ……味方に当てないでくださいね、本当に。ああ、気にせず逃げてください」

　二人の麗しさに見とれていた捕虜たちも、一転して怯おびえるほどの強さ。二人もまた、エルセリアで最強の一角を担う魔将であり、数で劣る戦いを全く苦にしていなかった。
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　リクトは副官たちが一万五千の兵を連れて到とう着ちやくするまでに、目に映る限りの向かってくる敵を倒し続けた。それでも魔力で強化された黒い短剣は、刃がこぼれることがない。

「リクト将軍っ……これほど早く動かれるとは。捕虜も多くが城外に逃げられていますし、敵の抵てい抗こうも強くはなく、士気に勝まさる我が軍が圧倒しております！」

「ああ、良い戦況だ。内側に入れば、予想以上に脆もろかったな」

「はっ！　リクト将軍、置いていかれた装備は、ここにお持ちしました」

　リクトはその気き遣づかいをありがたく思いながら、背せ負おい袋に入った装備を受け取った。中には、マリエスとセシルの装備も一緒に入っている。

「俺たちは混乱に乗じて、アルマジーアに入り、この戦争の根源を絶つ。お前たちは援軍を要よう請せいして、ルクサンブルを奪還してくれ……出来るな？」

「り、リクト将軍……いかに魔将とはいえ、敵地に単身で乗り込むのは、あまりに……」

「大だい丈じよ夫うぶだ、信じてくれ。俺たちは敵の大将を倒したら、必ず戻る。大事な仕事を任せるのは悪いが、混乱のさなかにアルマジーアに入らなければ、俺たちの存在を敵に察知される可能性がある。それは、避けなくちゃならない」

「……将軍」

　副官は何か言おうとするが、逃げていく捕虜を見てから、再びリクトに向き直る。

「……リクト将軍は、我らを連れていってはくださらないのですか。この身など、エルセリアのためならば、常に捨てる覚かく悟ごです」

「気持ちは嬉うれしいが、俺たちに全て任せてくれ。お前たちにも大きな仕事がある。ルクサンブルを、エルセリアの手に取り戻しておいてくれ」

「……分かりました。ここまで来られたのは、全て将軍のお言葉に従ったからです。我ら一同、エルセリアでお帰りを待っております」

　馬の手綱を引くと、副官はまだ残っている市民を外に誘導し始める。

　リクトは彼らとすれ違いながら、砦を目指して走り出した。一度だけ振り返ると、副官は馬上で剣を掲げ、指揮官への礼を示していた。
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　リクトが砦の三階に戻ると、マリエスとセシルが反はん撃げきに出てきた兵士を倒したところだった。そこには、うずくまっているもう一人の女性の姿がある。

「君は……？」

　そこに居たのは、アルシェの従者のフィアだった。リクトの顔を見ても、一度会っていることに気付かないほど焦燥している。

「は、はい……急に城が騒さわがしくなって、外に出たら、アルマジーアの兵の方が襲おそいかかってきて……あっ、お、お嬢じよう様さまっ……!?」

　隠れていたアルシェが姿を見せて、まだ立ち上がれずにいるフィアに歩み寄る。

「フィア……良かった。あなたまで失ってしまったら、私は……」

「ああ、お嬢様……ご無事で何よりです。クルド様もお喜びになります」

　その名前を聞いたアルシェの表情が曇る。しかし、事実を告げることを先送りにはしなかった。

「……兄は死にました。何者かの手にかかって……」

「そ、そんな……クルド様が……あの方が死ぬなんて、何かの間違いです。あんなにお強い方が、そう簡単に……」

　マリエスは取り乱すフィアに近づくと、彼女の頬を、ぺちりと優しく叩たたいた。

「これ以上混乱されても困るから、先に言っておくわね。私たちは、あなたにとっては敵……エルセリアの者よ。もう時間がないの、あなたも連れて行くわね」

「っ……え、エルセリアの……っ、お嬢様、いったい何が……」

「事情は後で話します。リクト様、行きましょう。混乱に乗じて城じよう壁へきを抜けなければ、私とフィアの不在がアルマジーアの軍に……私の警護を任じられていた、リベルタ様に伝わります。できれば、まだ彼女には知らせずにおきたい……」

　ハルヴォルがクルドの殺害に関与したということは、まだ疑惑の域を出ない。それでもハルヴォルに会って真偽を確かめ、もし真実であったなら、ハルヴォルを倒さなくてはならない。アルマジーアの軍人がそれを知れば全力で阻止しようとするか、ハルヴォルを糾弾しようとするかもしれない。

　ハルヴォルが警戒を強める前に、近づかなければならない。一つの軍の頂点に立つ人物に、その力を使わせないことが肝要となる。

「フィアさん、あなたは戦いに関かかわるべき人じゃない。最低限のことしか話せないが、今は何も聞かずに来てくれるか。ここに置いていくわけにもいかない」

「は、はい……分かりました。私は、お嬢様をお守りすることができれば、それ以上のことには関心を持ちません。ここで約束いたします」

　フィアは落ち着きを取り戻して立ち上がる。下の階から上がってくる兵の声はまだ遠く、国境壁へきから通路を渡ってやってくる数人の敵兵の姿が目に入る。

「俺が道を開く。国境壁の上から飛んでくる矢には、くれぐれも気をつけてくれ」

　マリエスとセシルは頷いて、精霊魔術による盾たてでフィアとアルシェを守れるように陣形を組む。そして、切り込んでいくリクトの後を、離されすぎないように追った。




　連絡通路の敵兵を倒し、国境壁の上り階段を駆け上がる時にはアルシェの体力が持たず、リクトは装備の入った袋を担かつぎつつ、さらにアルシェを背負って駆けた。

　セシルが前に出て、風の精霊魔術で敵の飛び道具を無効化し、マリエスが炎で反撃する。二人の連れん携けいは完かん璧ぺきで、リクトたちは止まることなく突き進んでいく。

「リクト様、あの窓から坂路がつながっています……かなりの高さですから、飛び出すときは気をつけて……っ」

「お、お嬢様ぁぁっ……ひゃぁぁっ！」

　アルシェの説明の途と中ちゆうで、セシルがフィアを担いで窓から跳ちよう躍やくし、ゴーレムが作った坂路の上に降ふり立ち、滑り降りていく。リクトが続いて窓から飛ぶと、背中にいるアルシェは、あまりに長く続く浮遊感に悲鳴を上げた。

「きゃぁぁっ……！」

「――水精霊ウンデイーネよ、蒼あおの宝珠を一つ捧ぐっ！」

　リクトは着地する前に詠えい唱しようし、水の塊を足元に召しよう喚かんする。それだけではなく、足元に魔力を集中させて、水に干かん渉しようして弾性を与えた……すると、どうなるか。

「っ……！」

　着地の衝しよう撃げきが完全に殺され、リクトは斜面をそのまま駆け降りていく。アルシェは感嘆して、走るリクトに語りかけた。

「二つの魔術を複合して……そのようなこともできるのですね」

「ああっ、自律魔道だけでは、衝撃の減り方が甘あまくなるからなっ……」

　リクトは走りながら答え、後から飛んできたマリエスは半泣きで転びかけていたが、なんとか坂を下りきる。

「ひぁぁぁぁぁ、誰か止めてぇぇぇぇ……って、案外何とかなるわね。ふぅ～、久しぶりに臨死体験しちゃった」

「大げさすぎます。まだ後ろから矢が来ますから、ちゃんと防いでください……ほら、言っているそばから！」

「ごめんなさいーっ、セシル姉と違って、詠唱に時間が……えぇいっ、《火精の天蓋フレイム・シエル》！」

　一番後ろを走るマリエスが、広い範囲に炎の盾を張る。最後の数本の矢が燃え落ちて、それからは夜の闇やみに紛まぎれて見えなくなったのか、矢が飛んでくることはなかった。

　国境壁の向こうで続く戦いの様子は見えない。リクトは部下たちの無事を祈りながら、草原を抜けて森に入っていった。
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　アルマジーアに入ったリクトたちは、森に入って姿を潜めつつ、帝てい都とを目指した。街かい道どうを避けても、アルシェの鳥の声を聞く能力があれば、方向を見失うことはなかった。

　途中でリクトたちは、一匹ぴきの馬に出会った。アルマジーアの軍用馬らしく、鞍くらをつけている。その馬はアルシェの姿を見つけると、駆け寄ってきて一声鳴いた。

「アルマジーアの軍馬かしら……はぐれちゃったのかな？　よしよし、いい子ね」

　マリエスは馬を撫なでる。馬は雌で、美しい毛並みをしているが、これまでの間に野犬に襲われでもしたのか、怪我をしていた。マリエスは化か膿のうを止める薬草を練ったものを取り出し、馬が痛がらないように優しく塗り、包帯を巻いた。

「ちょっと擦り傷があるみたいだけど、大事なさそうね。アルシェちゃん、リクトと一緒に乗ったら？」

「いえ、私よりも、フィアを乗せてあげてください」

「お嬢様の代わりに乗るなんてありえません。私は丈夫だけが取り柄ですから、どうかお気になさらないでくださいまし」

　フィアが答えると、アルシェは顔を赤らめて辺りを見回す。セシルも微ほほ笑えんでいて、リクトは照れくささに頬ほおをかきながら、馬に声をかけてから跨またがった。

「交代で乗っていくか……アルシェ、おいで」

「子供扱あつかいは……い、いえ。では、お言葉に甘えさせていただきます……きゃぁっ」

　アルシェは手を差し出してリクトに引き上げてもらおうとするが、軽々と持ち上げられて、すとんと鞍の上に降ろされる。

「股またが痛くなるから、乗り方に気をつけて……姿勢を正すんだ。怖がることはない」

「は、はい……ありがとうございます……」

　アルシェはリクトの指導を受けて、少しずつ乗馬に慣れていく。雌馬はアルシェを乗せて歩くことを喜んでいるようだった。

「動物に好かれるみたいだな、アルシェは」

「そのようです……あっ……」

「悪い、少し揺れるからな。掴つかまっててくれ」

　リクトは後ろからしっかりとアルシェを抱だきすくめる。胸がすくような甘い香りがしたが、そんなことを考えている場合ではない、と自分を諌いさめる。

「私も馬に乗りたくなってきちゃった……うぅ、こういう時に年上は損よね」

「そうですね……大人になると、馬の負担もあって二人乗りもなかなかできないですし」

「お二人とも、交代で乗っていきませんか？　私も歩けますから」

「アルシェに気を遣つかわせるなよ。あんまり運動してないみたいで、身体ができてないから」

「はいはい、私たちはどうせたくましいですよ。どうせこの胸も、胸筋だとか思ってるんでしょ。失礼な！」

「誰もそこまで言っていないと思いますが……リクト殿は、触って確かめていますし」

「ちょっ……そ、それはだな、黙だまっておいてもらって……」

　アルシェは無言で、リクトの方を顧みる。澄すんだ目で見つめられると、リクトは猛もう烈れつに謝りたい気分になった。

「……大きい胸は、触って確かめたくなるのですか？　私と違って」

「か、勘弁してくれ……」

「私くらいだとどうなんでしょう。リクト様、いかがです？」

　フィアに聞かれても、リクトはもはや笑って誤ご魔ま化かすことしかできなかった。女性だけの中に男が一人で旅をするのは、存外に大変だ……などと考えつつ、リクトはアルシェに無言で見つめられるという拷問を受けながら馬を歩かせた。




２




　二日ほどは水場の近くで野営をしながら進み、三日目の夕方になって、街道沿いの宿場町が見えた。リクトたちは一度情報を集めるために、夜を待って町に入ることにする。

　アルマジーアの軍人としての扮ふん装そうは、森の中で解いていた。リクトが三人分の装備を担いできていたことにアルシェとフィアは目を丸くしたが、重量のある装備と食糧を持って長ちよう距き離よりを行軍する訓練を経験しているリクトには、どうということはなかった。

　リクトたちは外がい套とうを羽織って素すじ性ようを分かりにくくし、行き交う人々に紛れ込んで宿場町に入った。何軒かの宿を回ったあと、『跳はね馬うまの騎き士し亭てい』という宿で条件に合う空き部屋が見つかり、フィアの持ち合わせていたアルマジーアの通貨で部屋を借りた。

「済まないな、負担をかけて。何かで埋うめ合わせはするから」

　リクトがフィアに礼を言うと、彼かの女じよは明るく笑って答えた。

「お気になさらないでください。私が持ってきた銀貨は、全すべてお嬢様のために使うものですから」

「アルシェさんは慕われているのですね……私たちからも、ありがとうございます」

　年上のセシルが敬語を使うので、アルシェは少し恥ずかしそうにする。

「あ、あの……セシルさん。私はこの通り、年下ですから……名前だけで呼んでいただいたほうが、落ち着きます」

「そうよセシル姉、こーんなに可愛いんだから。アルシェちゃんって呼んであげなきゃ」

　マリエスは親しげに呼ぶが、アルシェは顔を赤らめている。それを見たセシルは微笑み、彼女が照れ屋であることを察した。

「ちゃん付けも恥ずかしそうですね。分かりました、アルシェ。改めて、よろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします……っ」

　セシルが頭を下げると、アルシェも慌てて頭を下げる。リクトはそれを見ていて、順調に打ち解けられて良かったと安あん堵どしていた。




　部屋に入ると、マリエスは早く風ふ呂ろに入りたがったが、食事を済ませた頃にちょうど湯が沸くと宿の娘むすめに言われ、教えられた食事のできる酒場に向かった。

　酒場の客は町の人々と旅人が半数ずつほどで、食事時ということもあって盛況だった。席に案内されたあと、アルシェは雑然とした店内の喧けん騒そうに気後れしていたが、フィアが店員にもらった水を受け取り、一口飲むと少し落ち着いた。

　しばらく待つと、店の決まりらしく、木製の杯に入れられた穀物酒が一杯目として出てくる。アルシェには年ねん齢れいに応じて、新鮮な果汁が出だされた。

「えーと、それじゃ……リクト、どうしよっか」

「そうだな……ここまでの旅路を、皆で無事に来られた。久しぶりの町だ、今日はゆっくり休んで、明日あしたからの英気を養おう」

『はいっ！』

　杯を合わせるのは、宴の席ですることであるために、今は控える。マリエスもセシルもからからに喉のどが渇いているが、リクトが居ることを気にして、杯を初めは半分ほどしか空けなかった。フィアは酒に強いのか、こくこくと一気に飲み干してしまう。

「ふぅ……あっ、申し訳ありません、アルシェ様。主人の前ではしたない……」

「ふふっ……いいんです。こういうことを、兄が無礼講というのだと言っていました」

　アルシェは店の熱気にあてられて、ほんのりと頬を紅あかく染めている。マリエスとセシルは実は酒には慣れておらず、すでに酒精の影えい響きようで顔が赤らみ始めていた。

「はぅぅ……健けな気げすぎ。リクト、どうしよう、泣けてきちゃった。うわーん、おかわり！」

「おいおい、気をつけろよ、強くないんだから。セシルさんも何か言ってやって……」

「……おいしい。お酒は苦味があるので苦手でしたが……こちらのお酒は、何というのでしょう……果実のような芳醇さがあって……喉のど越ごしがさわやかで……」

　平原の中にあるこの町では、採取できる水源には限りがあり、水の代わりに酒が多く飲まれているという。エルセリアより酒を造る技術は進んでいて、リクトはそれこそ水のような飲みやすさだと思っていたが、酒精は十分すぎるほど強つよかった。

「あら、旅人さんたち？　なかなか華はなやかな顔ぶれね」

　店で勤めている娘が話しかけてくる。リクトは元から用意していた答えを返した。

「俺たちは旅の便利屋だ。帝都に仕事がないかと思ってな」

「ふぅん……じゃあ、一つ忠告してあげるけど」

　娘が、艶つやっぽく濡ぬれた唇を、リクトの耳元に近づける。マリエスはもちろんのこと、セシルとアルシェも思い切り反応している。フィアはいつも通りに笑っていた。

「アルマジーアの軍人さんたちが、負けて逃げ帰ってきてるから……あまり、大っぴらに騒がない方がいいわよ。お酒は静かに楽しく、ね？」

「教えてくれてありがとう、気をつけるよ。ところで、食事の方を早く頼たのむ。長旅で、腹をすかせてるんだ」

「まだ注文したものが来てないの？　ごめんなさいね、すぐに言ってくるわ」

　厨房に向かう娘を、マリエスはあからさまに牽けん制せいしている。リクトはそれに気付いて苦く笑しようした。昔から、マリエスの焼き餅は相当なものだ。

「心配しなくても、俺は色香に惑わされたりしないよ。マリエスの方が凄すごいしな」

「っ……そ、そうなの？　それなら、もっと素す直なおに惑わされてくれたらいいのに……」

「……リクくんは、マリーのことしか褒めないのですか？　ひっく。私も、見えないところで女を磨みがいて、ひっく。いつもリクくんのことを見て……」

「せ、セシルさん、酔うのが早すぎだっ。フィア、お前も次々に注つぐなっ」

「すみません、こういう時に給仕をするくせがついていて……アルシェ様もお飲みになりますか？　これなんて、甘くて美味おいしいですよ」

「い、いえ……フィア、あなたも酔っていませんか？」

「私は酔ってないですよ、こんなお酒くらいで。あれ、リクト様が二人に増えてますね」

　完全に酔っている言動に、アルシェはため息をつく。初めて見せる仕草が新鮮で、リクトも笑ってしまう。

　――しかし、和やかな空気は、それほど長くは続かなかった。

「……どうした、アルシェ？」

　リクトはふとアルシェの方を見やり、彼女の異変に気づく。長い髪かみで顔が隠かくれて見えないが、その唇が震ふるえている。

「あの《灰色の狂狼グレイ・ヴアサーク》クルドが、エルセリアの卑劣な罠わなに落ちて死んだんだと。なんでも、休戦の約定を結んでる期間に、暗殺者を送り込んできたらしいぜ。そのせいで、せっかく奪うばったルクサンブルを、また持っていかれちまったんだ」

「っ……」

　リクトは思わず耳を疑う。事実とはまるで違ちがうことを、あたかも見てきたかのように、大声で話す男がいる。

「けど、馬ば鹿かだよなぁ。死んじまったら、若き騎き士し団だん長ちようっていってもそこまでじゃねえか。副騎士団長のリベルタはクルドと比べりゃ見劣りするし、これからは魔術軍団の時代だな。結局、剣けんでどうこうしようったって、魔術には勝てねえんだよ」

　男は仲間との話を盛り上げるために、面白おかしく、芝居めかせて仲間に語る。

　クルドへの悪態を不快に思う者も少なからず居たが、男の言うことをそのまま聞き入れて、クルドが死んだなら魔術軍団に頼るしかない、皇こう帝てい陛下の弟のハルヴォル様なら間ま違ちがいない、という声も聞こえてくる。

　なぜ、これほど早くクルドの死が伝わっているのか――それが、リクトにはハルヴォルの仕組んだことのように思えてならなかった。

「……アルシェ、気にするな。今のうちは、言わせておけばいい」

　アルシェはうつむき、蒼そう白はくといっていいほど血の気をなくして、血がにじむほどに唇を噛かんでいる。しかしリクトに声をかけられると、顔を上げて、痛々しいほどに力のない微笑みを浮うかべた。

「……分かっています。ただの、うわさ話です……今私が怒おこっても、何にもなりません」

「アルシェちゃん……あぁっ、もう。こんな時でもなかったら、あんな嘘つき男、とっちめてやるのに……セシル姉が」

「そうですね……騒ぎを起こすわけにはいきませんが。嘘を広げることがどれほどの罪か、教えてあげたくはなります。私もそれほど、気が長くはありません」

　セシルは酔っていて、その顔に赤みがさしているが、剣けん士しらしい眼光は消えていない。剣に手をかけることはなかったが、そうしてもおかしくないほどの威い圧あつ感を放っていた。

「皆みなさん……ありがとうございます。でも、私は平気です。せっかくの食事の時間ですから、楽しくしましょう」

　アルシェは言って、運ばれてきた料理を取り皿に取る。家畜の肉に香辛料で味をつけ、窯で焼いたその料理は、酒場の名物として人気があった。

　従者であるフィアは、主人が料理を取っているにもかかわらず、動くのが遅おくれた。アルシェがフォークとナイフで料理を食べ始めてから、ようやく我に返る。

「お、お嬢様……申し訳ありません、ぼうっとしてしまって」

　フィアも、偽りを広げる男に腹を立てていたのかとリクトは思ったが、違うようだった。長旅で、疲れているだけかもしれない。

「……アルシェちゃんの言うとおりだよね。食べよ、リクト。もう体重ががた落ちだから、この辺りで補給しとかないと、胸が減っちゃったら困るし」

「胸はさておき、貴重な食事の機会であることには同意です……ん。美味しい」

　皆が食べ始めて、リクトも籠に盛られた丸パンを二つに割り、バターを塗って食べ始める。焼き立てで香ばしく、噛みしめるほどに甘みを感じたが、アルシェのことが気になり、味は半分ほどしかわからなかった。
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「だからぁ、リクトはどうして私のおっぱいで陥かん落らくしないの？　やっぱりアレでしょ、システィナ様じゃないと反応しないんでしょ～……ひっく。怪け我がしたところ見てもらうなんて言って、とってもいけない感じだったんだからぁ～！」

「あ、あのなあ……明日からも旅が続くのに、飲みすぎだって。いけない感じって、想像力が豊かすぎるぞ」

　宿に戻っても酔って絡んでくるマリエスに肩かたを貸し、部屋に向かう階段を上がる。後ろからついてくるセシルも、あまり顔には出ないが、かなり酒が回っていた。

「……マリエスはアルシェのことが気になって、焦っているのです。これは女の勘です……リクくんは、アルシェを見る目が優やさしいのです。私のような男女を見るときよりずっと、慈しむような目つきで……どうして私もそんなふうに見てくれないのですか」

「せ、セシルさんまで……リクくんって、子供の頃みたいで恥ずかしいからやめてくれ」

「そんなことはいいのです。私を女として見てくれないのが問題なのです」

「い、いや、俺はちゃんと、セシルさんのことも女性として見てるけど、同じ戦士として、そういうことを考えすぎるのも、武の道を極める上では雑念になるというかだな……」

「あ～っ、そういう言い訳するんだ……雑念ですって？　これから敵地に乗り込もうっていうのに、生存本能が働かないリクトがおかしいのよ。私はふつうだもん、これくらいの年とし頃ごろの女の子は、これくらい大だい胆たんでいいのよ。ねー、セシル姉」

「あ、アルシェもフィアもいるんだぞ。そういう発言は、誤解を……」

　みなまで言う前に、リクトはぞくぞくと寒気を感じる。肩を貸したマリエスの顔がすぐ近くで、ゆらりとリクトの方を見る。まるで蛇へびのように絡みつく視線だった。

「アルシェちゃんとフィアちゃんがいるから、なんなの？　それは私に関係あること？」

「えっ……い、いや、待てマリエス、落ち着け、ほら、部屋に着いたぞ。ゆっくり休めば、酒も抜ぬけてすっきりするから。さ、今日のところは……」

　部屋に着き、マリエスをベッドに寝ねかせようとしたところで、リクトは違い和わ感かんを覚える――マリエスはにやりと笑うと、もつれ合うようにしてリクトをベッドに押おし倒たおした。

「ま、マリエスっ、あ、アルシェとフィアが……」

「そんなの関係ないって言ってるでしょ……？　私はいっぱい我が慢まんしてきたんだから。今日リクトを食べちゃうって決めたの。ほら、もう胸が壊こわれそうなくらいに鳴ってる……」

「い、いや、触らなくても……うわっ……！」

　マリエスはなんとか起き上がったリクトの手をそっと掴み、自分の胸に持っていく。そしてためらいなく、柔やわらかい乳ち房ぶさに押し付つけた。ぷにゅん、と恐るべき弾だん力りよくが伝わってきて、リクトは情けない声を上げてしまった。

　相手が異性であると意識して触ると、乳房の柔らかさの意味合いが大きく変わる。リクトは久しぶりに、抑え込んでいた衝しよう動どうを目覚めさせてしまう。

「んっ……リクトのことを考えてて、私の胸、こんなに大きくなっちゃったんだから……そろそろ、ちゃんとかまってくれないと……ね？」

「ね、ねっていうか……そ、それはまずいっ……」

　マリエスは酔いも手伝って歯止めがきかず、リクトの手を直接、服の中に導き入れる。じかに触れたのは初めてでなくても、掌てのひらで包つつみ込んだ大きすぎる母性に、リクトの理性は激しく揺さぶられていた。

「……っ、せ、セシルさん……ま、マリーを止めてくれ……っ」

「ふぁ……マリーって、久しぶりに呼んでくれた。リクトにそう言われるの、私だいすき……耳が溶けちゃうくらいに甘くて、安心する響ひびきなの……」

　マリエスがリクトの腕を抱きしめて恍惚とする。セシルはそれをじっと見ていたが、何も言わずに近づいてくる。助けてくれるのかと思った瞬間、リクトはがば、と顔を包み込むようにセシルに覆おおいかぶさられた。

「……リクくんの頭を抱かかえていると、すごく落ち着きます。昔は剣けん術じゆつの修しゆ業ぎようのあと、疲れたリクくんに膝ひざ枕まくらをしたりもしましたね……」

「せ、セシルさん、サラシ着けてないのにそれは……ふむっ……！」
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　セシルは容よう赦しやなく、リクトの顔を胸に押し付ける。一日旅をしていてもその匂いは甘く、吸い込むたびにリクトの理性にヒビが入る。

（よ、酔ってるといっても、ここまでされると……くっ……ま、まだまだ……っ！）

　耐たえるという名目で、リクトはセシルの押し付けを甘んじて受ける。そんなリクトを見ているうちに、彼女の瞳ひとみが切なさを帯びて潤み始めた。

「鎧を脱いでいるときは、私も一人の女です。そう言わなければ、リクくんはいつまでも、そうやって見てはくれませんから……」

　昔はセシルに頭を抱かれても、胸の大きさが今ほどではなかったためにさほど異性を意識しなかったが、今はまるで違っていた。鎧を脱いだセシルの身体からだは適度に引き締まっていながら、女性として出るところが大きく出ている。

「……私、なんだか火照ってきちゃった……お酒のせいかな、セシル姉」

「多少はお酒のせいもありますが。この気持ちには、偽りはありません……リクくん……」

　熱を帯びた声で名前を呼ばれ、リクトは覚悟を決める。もう少しマリエスとセシルと肌はだを触れ合わせていたら、到とう底てい耐たえられるものではない。

　子供の頃から一いつ緒しよだった二人との思い出がリクトの脳のう裏りをめぐる。無む邪じや気きだったあの頃には、もう戻れない――。

「ま、マリー、セシルさん……俺おれっ……！」

　リクトがついに吹っ切れかけたところで、マリエスはころん、とベッドに転がった。

「……すー……すー……」

「ま、マリー……寝てるのか……？」

　リクトの声に反応しつつ、マリエスは安心しきったように眠ねむっている。セシルもあられもない姿で、ゆっくり寝息を立て始めていた。




　二人を起こさないようにベッドを抜け出すと、リクトは二人をそれぞれのベッドに移す。抱き上げている格好がまるで姫君を運んでいるようで恥ずかしかった。

　アルシェとフィアは先に戻もどっていると思ったが、フィアの姿しか見当たらない。ベッドに入ったフィアは、侍従としてのこだわりなのか、白い手袋をつけたままだった。

　リクトは他ほかのベッドを見やるが、アルシェの姿はどこにもなかった。

「アルシェ……？」

　酒場から戻る時には、アルシェとフィアは一緒だった。ということは、リクトたちが部屋に戻ってくる前に、別の場所に行ったということになる。

　夜に外に出るのは危険だ。宿場町には荒くれ者も出入りしているし、人さらいなども少なくない。アルシェにもそれくらいのことはわかっているはずだが、酒場でのことが、少なからず彼女を冷静ではいられなくしてしまったのだと、リクトは今いま更さらに理解する。

　もっと心配するべきだった。アルシェにとって耐え難い内容のはずなのに、彼女が見せる強がりを、そのまま受け入れてしまった。

　後こう悔かいしながら、リクトは宿から駆かけ出して行く。アルシェの居るところまでは、迷うことはなかった。町の広場には女神アルマーンの像があり、その足元には石で造られた丸い池がある。その縁に、アルシェは一人で座すわっていた。

「……アル……シェ」

　声をかけようとしてリクトは気づく。アルシェが声を殺して泣いていることに。

「……ふぅぅっ……うぅっ……ひぐっ……」

　リクトには掛ける言葉がすぐに見つからなかった。

　やはりあの時、アルシェは、誰だれよりも悔しがっていた。クルドの妹である彼女が、亡くなった兄を冒ぼう涜とくする暴言を許せるわけがなかった。

　まして、兄のことを深く慕っていたのなら。一人で泣くことを選んでも、誰が責められるだろう。

「リクト様は……何もっ……してないのに……お兄さまのことを、助けてくれたのに……どうしてあんな……っ」

　あんな、酷ひどいことを。そこまでは言葉にならず、アルシェはしゃくり上げるようにして泣き続ける。

　彼女は兄が中傷されたことだけに、傷ついているわけではなかった。リクトに罪を被かぶせるような噂うわさを流されたことに、憤りを感じていた。

　アルシェが泣いてくれたことで、リクトは幾ばくか、救われたような気がしていた。エルセリアの魔将である自分がクルドの遺志を継いで戦うことを、肯こう定ていされたように思った。

　底冷えする夜の空気の中で、アルシェの吐と息いきがかすかに白くなる。リクトは自分が纏まとっていた外套を外して、アルシェの肩にかけた。

「……クルドの死を、都合のいいように利用しようとしている輩やからがいる。それがハルヴォルかは断定できないが……あまりに、情報が伝わるのが早すぎる」

　アルシェはまだ肩を震わせて泣いている。リクトが涙なみだを拭ふくための布を渡わたすと、アルシェはそれを両手で握りしめた。

「エルセリアの人間がクルドを暗殺したという欺ぎ瞞まんがこれほど早く広がれば、ハルヴォルを倒さない限りは、真実を民たみに伝えることはできないだろう」

「……はい。絶対にハルヴォルを倒して、兄の無念を……」

　アルシェは苦しそうに言葉を止める。胸むな元もとを掴むアルシェを見て、体調に異変が起きたのかとリクトは心配する。

　しかし、違った。アルシェは首元に下げた双そう月げつの秘ひ石せきを、服の上から握にぎりしめていた。

「私は自ら刃やいばを取って、復ふく讐しゆうすることもできないのに……リクト様たちに頼たよって、それを果たそうとしているだけです。軍師なんて、名乗ることもおこがましい……自分はいつも安全な場所にいて、策を出して、人の力になれたと思っていただけで……」

「それは、違うな」

「……リクト様」

　すぐに否定されると思っておらず、アルシェは顔を上げる。涙に濡れた頬を見て、リクトは、自分の涙を彼女が拭ぬぐってくれたときのことを思い出した。

「クルドは感謝していたよ。最後に言っていたことも、アルシェのことだった。アルシェに未来をやりたい、そう言っていたことを、俺は忘れられない。俺も、姉上のためならどんなことでもできると思った……そのための力が欲しかった。その点で、俺は、クルドと似ているのかもしれないとも思った」

　だからこそ、クルドの願いを聞き入れた。国は違えども、目的の源が似ていた。

「……兄も、そう思っていたのだと思います。だからこそ、自らの想おもいを、アルマーンの紋もん章しようを、あなたに託たくした。リクト様でなくてはならなかった」

　力を無くしていたアルシェの目に、光が戻ってくる。リクトは安堵しながら、アルシェの隣となりに腰こし掛けた。

「クルドのことを、聞かせてくれないか。もし敵同士でなかったら、俺はクルドと、もう少し違った形で話ができたかもしれない……一方的にだが、そう思ってるんだ」

　男が男のことを聞くというのは、気恥ずかしいものだった。鼻の頭を掻かくリクトを見て、アルシェは口元を押さえて、くすっと笑う。まだ赤らんだ目を、涙で潤ませながら。

「何から話せばいいのでしょうか……私が兄と一緒に居たのは二年だけで、お話をしたことも、そんなに多くはないのですが」

「話したい部分だけでもいい。少しでも、聞いておきたいんだ」




　アルシェの母は女神アルマーンに仕える最高司祭の娘だった。母親は神殿の意向に背いて娘を産み、女手ひとつで育てたが、二年前に流行はやり病にかかって亡くなった。

　アルシェは父親の顔を知らない。しかし父親の使いだという青年が神殿を訪おとずれ、母亡き後、神殿で奉ほう仕しをしていたアルシェを迎えに来たのだという。その青年が、クルドだった。

「元は、お兄さまは神性魔術セイクリツドを習得するために神殿を訪れたのです。後から私が母親違いの妹であると知って、アルマ・ノヴァへと連れ帰りました」

「そうだったのか……父親のことはわかったのか？」

「……はい。ですが、それをまだ公おおやけにすることはできません。私もクルドお兄さまも、父の正妻の子供ではない……隠し子なんです」

　しかし、アルシェの口ぶりでは、父が誰なのかは知っているようだった。そして、それこそが、ハルヴォルがクルドを目の敵にした理由でもある。

「話は変わるが……ハルヴォルは、どういう人物なんだ？」

「ハルヴォルは前にも言った通り、皇帝ゲオルグ・ダレンシウス陛下の実じつ弟ていです。強力な神性魔術師で、若くして魔術軍団の団長となりました。それから三十年間、軍団長を続けています」

「……なぜ、エルセリアの自律魔道ソーサリーを求めてるんだ？　北の脅きよう威いに対たい抗こうするには、別の手段もあるんじゃないのか」

　それがどうしても、リクトにとっては疑問だった。北から攻せめられているのなら、東に位置するエルセリアを攻めるのは道理が通らない。たとえ、自律魔道の力を手に入れれば大きな戦力になるとしても。

　さらに、自律魔道の使い手は、エルセリアの国内には残り少なくなっている。昔は優ゆう秀しゆうな使い手が多くいたが、今は戦争に投入できるほどの人数はいない。

「ハルヴォルは……戦争を、終わらせたくないのかもしれません。何な故ぜなのかは分かりませんが、彼かれの行動を見ていると、そう思う他にありません」

「……戦いに魅入られているっていうのか。それじゃ、本当に……」

　ハルヴォルは狂っている。何故そうなったのか、リクトは少しでも手がかりが欲ほしいと思った。敵を知らずに突っ込んでいくのは、無む謀ぼうでしかない。

「……他に、ハルヴォルのことで、何か気になることはあるか？　それが、奴やつを倒すための手がかりになるかもしれない」

　リクトに問われて、アルシェは思案する。そして、心当たりは見つかったようだった。

「皇帝陛下が病びよう床しように臥ふせられる少し前のことです。同時期に、ハルヴォルがある行動を起こしました」

「ある行動……？」

「アルマーン大神殿の西に、グラムド火山帯と呼ばれる場所があります。ハルヴォルは付近住民の要よう請せいを受けて、そこに住まう赤せき竜りゆうの討とう伐ばつに赴きました」

「赤竜……竜の中で最も強く、凶暴性も最悪と言われる種族じゃないか」

　リクトたちが魔将の資格を得るために討伐した黒こく竜りゆうは、赤竜と比べると比ひ較かくにならないほど攻こう撃げき性が低く、戦せん闘とう能力も高くはない。怒いかりと共に赤熱する鱗うろこを持つ赤竜は、人間が立ち向かうこと自体無謀としか受け取られない、最強最悪の戦闘生物だった。

「ハルヴォルは二週間戻りませんでしたが、戻ってきた時には、連れて行った兵を全員失い、それと引き換えに一匹の赤竜を捕とらえて戻ってきました」

「赤竜を捕らえた……そいつは、どこにいるんだ？」

「帝都の地下には、下水道を作る際に一緒に作られた、貴族たちの避ひ難なん道があります。その一角で、竜の鳴き声を聞いた者がいる……それは地を揺ゆるがすようで、どこか物悲しい、そんな声だったそうです」

「それが赤竜だっていうのは、想像に難かたくないな……」

「はい……仲間を奪われた赤竜は怒り狂い、竜の被ひ害がいを受けていた村を滅ぼしました。ハルヴォルは初めから、村を救うつもりはなかったのです」

「そうまでして、赤竜を手に入れたい理由があった……それが、ハルヴォルを倒すための手がかりになるのか？」

　リクトが問うと、アルシェは静かに頷うなずいた。

「ハルヴォルがクルドお兄さまを殺あやめてまで、何をしようとしているのか。城の地下にいる赤竜を見つけることができれば、手がかりが掴めるかもしれません」
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「敵の手の内を知る……か。確かに、足元から揺さぶってみるのが良さそうだ」

「……申し訳ありません。敵の懐に潜り込むというのは、最後に選ぶべき策です。古い兵法書には、死地の中に活路を見み出いだすという記述がありますが……それは、他の策が成らない時の苦肉の策です」

　軍師として不ふ甲が斐いない、というアルシェの気持ちが伝わってくる。しかし、リクトは十分すぎるほど、彼女が自分の役割を果たしていると思っていた。

「博識だな……本当に。俺がアルシェの歳としの頃ころには、単細胞もいいところだったよ」

「私は今年を迎えて、数えて十三になりました」

「俺は十八だ。五つ下か……やっぱり、結構離はなれてるな」

「……五つなら、それほど大きな差ではないと思います」

　月明かりの中で、アルシェは頬を赤らめながら言う。途端に照れて、リクトは隣り合わせに座っていることが落ち着かなくなり、立ち上がる。

「五つ違うなら……あ、あの。私、マリエスさんと比べて小さくても、無理はないでしょうか……」

「ん……あ、ああ。マリエスは、ここ最近でやたらと成長して……いや、そんなところばかり気にしてるわけじゃないんだけど」

　アルシェが胸元に視線を落としながら言うので、リクトは思わず励ます。マリエスも十三の頃は、システィナやセシルと比べてなかなか発育しないと悩んでいたものだった。

「リクト様から見て、私は……やはり、子供でしょうか……？」

　不安げに問う少女を見て、リクトはすぐに答えられない。けれど、答えなくてはならないと思う。

「俺は……」

「アルシェ様っ、リクト様、こちらにおられましたかっ……はぁっ、はあっ」

　リクトが意を決した瞬しゆん間かんに、フィアが宿から駆けてくる。彼女は両膝に手を突ついて、走ってきて乱れた息を整えた。

「あっ……も、もしや、大事な話をされていましたか？　私、空気が読めなくて……」

「……フィア、捜しに来てくれてありがとう。リクト様、話を聞いてくれて、ありがとうございました。今話したことは、どうか心に留め置いてください」

　アルシェは少し名残惜しそうにしつつも、話を打ち切る。

　そんな気き遣づかいこそが、彼女がどう見えているかという問いに、改めて答えを与あたえた。

　アルシェは自分と同じ高さの視線を持っている。リクトは心からそう思っていた。
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　宿場町を出たリクトたちは、三日後に帝てい都とアルマ・ノヴァに辿たどり着ついた。城門の中に入る者に検問をかけてすらおらず、リクトたちは容易に街の中に入ることができた。

「帝都というには、あまり治安が良いように見えないわね」

「城じよう壁へきで、下層民街と貴族街が隔へだてられているのです」

「強い階層意識があるのですね。エルセリアでは、城壁で街を分けたりはしていませんが」

　セシルが言うと、アルシェはさらに説明を補足する。表情は決して明るくはなかった。

「帝都に人が集まるのは、当然のことです。アルマジーアは軍国主義ですから、試験に通って士官になることが、そのまま成功を意味しています。それが成らなかった人たちも、帝都の傍そばを離はなれようとしません……ここにはアルマジーアの文化の全てがありますから」

「そういう人たちのために、二つ目の城壁を造ったのか……」

「いいえ。帝都が広がりすぎるのを、防ぐため……そして、侵しん略りやくから守かみるためです」

　アルマジーアの北方に広がる広大な砂さ漠ばくを領土とする大国、『レグディオラ』。エルセリアからは遠く思えるその国は、アルマジーアにとっては、隣接する脅威だった。

　エルセリアがルクサンブルを奪だつ還かんし、クルドが居なくなった今、ハルヴォルは北に対する対処を迫られている。その内容は、リクトには一つしか考えられなかった。

「ハルヴォルが自律魔道を手に入れることに執着しているなら、いずれ再び、エルセリアに戦争を仕掛けてくる。その前に、奴を倒すしかない」

　リクトの言葉に、マリエスとセシル、アルシェは目的を再確かく認にんする。ここに来たのは、ハルヴォルを倒すためだ。

「フィア、貴族街に入ることはできますか？」

　アルシェが問うと、フィアはこともなげに答えた。

「貴族街に届けられる荷物の搬入経路があります。そこで賄賂を払えば、検閲を受けずに通ることはカンタンですよ」

　あっけらかんと言うフィアを見て、セシルは厳しい顔をする。規則を重視するセシルには、その発言は看過できなかった。

「賄賂……そんな不正がまかり通っているのですか」

「そうすることで、貴族街の人も、表向きは隠したままで、下層民街の人とやりとりが出来るじゃないですか。持ちつ持たれつですよ、セシル様」

「それは……確かに、そういう面もあるのでしょうが……」

　セシルはフィアの言葉に納なつ得とくできていない様子だが、それ以上は何も言わなかった。今は議論しても仕方のないことだと、リクトは思考を切り替かえる。

「騒さわぎを起こさずに入れるなら、それが一番いい。ハルヴォルは、城にいるのか？」

「平常は、貴族街の中心にある城にいます。皇帝陛下の弟であるハルヴォルは、城の一区画を与えられていますから」

「ただの軍人じゃないってことね。うーん、敵は手て強ごわいほど燃えてくるわね」

「くれぐれも油断しないでください、マリエス。ここは既すでに……」

　セシルは口には出さなかったが、リクトには何を言いたいかは伝わった。

　ここはもう、敵の本拠地――何が起きてもおかしくはない。ルクサンブルからここに来るまで続いている任務を、失敗に終わらせるわけにはいかない。




　リクトたちは貴族街に荷物を通す門をフィアの手引で通り抜け、目立つ道を避さけて、グレイシオ家の屋や敷しきに向かった。

　フィアは先に家の中に入り、他の住人がいないことを確かめてから戻ってくる。

「フィア、お義と父う様さまとお義か母あ様さまはいらっしゃいましたか？」

「いいえ、お館様は北方の守備に出られたままのようです。今回は、奥様も同行されていますね。お館様は長く屋敷を空けられていますから」

「そうか……そういうことなら。アルシェはここで、フィアに匿かくまってもらってくれ。ここからは、同行するには危険が大きすぎる。これからは、俺たちに任せてくれ」

「……分かりました。皆さんの足を引っ張らないよう、隠れています」

　アルシェは迷ってから、そう決断した。リクトは頷き、その頭を撫なでようとして、彼かの女じよを馬に乗せるとき、子供扱あつかいを気にしていたことを思い出した。

　――絶対に、生きて帰る。赤竜と対たい峙じしても、ハルヴォルと遭遇したとしても。

「これが最後の戦いだ。そうだろう、アルシェ」

「……そうなるかもしれません。くれぐれも、ご無理は……」

「ここまで来て退くことは考えられません。戦争を終わらせるため、死力を尽つくします」

　セシルが決意を口にすると、マリエスも頷く。死ぬかもしれないとわかっていても、マリエスの瞳は落ち着いていた。リクトが一緒ならば、と彼の横顔を見やる。

「城の地下に、竜が捕らえられてるのよね。それを見つけたあと、私たちはどうするの？」

「赤竜を捕らえたという事実が、ハルヴォルの強権を許す一因になっています。ですから……皆さんに、竜を逃にがして欲しいのです。赤竜も解放を望んでいるはずですから」

「逃がす……そうか。それだけで、ハルヴォルから力を殺そぐことができるんだな」

「はい。エルセリアの魔将は、言い伝えのとおりならば、竜を御する力を持っている……それほどの強さがあるのなら……」

「不可能ではない……いえ。可能にしなければなりませんね。私たちの力で」

　黒竜と赤竜では、強さの格が大きく異なる。しかし、リクトは絶対に勝てないとは思わなかった。相手は同じ竜種なのだから。

「赤竜って物凄く凶暴って聞いたけど……だ、大だい丈じよう夫ぶかしら。でも二人が行くなら、やるしかないわね……アルシェちゃん、どこに行けばいいの？」

「城の地下です。生前に、兄が城の設計図を手に入れて、私に見せてくれたことがあります……そこで、城の地下に、不自然に黒く塗ぬられている空間を見つけました。地下道が繋つながっているはずなのに」

「その空間に赤竜がいる可能性は高いな。アルシェ、行き方を教えてくれ」

　アルシェは静かに頷くと、城の地下に潜るための経路を説明するために、一度リクトたちを、屋敷の書しよ斎さいに招き入れた。




　魔術軍団の副団長であり、ハルヴォルの腹心である男の家が、貴族街の一角にある。その屋敷の裏側に、ひっそりと建てられた石碑がある。その裏側に、王城の下に繋がる地下道の入り口が隠されていた。

　アルシェはリクトたちに、地下道に入った後に向かう方向を教え、彼らを送り出だした。そして書斎に一人残って、両手を合わせ、無事を祈る。

　揺らぐカーテンから差し込む光の中で、アルシェは祈り続ける。

　戦う力を持たないことを、これほど辛つらく思ったことはなかった。クルドが戦場に向かう時にも同じように祈ったが、その時とは違っている。

　リクトはエルセリアを守るために戦っている。敵だった自分を殺すことをせず、クルドの志まで背負って、ここまで来てくれた。

　リクトだけではなく、マリエスとセシルの強さも知っている。それでも、ハルヴォルを倒すためには、まだ足りないのだと、アルシェの心のどこかが警鐘を鳴らしていた。

　神性魔術師として優秀とはいえ、赤竜を捕らえるなど、人間のできることではない。今のアルマジーアにおいては、ハルヴォルはもはや、一部では人間とすら見られていないと言っていい。

　それでも、兄より強いリクトならば……そう信じながらも、不安は消せない。

　アルシェは祈ることをやめて、目を開ける。その目はどこか遠くを見つめている。

「……リクト様。私には……」

　胸の内に溜ためたものが溢あふれて、言葉としてこぼれようとする。そのとき扉とびらが開く音が聞こえ、フィアが温かい飲み物を運んでくる。

「アルシェ様、お茶を……飲めば、気持ちが落ち着きます」

「……ありがとう」

　アルシェは器を持ち上げて、琥こ珀はく色いろの液体に口をつける。

「っ……!?」

　従者の少女の白い髪が、窓から差し込む風に揺れている。彼女はアルシェが器を床ゆかに落とし、その場に力なく伏ふせるところを、温度のない微ほほ笑えみを浮かべながら見つめていた。

「フィア……どうして……」

「……申し訳ありません、お嬢じよう様さま。これ以上、あなた方に『お父様』の邪じや魔まをさせるわけにはいかないんです」

　フィアは眠りに落ちたアルシェを見下ろしながら、聞こえないと知りつつ独白する。

　そして彼女は白い手袋を外し、人差し指につけられた、鬼を象かたどった模様が刻まれた指輪に唇をつけた。
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　アルマジーアは七十年ほど前に赤竜の脅威に晒さらされ、帝都が一度焼け野原になったことがあった。時の皇帝は炎上する城と運命を共にし、生き残った皇子が跡を継いだが、二度と皇帝を失う事態を招かぬように、城の地下に要よう塞さいを造った。

　しかし帝都に赤竜の脅威も、敵の侵しん攻こうもないままに時が過ぎ、地下要塞はその役割を果たすことなく、皇帝や貴族からも存在を忘れられかけていた。

「こんな地下道を作っておいて、使われずに風化しかけてるとはな……」

　地下道を歩きながら、リクトは呟つぶやく。広い空間に反響し、声は闇やみに呑のまれる。

　明かりは無いが、リクトたちの周りだけは照らされている。マリエスが精霊魔術エレメンタルで《蛍火ウイルオ・ウイスプ》を数体召しよう喚かんし、光源としていた。

「アルマジーアは昔、赤竜にちょっかいを出したりしちゃったのかしら……一回怒らせると、国を滅ほろぼすまで暴れるっていうしね」

「どうだろうな……実際に、アルマジーアは滅ぼされかけてる。その赤竜と戦たたかって、ハルヴォルは勝っている……何かあるんだ。赤竜を倒し、捕らえた方法が」

「まさか……『禁呪』ってこと？」

　マリエスがその名前を口にすると、リクトもセシルも絶句する。

　禁呪とは、三つの魔術体系に属さない、存在自体を禁じられた呪じゆ文もんである。

　アルマーン、エウスレアを含む六神とともに存在したと伝えられる、七番目の神。その『忘れられた神』がもたらす神性魔術こそが、禁呪と呼ばれている。

　破は壊かいと死を司つかさどる神であった『忘れられた神』の力を借りる禁呪は、極きわめて苛烈な威いり力よくを持ち、術者自身の精神を破壊するなど、代だい償しようも破滅的なものだったと言われている。

　今では使うこと、呪文を知っていること自体が罪とされ、禁呪を発動するための『魔道具』の類たぐいは、所持しているだけで没収か、悪ければ極刑となる場合もある。

　リクトも究極の力として禁呪に関心を持ったことがあったが、システィナに固く禁じられて、追い求めることをやめた。禁呪の威力は確かに凄すさまじいが、それを使うということは、魔人どころか、本当に人でなくなるということと同義だった。




　ハルヴォルが禁呪を使ったのなら、赤竜を捕らえられてもおかしくはない。しかし、その推論は、リクトの中では否定された。

「禁呪だとするなら、忘れられた神ってやつを、ハルヴォルが信しん仰こうしていることになる。奴は、アルマーンを信仰する神性魔術師のはずだ」

「普ふ通つう、二つの神を信仰することは出来ないわよね……じゃあ、本当に単純に、ハルヴォルが物凄すごく魔術師として強いっていうこと？」

　今はまだ、ハルヴォルの持つ力については推測でしかない。何らかの方法で赤竜を捕らえたということが分かるのみだ。

　――その時、通路に、三人の会話と空気の流れ以外の音が聞こえてくる。

「この声は……赤竜……？」

　地の底から響くような声は、次し第だいにはっきりと聞こえ始める。それは紛まぎれもない、竜種の放つ咆ほう哮こうだった。

　ズシン、と通路全体が揺れる。パラパラと砂が天井からこぼれ、脆もろくなっていた部分に亀裂が入る。上に人が住んでいるのなら、地面を揺らされれば気づかないわけもない――おそらく、この鳴き声の主は、今初めて暴れ始めた。

　リクトたちの前方で通路が途絶え、闇が広がっている。一行は、既に目的の場所に辿り着いていた。アルシェの示した、地下道の設計図の空白に。

「赤竜がいる……あの先の空間に」

「や、やっぱりいるんだ……私の炎でも、ちょっと正面からは戦えないわね」

「リクト殿どの、どうやらあの先は、広い空洞になっているようです。飛び込めば、赤竜の息で迎げい撃げきを受けるかもしれません」

「俺が降おりてから二人を呼ぶ。俺一人なら、自律魔道で身を守れるから」

　マリエスとセシルは、リクトの発言に全幅の信しん頼らいを置き、頷きを返す。個人の戦闘力においては、同じ魔将であっても、二人はリクトに遥はるかに及およばないと認めていた。

「咆哮が止まった……行くぞっ！」

　リクトは黒い短たん剣けんを抜きながら、闇へと躍り出る。遥か先の眼下に、紅あかい目を光らせる、巨きよ大だいな爬はち虫ゆう類るいを思わせる獣けものの姿が見える。その背中には、翼があった。

　頭上から届く光が、翼、角、そして白い鱗を浮かび上がらせる。間違いなく、それは竜だった。敵を認めた瞬間、沸騰するようにその鱗が赤く染まる。

　竜は首を擡もたげて上を向くと、周囲の大気を揺るがすような猛もう烈れつな吸気を始めた。

「――これより我わが魔まり力よくによって、世界は変容する……！」

　空に向けて赤竜が顎を開き、灼しやく熱ねつの白炎が吐はき出される。リクトはその炎が身体に届く前に、空中で身体を反転させ、炎に向けて手をかざす。

「大気を絶ち、全すべてを隔てる盾たてと成す――《空絶ノ道エリアス・ロウ》！」

「グガァァァァァッ！」

　リクトは前方の空気に魔力で干かん渉しようし、炎の熱を遮しや断だんしようとする。

「くっ……！」

　赤竜の炎の熱量は、マリエスの魔術よりも遥かに強く、リクトは戦せん慄りつを覚える。

「――水精霊ウンデイーネよ、蒼あおの宝ほう珠じゆを三つ捧ささぐ！　我に水の加護を与えよ……《水精の天蓋アクア・シエル》！」

「ゴォァァァァアァァッ！」

　追い討ちをかけるように赤竜の炎が強さを増す。しかし自律魔道と精霊魔術の二つの盾が、その熱量を防ぎきり、リクトに距きよ離りを取るだけの猶ゆう予よを与える。

「グルルルゥゥ……グガァァ……！」

　炎を防いでも、まだ標的が生きている。赤竜の敵意に染まった瞳は、リクトという存在を測るように見下ろしていた。

　リクトがいる場所――赤竜が捕らえられていたそこは、円筒状の巨大な空間だった。見上げると、遥か上から日光が差し込んでいる。

　赤竜の体長は成体の大きさではない。完全な成体となるには、あと百年は必要だった。

　もし成体ならば、ひとたび怒り狂えば、かつてのアルマジーアと同じ惨事を生む。リクトは獰どう猛もうな眼光に少なからず威い圧あつされるが、胆力で振ふり払った。

「こんなところに閉じ込められれば、怒りたくもなるよな……赤竜よ」

　問答無用で攻撃された後に言葉が通じるとは思えないが、リクトは語りかける。竜は天災とも言われるが、敬意を払はらうべき相手だった。純じゆん粋すいに強く、美しいという意味では。

　――しかし。威い嚇かくを続けていた赤竜の目に、知性の光が宿る。獣性と理性の境目で揺れるようなその瞳に、リクトは言葉を失う。

　竜が、まるで人間のような目をしている。そう思った瞬間に、リクトは自らの内側から声が響いてくるような、奇妙な感覚を味わっていた。

（二つの魔術を同時に使いこなす……そのような人間がいるとは、信じられぬ……）

「……この声……まさか……！」

　赤竜は何かに抗あらがうように、苦しげに身体を震わせる。すると、紅く染まっていた目が金色に変わり、一度は紅に染まった竜りゆう鱗りんが、白に戻っていく。

（その技わざ……エルセリアの者か……アルマジーアは六魔将を悪魔のように恐おそれているが……ほんに、人間とは思えぬ力を持っているのじゃな……）

「……竜が、喋しやべってる……いや、竜りゆう魔ま術じゆつで話しかけてるのか……？」

（その通りじゃ。この形態で人に思念を伝えるには、魔術を使うしかない……主はどうやら、我らをまことの『竜』だと思っているようじゃな……）

「まことの……竜？　竜は、竜じゃないのか……？」

　竜が人間の言葉で、頭の中に直接語りかけてきたこと、その声がまるで妙齢の女性のようであること、そして『まことの竜』。想定外のことばかりで、リクトは当惑する。

（ぐっ……ぅぅ……やはり……抑えこむことはできぬか……）

「抑えこむ……？　一体、何を……」

　赤竜の目が次第に紅く染まり始める。苦しさを紛らわすように、巨大な尾を地面に叩たたきつけ、赤竜は耳をつんざくような咆哮を放った。

「ゴォォァァ……グゥゥォオァァァァァァァーーーーッ……！」

「ぐっ……！」

　空間に反響する、凄まじいまでの音の暴力に、リクトは耳を塞ぐ。

「どうした……何を苦しんでるんだっ……！」

（はぁっ、はぁっ……もはや……縋すがる他ないか……人間よ、頼たのみがある……わらわの……わらわの角を……『枷かせ』のつけられた角を、折って……たもれ……）

　赤竜の頭部に生えた二本の角。そのうちの一本に、鎖くさりのようなものが巻きつけられている。鎖には輪のようなものが通されていて、禍まが々まがしく黒い輝かがやきを放っていた。

（その魔道具は……ハルヴォルがわらわの意志を操あやつり、お主と戦わせようとするための……呪いのような、もの……うぅっ……あぁ……あぁぁぁぁっ……！）

　響ひびいてくる声が悲鳴に変わる。赤竜は首を振り乱みだして炎を吐き散らし、直後に尻尾を振りぬき、リクトの不意を突いて尾の先端を叩きつけた。

「っ……何て重さだ……っ！」

　尾を辛かろうじて短剣で受けるが、その威力を殺しきれずに、リクトは大きく吹き飛ばされる。直後に炎の追い討ちを受けるが、《空絶ノ道》で防ぎ、一度赤竜と距離を取る。

（……頼む……この忌まわしい……枷を……わらわの、角ごと……切り落として……）

　赤竜の言葉に従うしか、この場を切り抜ぬける方法はない。リクトは覚かく悟ごを決め、短剣を構えて腰を落とす。

「俺の力と……竜の角。どちらが勝まさるか、勝負……！」

「グォォォッ……！」

　赤竜が唸うなり声を上げながら飛びかかる。自らの肉体の強さに頼りきった、赤竜の直線的な動きを見切って回かい避ひし、リクトは生まれた隙すきを見逃さずに詠えい唱しようする。

「《魂力ノ道ソルブレス・ロウ》……！」

　魂を源として引き出した魔力を、自らの攻こう撃げき力りよくに変える。この技を使う度に、リクトは自分の肉体と魂が、限界を超えて磨みがき抜かれていくように感じていた。




　――我が身体を刃に変え、全てを斬きり裂さく光と成す――




　リクトは肉体を凌りよう駕がした思考の中で、自分の身体に『移動』と、『突き』を同時に命じる。少しでもタイミングを外せば、攻撃は的はずれな位置で繰くり出される。それでも、赤竜が火炎を吐くより先に攻撃し、角を狙ねらうには、この方法を使うしか手段がなかった。

「――遍あまねく全てを、断滅する……《光刃ゼスフオギア・ロウ》ッ！」

　紫むらさき色いろの魔力の刃が、突きを繰り出す一いつ瞬しゆん、爆ばく発はつ的てきに強化される。

　今まで斬ってきた全てのものよりも硬かたく重い手て応ごたえが一瞬だけあり、そのままリクトは赤竜が視し認にん不可能な速度で通り過ぎ、遥か間合いの外まで抜けて再び姿を現した。

（くぅぅっ……あぁ……！）

　赤竜の咆哮と苦痛の叫さけびを、同時に聞く。逆手に構えた短剣を包つつんだ魔力は失われ、黒く染まった刀身に亀裂が入る。赤竜の角は、黒竜の血を浴びた剣けんを魔力で強化したものを砕くほどの硬度があった。

　確かな手応えを感じながら、リクトは振り返る。そこには角を一本失った赤竜の姿があった。地面には、折れた角が転がっている――付けられていた鎖は、リクトの斬撃で引きちぎられていた。

（良くぞ……枷を外してくれた……お主に賭けて良かった。このまま地下で朽ち果てるよりはと、ハルヴォルの声に耳を傾けてしまうところだった……）

「お前の角に、その鎖……『枷』を付けたのは、ハルヴォルなのか……？」

（思い出すだけでも忌まわしいことよ……わらわは、そのようなものが未いまだに存在しているとは思っておらなんだ。禁呪など、とうに失われたものと思っておった。それさえなければ、わらわがあの男に捕らえられるものか）

　声に苦痛と苛立ちを混じらせながらも、赤竜はリクトの心に語りかけてくる。地面に落ちた『枷』――角を縛り付けていた鎖を、赤竜は爪を振るって弾はじき飛ばす。

　そのとき、鎖に嵌はめられていた金属の輪が飛び、リクトの足元に落ちる。それを拾い上げて見た時、リクトは寒気のするような既視感を覚えた。

「これは……この形は、どこかで……」

（鬼神の指輪……とハルヴォルは言っておったが。『忘れられた神』が、他ほかの六神が創つくりだした竜人族ドラゴニクスを嫌きらい、人間に作り与えた魔道具じゃ。このとおり、我らは身に着けるだけで理性を失い、精神を侵食される）

「ドラゴニクス……竜じゃないのか？」

（まことの竜は、このようにやすやすと人間の前に姿を現さぬ。お主らが竜と呼んでいるのは、竜に化け身しんし、完全な竜に近づこうとする、我らのような種族じゃ。わらわもまた、竜の姿を模しているのみで、本来は主らと同じような姿をしておる）

「それが本当なら、俺おれが倒たおした黒竜は……」

（その剣は、黒竜の血を浴びておるな。それも正確には、黒竜種の竜人族ということになる。千年を生きればまことの竜となるが、そこまで生きられるものはそうはおらぬ。わらわも、まだ生まれて二百三十年ほどじゃからな）

「二百三十年……そんなに生きてるのか」

　人間ならば何度も世代が変わり、時代すらも変わってしまうほどの時間。それほど長く生きていると聞かされても、リクトにはすぐに実感が湧かなかった。

（わらわの名はフレイア。白はく焔えんのフレイアとも呼ばれておる）

「俺は、リクト・ゼスフォードだ」

（リクトか……わらわの角を折った者の名は。お主は、何をするためにここに来た？　よもや、捕らえられたわらわの噂うわさを聞きつけ、物見遊山に来たわけではあるまい）

「俺はハルヴォルを倒し、戦争を終わらせるためにここに来た。エルセリアの魔将として、国を護まもるために」

　迷いなく答えるリクトを見て、赤竜は笑ったように見えた。そして、リクトの前に頭を垂れてから、ゆっくりと見上げる。それは、礼儀を払っているようにも見えた。

（お主を襲おそっておいて、言えることではないが……わらわには、さほど力が残っておらぬ。お主が自律魔道の使い手ならば、魔力を分けてはくれまいか）

「俺たちに、協力してくれるのか？」

（わらわはこれから、奪うばわれたものをハルヴォルに返してもらわねばならぬ。お主がハルヴォルと戦うのならば、わらわにとっても目的は同じ。戦いが終わった暁には、お主を主人として仕えようぞ。借りた恩は、返さなくてはならぬ）

「奪われたもの……？」

（一つは、竜の血……わらわの血を奪ったハルヴォルは、赤竜の力の一部を手に入れている。もう一つは、我が娘むすめじゃ）

　二百三十歳であれば、子供がいてもおかしくはない。話し方や頭に響いてくる声からしても、赤竜は雌――もとい、女性だとリクトは感じていた。

「俺の魔力が、竜に使ってもらえるかは分からないが……試ためしてみるか」

　リクトは竜に手を当てて、自分の魔力を送り込む。じわりとリクトの手のひらが輝くと、赤竜の身体からだが魔力の光に包み込まれた。紫むらさき色いろの魔力の光が、竜の体内では橙だいだい色いろに変わる。

「俺は、お前を逃がしに来たんだ。力を取り戻してくれると有り難いが……」

（お主の力は、人間か疑わしくなるほどじゃな……すさまじい。わらわの枯渇した魔力を、半分も埋うめてしまえるとは。それで、加減しているのじゃろう？）

「『光刃』は大きく消しよう耗もうするから、自分の戦う力を残すと、もう本当にギリギリだ」

（それで十分じゃ……この戦いを切り抜けて、外に出るぞ、リクトッ！）

「っ……！」

　フレイアが翼を広げて空中に舞い上がり、リクトも同時に後ろに飛び退すさる。次の瞬間、空間を貫つらぬくように雷かみなりの槍やりが走り抜け、二人が居た場所に突き刺ささった。

（ハルヴォル……ッ！）

　怒りと憎にくしみを込めて、フレイアがその名を呼ぶ。円筒状の空間の遥か高みから、金色の髪かみを持つ男が姿を見せ、こちらを見下ろしていた。




　リクトの戦闘を見守っていたマリエスとセシルたちは、通路を進んでくる無数の人影に気づく。姿を見せたのは、アルマジーアの魔術軍団の兵士たちだった。

「セシル姉……やるしかないみたいね。なんとか退路を守らなきゃ……！」

「リクト殿っ、我らのことは気にせず戦ってください！　ここは必ず守り抜きます！」

　セシルが剣を抜き放つと、魔まじ術ゆつ軍団の中から、一人だけ甲かつ冑ちゆうを身に着けた剣けん士しが前に出る。貴族的な優美さを思わせる面立ちが、今は殺意の一色に染まっていた。

「……私はアルマジーアの副騎き士し団だん長ちよう、リベルタ・ウェンデル。貴公らを一人足りとも生かしておくつもりはない。クルド様を殺した罪、その命で償うがいいっ！」

　リベルタは剣を抜くと、セシルに問答無用で斬りかかる。

　マリエスは魔術軍団がリベルタに加勢してセシルに攻撃しようとしていることに気づくが、二人を巻き込んでしまうために、集団を殲せん滅めつするような攻こう撃げき魔ま術じゆつは使えなかった。

「エキドナの瞳ひとみよ、我が眼前の全てを、戒いましめの鎖で縛り付けよ……《幻魔眼・ヒユプノスアイ・支配領域テンプテーシヨン》……！」

「マリエス、それは……魔力の消費が大きすぎますっ！」

「セシル姉、私のことは気にしないで……っ、来るわよっ！」

　マリエスに気を取られたセシルの隙を、リベルタは逃さずに突く。

「迂う闊かつなっ……！」

　リベルタはセシルに一いち撃げき目を捌さばかれるが、すぐさま追つい撃げきを繰り出す。足元に向けて繰り出された二撃目をセシルが跳ちよう躍やくして避よけた次の瞬間、リベルタは跳ねあがりながら、掬すくい上げるように剣を振り上げ、セシルの喉元を狙う。

「――落ちろ。《天翔剣スカイドライブ》！」

「太た刀ち筋すじは悪くない……ですが……！」

　セシルは空中で身体をひねる。それだけでは自分の剣を返すことはできないと、リベルタは確信する――しかし次の瞬間、リベルタの目が、本来の感情を取り戻して見開かれる。

「風精霊シルフよ、荒れ狂くるう嵐あらしの力をここに……《青嵐剣ストーム・ブリング》！」

「くぅっ……ぁ……うぁぁっ！」

　セシルの剣とリベルタの剣がぶつかり、火花を散らした瞬間に、リベルタの身体は竜巻に包み込まれていた。豪ごう風ふうの力でリベルタの鎧よろいの留め金が壊れて吹き飛び、彼女自身も地下道の石いし床ゆかに叩きつけられる。

　それでもリベルタは戦意を失わなかった。血を流しながらも立ち上がり、剣を握にぎる。

「……まだ……私は……クルド様の仇かたきを取るまでは……っ」

「目を覚ましなさいっ！　リベルタ殿、あなたは騙だまされているのです！　私たちは、クルド・グレイシオを殺してなどいないっ！」

　セシルが一いつ喝かつすると、立ち上がろうとしていたリベルタの瞳が揺れる。しかし、その手は剣を握り、再び戦う意志を持って掲げられる。

　リベルタの頬ほおに涙なみだが伝う。セシルはそれを見て、心痛に唇を噛かんだ。

「……私はクルド様の元で戦っていられたら、それで良かった。それなのに……あの方の死に際に共にいることもできずに、おめおめと生き延びている。そんなことが許されるわけがない……っ！」

「あなたの無念を全て分かるとは言えません……ですが私も、決して負けられない。リベルタ・ウェンデル……騎き士しの誇ほこりがあるのなら、死ぬことではなく、生きることを考えて剣を振るいなさいっ！」

「――うぁぁぁぁっ……！」

　リベルタはセシルに斬りかかっていく。しかしセシルはその斬撃の全てを見切り、リベルタの剣をことごとく弾き返かえした。




　リクトたちを高みから見下ろしながら、ハルヴォルは忌いま々いましげに話し始めた。

「騒がしいと思えば、ネズミが入り込んでいたか……もう少しで、赤竜も完全に仕上がっていたものを」

（仕上がるじゃと……お主に従順な奴隷としてか。ハルヴォルよ、貴様の思いあがりがこれよりお主自身の身を滅ぼすことになる）

「ハルヴォル……ここで会えるとは思ってなかったよ」

　ハルヴォルが赤竜の異常に気づき、こちらに来ることは、事前から推測できた。その通りになった今は、リクトにとって、震ふるえが来るほどの好機だった。

　ここでハルヴォルを討てば、システィナから受けた使命を果たすことができる。兄を殺されたアルシェの無念を、晴らすことができる。

（我が瞳は、全てを見通す）

　リクトは自律魔道を用いて、自らの視力を強化する。アルマジーア城の直下にあるこの空間には、城から地下通路が延びているのだということは、容易に想像がついた。円筒の空間の壁かべに沿うようにして螺ら旋せん階段が作られ、ハルヴォルのいる場所にまで続いている。

「クルドを殺したのは、お前なのか……？　ハルヴォル」

　遠回りも何もなく、リクトは問う。その声が響き、リベルタの耳に届くということに、今は気づいてもいない。

「そうだとしたら、どうする？　エルセリアのネズミが、アルマジーアの将の仇を討つとでも言うのか。アルシェに会って、情にほだされたのか？」

「アルシェ……アルシェのことを、知っているのか？」

　クルドがアルシェを軍師としていたことは、秘匿されていたはずだった。それをハルヴォルが知っているのなら、クルドの屋敷に残してきたアルシェの身が危うくなる。

　リクトは動どう揺ようを隠かくすように努める。ハルヴォルは、悠然と笑いながら言葉を続けた。

「貴様らは、アルマジーアの力に呑まれる。エルセリアの全てを差し出し、降こう伏ふくせよ。今のうちならば、これ以上血を流さずに戦を終わらせられる」

「この戦を起こしたお前が、その口で言うのか……そんなことを、誰だれが信じられる」

　降伏したエルセリアを、ハルヴォルがどう扱うか。リクトにとっては、今の態度を見ていれば火を見るよりも明らかだった。エルセリアの民たみは、人間の扱いをされないだろう。

「この戦はきっかけにすぎない。アルマジーアは今よりも強くならねばならない。エルセリアに敗北したまま、自律魔道の力を悪魔の力だと恐れながら、いつか北の外敵に蹂じゆう躙りんされて滅ぶ。そんな未来を、私は否定しなければならない」

「……それは建前の理り屈くつだろう、ハルヴォル。ただ国を強くしたいのなら、クルドを殺す必要などなかった」

　リクトの言葉に、ハルヴォルは笑っていた。酷薄で、氷のように冷たい笑えみだった。

「和平などという生易しいことを考える騎士団長は、この国には必要ない。粛清が必要だったのだ。どのみち、いつかは殺しておかなければならなかった。奴やつが皇こう帝ていの血を引いていなければ、そうはならなかったのだがな」

「何っ……!?」

　クルドが皇帝の血を引いている。アルシェは、クルドと父親が同じだと言っていた。

　ハルヴォルにとって、どうしてもクルドが邪魔になる理由……それは。皇帝の嫡子であるクルドが、皇帝位を継つぐ上での障害となるからに他ならなかった。

「……皇帝の位を簒さん奪だつするために、自分の甥おいを殺したのか……！」

「クク……クククッ、ハハハハッ……」

　ハルヴォルの哄こう笑しようが響く。金の髪を振り乱しながら、狂ったように笑う。

「地べたを這はいずる虫けらが、運良く竜を退けた程度で何を吠ほえるか。リクト・ゼスフォード……エルセリアの若き魔将よ。貴様がここに現れるまでに、既に戦いは終わっている。私はそれを告げに来ただけだ」

　なぜ、自分の名を知っているのか。ルクサンブルでの戦せん闘とうで伝わったのか――。

　全ての予測を超えた光景が、そこにある。リクトはハルヴォルの後ろから現れた少女の姿を見て、何も考えることができなくなった。

「――アルシェ……！」

　リクトからは距離が遠く、その姿はおぼろげで、表情は読み取れない。しかしその黒く長い髪を見れば、彼女なのだと認めざるを得なかった。

「クルドが飛躍的な軍功を上げ始めたとき、そこには常にこの娘……アルシェの助力があった。存在に気づいてはいたが、まさか、神しん殿でんから姿を消した孤児だったとはな……アルマジーアの歴史上でも稀き代たいの軍師が、このような少女だと想像がつくわけもない」

　ハルヴォルが話す間も、アルシェは黙だまって隣となりに立っている。リクトは直すぐにでも救出しなければと思うが、アルシェの身を案じれば、考えもなく動くことはできなかった。

「この娘が帝てい都とに戻もどったとき、アルマジーアに千年の栄光をもたらす道筋が生まれた。アルシェ・メルエット……彼女が真に名乗るべき名前を、聞かされているか？」

　聞かされていなくとも、気付いている。アルシェは、アルマジーアの皇族としての名を持っているはずだと。

「彼女の首の後ろには、皇帝の位を継ぐ資格を持つものである証あかし……ゲオルグ陛下の娘であることを示す、印が刻まれている。皇帝の一族は、同じ尊称を持って呼ばれる……」

　ハルヴォルは後ろにいるアルシェを前に連れ出し、そして言う。

「アルシェ・メルエット・ハーン。それこそが、この娘の名乗るべき名だ」




　皇帝の血を引く兄きよう妹だいが、国のために戦っていた。リクトは自分とシスティナも、そうしてきたことを思う。互たがいの境遇が同じだからこそ、リクトはクルドを憎めなかった。

「我が名はハルヴォル・ゼドベルグ・ハーン。これより即位されるアルシェ陛下に仕える宰相として、政まつり事ごとを行う。皇帝の一族である私がそれを行うのは当然のことだ。アルマジーアはこれより、私の下で強き国に生まれ変わるのだ」

「何が強い国だ……ハルヴォル。クルドが何を考えて戦っていたのかも知らずに、勝手ばかりを言うな……！」

「残念ながら、死人の言葉を聞くことはできない。そして、お前が案ずることもない。クルドと同じ血を持つ私の方が、よほどクルドの遺志を理解している……そして、アルシェの力を、より有効に使うことができる。軍師としてなどではなく、最大の存在意義を利用してこそ、この娘は真に価値を発揮する……！」

「――それ以上喋るな、ハルヴォルッ！」

　もはや数秒も、ハルヴォルの近くにアルシェを置いておくわけにはいかない。リクトが叫んだ瞬しゆん間かん、赤竜――フレイアは一声鳴き、リクトに背中に乗るように促した。

（油断するな、リクト。奴はただの魔ま術じゆつ師しではない。全力で仕留めにかかれ！）

「解わかってる……っ！」

　フレイアはハルヴォルの立つ場所を急きゆう襲しゆうし、リクトは短剣を携たずさえて、そのままの勢いで跳躍する。

「身の程を知るがいい……光と戦の女神アルマーンよ、その怒いかりの雷を槍に変え、我が敵を撃うて。《光雷アルマ・トウール剛槍・テイダ・ランサ》！」

　手袋を嵌めた右手を掲かかげて一瞬で詠唱を完成させると、ハルヴォルはリクトに向けて雷の槍を放つ。空間を走り抜けてくる電光を、リクトは魔力を纏まとった短剣で薙なぎ払った。

「――《妖斬ノ道スレイング・ロウ》ッ！」

　ハルヴォルの前に着地した後、すかさずリクトは《絶影ノ道ブリンク・ロウ》を発動し、まだ外れている間合いを一瞬でゼロにして、強化した短剣を振り抜いた。

　しかしリクトとハルヴォルの間に、闇から湧き出るようにして現れた人影が強引に割り込んでくる。短剣を曲剣で受け止められ、リクトは相手が誰なのかを悟さとった。

　――割れた仮面をそのままに、クルドを殺した暗殺者がそこにいる。

「……ハルヴォル様の邪魔になる者は、排除する」

「やはり……クルドを殺させたのは……っ！」

「そうだ……私がクルドを殺させた。ここに辿たどり着ついたことは褒めてやろう……しかし、真実を知る者はいてはならない。リクト・ゼスフォード、お前はここで死ね」

　ハルヴォルの笑みが消える。決まっている事実のように死を告げ、仮面の剣士を巻き込むにも拘かかわらず、呪文の詠唱を始める。

「女神アルマーンに、我が魂より供く物もつを捧ぐ。裁きの雷を以もつて、我に仇あだなす敵を滅ぼせ」

「くっ……！」

　リクトは詠唱が完成する前に仮面の剣士に蹴けりを入れて離はなれる。

　双剣を携えた剣士は再びリクトに斬りかかろうとするが、その時には、リクトは既すでに、仮面の剣士を見てはいなかった。

　ハルヴォルを一刻も早く倒す。そのために、どんな犠ぎ牲せいを払ったとしても。

「《魂力ノ道ソルブレス・ロウ》……！」

「魂を削けずり、力に変えるか……それで私を殺せるというなら、殺してみろ！　リクト・ゼスフォードッ！」

　リクトは無音詠唱で自律魔道を発動し、残りの力の全てを、身体の強化に費やした。生命を削る感覚に多少ならぬ喪そう失しつを覚えても、自律魔道が発動しているうちは、倒れることはない。

「（――『駆かけ』『回避し』『貫く』――）」

　リクトは仮面の剣士の攻こう撃げきを読み切り、最善の動きを選せん択たくする。身体はそれに従い、襲い来る双剣の斬撃をかいくぐり、ハルヴォルに一撃を届かせることを可能にした。

「――遍く全てを、断滅する！《光刃ノ道ゼスフオギア・ロウ》！」

　全身の筋肉を引き絞り、地面が割れるほどの踏ふみ込みと共に突つきを繰り出だす。木製の杖つえ以外に武器を持たないハルヴォルに、それを防ぐ術はない――そのはずだった。

「な……っ!?」

　しかしリクトの突き出した剣は、ハルヴォルの突き出した右手で止められていた。手袋が裂けて貫かれ、その下にある素手が姿を現す。

（っ……リクト、奴の右手はもはや、人間のものではないっ！）

　フレイアの叫びが聞こえる。リクトは信じがたい思いで、止められた剣と、ハルヴォルの右手を凝ぎよう視ししていた。

　――紅く、竜の鱗うろこのように。ハルヴォルの右手から肩かたのあたりまでが変質している。

「クッ……ククッ……ハハハハハハッ……！」

　ハルヴォルの哄笑が響く。自らの腕うでを見るその目は、狂喜を隠そうとしなかった。




（今の技で奴の守りを貫けぬなら、勝機はない……っ！　ここは退けっ、リクト！）

　自分が持ちうる最大の技を、防がれるとは思っていなかった。リクトは自らの力に傲おごっていないつもりが、現実をすぐに受け入れられなかった。

　黒竜の血は、リクトの短剣の刃を変質させた。赤竜の血にも同じ性質があり、ハルヴォルはフレイアの血を使って、自らの腕を変質させていたのだ。

　そうして赤竜の鱗の硬度を得た右腕に、神性魔術の加護を重ねることで、ハルヴォルは《光刃ノ道》を防ぐ『盾』を創り上げた。

「赤竜の角を折った技を止めた……もはや、私を殺せる者は誰もいない。自律魔道の力は、我が前に屈服した……喜べ、若き魔将よ。エルセリアの戦いは、今この瞬間に終わった。今後待ち受けるのは力による蹂躙、そして搾さく取しゆのみ。お前たちが持つ自律魔道の力は、新たな戦の手駒として利用してやろう……！」

　ハルヴォルはアルシェを皇帝として擁立し、自らが実権を握る。そしてアルマジーアは軍国化の一途をたどり、侵しん略りやくが繰り返される。

「――まだ終わりじゃない……っ、ハルヴォルッ！」

　エルセリアの民を守るため。クルドの死を無む駄だにしないため。

　アルシェの悲しみを、終わらせるため。リクトは闘とう志しの残り火を燃やそうとする。

「我が身体を刃に変え、全てを斬り裂く光と成す……！」

　リクトは通じないと知りながら、もう一度詠唱する。自分の生命を極限まで削っても、ハルヴォルを逃すわけにはいかなかった。

「……お父様は傷つけさせない」

「っ……!?」

　しかし背後に突とつ如じよとして気配が生じ、仮面の剣士がリクトを羽は交がい締じめにする。そうして初めて、リクトは、自分を拘こう束そくしているのが女性の腕であると気づいた。

　その力は、細い腕からは想像がつかないほどに強い。しかしリクトが全力を費やせば、外れないほどではなかった。

「離せっ！　力づくで振り解けば、そちらの骨が折れるぞっ！」

「――リクト様。残念ですが、あなたたちとの旅は、ここで終わりです」

　耳元で囁ささやかれた声が、リクトの判断を遅おそらせる。




　そんなことがあるわけがない。その声に、覚えなどあるわけがない。

　仮面の剣士は、クルドを殺害した後でどこに姿を消したのか。

　フィアはなぜ、危険を顧みずにアルシェに同行していたのか。

　それは彼かの女じよがアルシェを慕っているからだと思い込み、リクトは少しも疑わなかった。

　しかし間近で聞こえてきた声は、フィアのもので。

　割れた仮面から覗のぞく口元もまた、見覚えのある従者の少女のものだった。

「フィア……どうしてお前が……」

「私はハルヴォル様の娘……娘が父親を守るのは、当然のことです」

「そんな……そんなことって……っ」

　フィアこそが、クルドを殺した仮面の剣士だった。アルシェは目を見開き、その事実を受け止めることができずに、小さく首を振る。

　ハルヴォルは動くことを忘れたリクトに、無情にも手をかざす。

　紅い鱗に覆おおわれた腕が、神性魔術の力に反応して、赤熱して光を放つ。

「フィア、離せっ！　お前も死ぬぞっ！」

　リクトの言葉にも、フィアは決して力を緩めなかった。それどころか、より強さを増す。

「私はリクト様と違ちがって、魔術では死にません――人間ではありませんから」

　フィアの言葉にハルヴォルが笑う。勝利を確信した者が見せる、獰猛な笑みだった。

「女神アルマーンに、我が魂より供物を捧ぐ。裁きの雷を以もつて、我に仇なす敵を滅ぼせ――《神雷ヴアリス・トウール降臨・エルス・ラグナ》！」

　ハルヴォルの手から迸ほとばしった雷が、リクトの身体を突き抜けていく。神が人を殺すために、人に与あたえた魔術。それはまさに、生命を蹂躙する力を持っていた。

「ぐぁぁあぁぁっ……あぁぁ……！」

　凄すさまじい激痛が全身を襲い、リクトはフィアから解放されても自力で立つことができず、その場に崩折れた。

「リクト様っ……！」

　アルシェはリクトに駆け寄る。まだ息はあるが、リクトの身体からは著いちじるしく魔力が失われ、ハルヴォルの魔術を防ぐことも、自己回復もおぼつかなかった。

（そこまでの力を、わらわに……自らの命を危険にさらすとしてもか……！）




　消耗していたフレイアに魔力を与えたとき、リクトはすでに、光刃を一度放つだけの力しか残していなかった。自律魔道で防ぐことができず、攻撃魔術をまともに受けたリクトは、全身に焼きごてを押おし付つけられるような苦痛を味わう。

「……俺は……俺は、まだ……」

「裁きの雷を受けても、まだ息があるか。ここで死んでいれば、早く楽になれたものを」

「っ……リクト様は、あなたには絶対に負けない。負けてなんていませんっ！」

　アルシェは瞳を涙で濡ぬらしながら、ハルヴォルに果か敢かんに立ち向かう。

「この結果を見て、まだ吠えるか。雌犬の産んだ、皇族のきれはしが」

　ハルヴォルは不快そうに顔を歪ゆがめると、アルシェの身体を持ち上げ、襟元を捻ひねり上げた。

「くぅっ……うぅ……あ、あぁっ……」

「アルシェ……お前たち兄妹とゲオルグは、私にとって常に目障りな存在だった」

　ハルヴォルの表情が憎悪に歪む。リクトは止めようとするが、身体はまだ自由が効かない。拷問のような光景を前にして、動くこともできない。

「貴様は兄に軍功を与え、私と同じ地位に並ばせた。それに留とどまらず、ルクサンブルを陥かん落らくさせたクルドに、ゲオルグはすぐにでも帝位を譲ゆずりたいと言い出した。自分の息子が騎士団長として救国の戦果を上げるのを、心待ちにしていたとでもいうようにな」

「くっ……うぅ……お兄さまは……皇帝になりたいなんて思っていなかった。あなたは皇帝になって、この国を強くしたいのかもしれない……でも、そう思う人が全てではない。戦わずに共存する道もあると、どうして考えられないのですか……？」

「共存……？　共存だと。神代の昔から、戦いばかりに明け暮れてきたこの世界でそれを言うのか？　平和を唱える者共も、戦に負けて血にまみれれば、誰でも気がつく。剣を持ち、敵を刺し貫くことでしか、人は人らしく生きられないのだと」

「ハルヴォル……お前は人間ってものを……侮りすぎてる……ぐっ！」

　リクトが力を振り絞って声を出す。しかしフィアが押さえこみ、動きを封ふうじた。

「貴様はこれから、クルドを殺害した犯人として死んでもらう。ルクサンブルからアルシェを誘拐し、城に入り込んだところを、私の手にかかって死ぬ。どうだ、エルセリアのネズミにふさわしい死に方だろう」

「リクト様を侮辱する権利は、あなたにはありません……っ！」

　アルシェはハルヴォルに吊つり上げられ、足がつかないというのに、気丈に言葉をぶつける。ハルヴォルの視線の温度が下がり、リクトは動かない右手を伸ばそうとする。

「アルシェ……逃げろ……そいつは、もう人間じゃない……」

「死人への土産に、一つ教えてやろう。私が神性魔術を手に入れるために、アルマーンに捧げた供物は、闘争心よりも純化された『理性』……人間にとって最大の枷であり、必要のないものだ。闘争に理性など必要ない。殺すことに、企むことに、陥れることに、躊ちゆう躇ちよのない人間こそが王の資格を得る……！」

「きゃぁっ……！」

　ハルヴォルはアルシェの身体を、まるで物を扱うように放り捨てる。

　床ゆかに叩きつけられたアルシェは気を失い、動かなくなった。

　掴つかまれていた衣服が破れて、細く華きや奢しやな白い肩が、無残に晒さらされている。

　リクトは生まれて初めて、明確な憎悪というものを他人に対して抱だいた。

　目の前が赤く染まり、感覚のない腕に熱が戻り、血が滾たぎる。

「……ハルヴォル……俺は、お前を絶対に許さない……」

「もう何も考える必要はない。リクト・ゼスフォード……弱さを悔いて消えてゆけ」

　ハルヴォルはリクトではなく、リクトのために退路を確保していたセシルとマリエスの居る通路に向けて手を掲げる。

「何を……や、やめろっ……二人には手を出すな……！」

　リクトはハルヴォルの意図に気づき、取り縋ろうと藻も掻がくが、神経の焼かれた身体では、フィアの拘束からは逃れられなかった。

「妙な術を使う者がいるが……魔ま力りよくの消耗も激しいようだ。私が終わりを早めてやろう」

「――やめろぉぉぉぉっ……！」




　リクトの叫びも虚むなしく、ハルヴォルの手から発生した雷が空間を走はしり抜ける。マリエスは後ろから迫せまる攻撃に気づかず、セシルは身を挺ていして彼女を庇かばう。

「セシル姉っ……！」

　一度は《幻魔眼ヒユプノス・アイ》によって支配され、動きを止めていた兵士たちが我に返る。そしてマリエスとセシルの姿を見つけると、一いつ斉せいに殺到する。倒れたセシルを庇って動くことができないマリエスは、為なす術すべもなく、狂騒に陥おちいった兵士たちに取り囲まれた。

「エルセリアの人間……こいつ、俺たちに何を……？」

「こいつらは敵だ！　容よう赦しやなんてする必要ない……リベルタ将軍っ！」

　魔術軍団は、リベルタの管轄にはない。セシルと死し闘とうを続けていたリベルタは、予想だにしない幕切れに、剣を握りしめたままで立ち尽つくしている。

「騎き士し団だんの言うことなんざ、聞かなくていい。こいつはハルヴォル様がいなければ、何もできずに泣いてるだけだった。連れてきてやっただけでも感謝してもらいたいね」

「あなたたち……それでも同じ軍の人間なのっ！　この人は傷ついてるのよっ！」

　それを悟っているからこそ、セシルもリベルタをただ倒すだけで終わらせることができなかった。クルドの死を引きずり、幽鬼のようになったリベルタを、斬り伏ふせることがあまりに忍びなかった。

　その甘あまさがこの結果を招いている。セシルは混迷する意識の中で、せめてマリエスだけは逃れて欲ほしいと祈る。

　しかしそれは、儚はかない願いに終わる。兵士たちはマリエスを引き立て、倒れているセシルを取り囲む。リベルタは顔を蒼そう白はくにして、それをただ見ているだけだった。

「こ、来ないで……私に手を出したら、消し炭に……いやぁぁっ！」

　進み出てきた一人の兵士がマリエスの胸ぐらを掴む。彼女が胸甲をつけなかったことを悔くやむ前に、差し入れられた小刀の刃が、布地を端から裂いていく。

「嫌っ……助けて……リクトぉぉぉっ……！」

　悲痛な声が聞こえてくる。リクトは地面に伏したままで、頭上で笑うハルヴォルの声を聞く。動かなかったはずの手が、力強く握りしめられる。




　――ここで、命を落としてもいい。

　マリエスとセシルを救い出せるのなら、どんな犠牲を払ってもかまわない。




「――うぉぉおぉぉぉぉッ……！」

「っ……まさか……まだ、動けるなんて……！」

　魔力の尽きていたはずのリクトの身体が、一瞬にして紫の光を纏う。神経の焼き切れた身体を無む理り矢や理りに動かし、リクトはフィアの拘束を振ふりほどいた。

「それが自律魔道の力か……素す晴ばらしい。《光雷アルマ・トウール剛槍・テイダ・ランサ》！」

「俺はまだ死なない……死ぬわけにはいかないんだっ！」

　リクトはハルヴォルの放った魔術を避け、後方の空間に飛ぶ。

　飛翔してきたフレイアが、リクトを背中に乗せる。そしてハルヴォルの放つ雷らい撃げきを旋回して避けながら、マリエスたちの居る通路の入口に向けて飛んだ。

（リクト、ここは脱だつ出しゆつするしかない。あの黒い髪の娘のことは……）

「俺はあきらめない……この身体が動くうちは。この生命が尽きるまでは！」

　感覚のない身体に魔力を通し、無理矢理に動かす。麻ま痺ひしている痛覚が目覚めて、リクトの意識を埋め尽くすほどの激痛が走る。

（我わが咆ほう哮こうで敵の耳を壊こわす。そのうちに仲間を救い出し、我が元に戻れ！）

　リクトはフレイアの言葉通りに跳躍する。破損した剣けんを振りかざして急襲し、リクトはマリエスたちを襲っている敵を蹴散らすために、途切れかかる意識の中で技わざを放つ。

「我が身体は、剣の舞を踊る……《剣舞ノ道マリオネス・ロウ》……！」

　元は操あやつり人形を剣を握らせて戦わせる、リクトの自律魔道の中でも奇術に属する技が、今は何よりも役に立った。動かぬはずの身体が、達人と遜色のない剣舞を踊る。

「うぁぁぁっ……な、何だこいつっ、ま、魔術が当たらない……！」

「動きが読めない……っ、ぐぁぁっ！」

　リクトは舞い踊るようにして敵を倒していく。魔術軍団はリクトを狙おうとして魔術で同士討ちをし、最後まで戦うこともせずに逃げ出した。

　リベルタだけが残り、リクトを見み据すえる。しかしその目には、もはやセシルに向けたような殺意は込められていなかった。

「クルド様を……殺したのは、ハルヴォル公……その言葉に、嘘うそはないか……？」

「……ああ。俺はクルドの遺志を預かる者だ。彼かれは戦いが続くことを望んでいなかった」

　リクトはそれが賭けになると知りながら、篭こ手てを外して右手の甲をリベルタに見せる。そこにある紋もん章しようを見た時、リベルタはその場に膝ひざを突いて泣き崩くずれた。

「……クルド様……申し訳ありません……私は……私は、また罪を重ねて……」

　クルドの死の際に、傍そばに居られなかった罪。そして、冤えん罪ざいの相手を殺そうとして、彼女たちが女性としての尊厳を傷つける屈くつ辱じよくを受けようとしている前で、何もしなかった罪。その二つが、リベルタの心を苛さいなんでいた。

「私たちの言うことを信じてくれるのなら、あなたは、この国をクルドさんが思っていた方向に導けるように、考えていて。あなたの力が、必ず必要になるから」

　服を破られながらも、肌はだを露あらわにされることはなく、マリエスはセシルに肩を貸しながらやってくる。焦燥しきっているが、リクトの顔を見ると、安心したように笑った。

「絶対、助けてくれるって思ってた。ごめんね、無理させて……」

「……済まない。俺おれは、もう二度と……二人を、傷つけさせない」

　リクトの言葉に安あん堵どが極まり、マリエスは涙を流す。それは、感謝の涙だった。

　セシルも鎧を外されかけていたが、肌は見せておらず、雷撃による火傷やけどもそれほど酷ひどくはない。風の精霊魔術でも、神性魔術の威い力りよくを幾いくらか軽減することはできていた。

　リクトたちはリベルタを残して竜に乗る。フレイアは自分が捕とらえられていた場所の直上が、外に続いていることを知っていた。

（ハルヴォルの攻撃を避け、天井を破って脱出する。わらわが容易に通れるほど広くはないから、突き破るしかない。リクト、わらわがお主に対しての責務を果たすまで、決して死ぬでないぞ）

「ああ……頼たのむ……」

　リクトの身体はとうの昔に限界を超えて、意識が持たなくなり、視界が歪む。

　気を失う間際に、リクトは確かに、自分たちを見上げるアルシェの姿を見た。

（わらわが貴様に預けたものは、必ず取とり戻す。忘れるな、ハルヴォル）

「……必ず助ける。待っててくれ……アルシェ……」

　アルシェの唇が揺れて、言葉を紡ぐ。それを聞いたハルヴォルは、リクトたちに追撃の魔術を放つことをやめ、少女を黒い外がい套とうで覆うようにして連れ去る。

（久しぶりの空……目が灼やかれるやもしれん。慣れるまで、目を閉じておれ……！）

　咆哮と共に、フレイアは宣言通りに石の天井を破り、青一色の空へと舞い上がっていく。

　その青はあまりにも美しく、そして、冷たい色だとリクトは思った。
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　リクトたちを乗せて帝都を脱出したフレイアは、南西に向けて飛んだ。

　森林地帯に入ってから集落を見つけ、少し離れた場所に降おりてから、マリエスは目覚めたセシルと共にリクトを集落に運んだ。

　リクトが目覚めるまでに、一週間を要した。起きてから初めにしたことは、ここに着いてからの経緯をマリエスとセシルに尋たずねることだった。

「素す性じようを話さないと治ち療りようできないっていうから、追い出される覚かく悟ごで話したのよ。もしどうしてもダメなら、《幻魔眼ヒユプノス・アイ》を使うことも考えたけど」

「アルマジーアは今、軍を増強する戦費のために、税を厳しく取り立てています。国民の不満は、もはや限界に近いところに来ています……それを、帝都を支配下に置いたハルヴォルが、力で抑え込んでいる状じよう況きようです」

　ずっと傍に付いて看病をしていた二人は、目覚めてからも傍から離はなれようとしない。そのことに、リクトは改めて深く感謝していた。

（ありがとう……二人とも）

「ど、どうしたの？　そんな、優やさしい顔して……リクトったら」

「ああ、いや。民は戦争を望んでいない……それで、俺たちに力を貸してくれたんだな」

「みんな戦争はしないで欲しくて、ハルヴォルの政治を嫌ってる。それだと、確かに……北の国が攻せめてきた時に、いつか負けちゃうのかもね……」

「ハルヴォルを倒せば、エルセリアとアルマジーアには戦う理由がなくなる。その上で軍事的に協力する方が、互いの疲ひ弊へいが少なくて済む。俺は、そう信じている」

　リクトが言い切ると、マリエスとセシルも同意の頷うなずきを返した。

「私はエルセリアを今のままで守りたい。リクトも、セシル姉もそうでしょう？　だったら、どうしてもハルヴォルを倒たおさないとね」

「その通りです。私も、隙すきを突かれるなどという失態は二度と犯しません。ハルヴォルを倒す役目を、私はリベルタ殿どのから請け合ったと思って戦います」

　武人として剣を合わせれば、分かり合うことができる。

　セシルはそういう考えの持ち主で、アルマジーア兵の暴挙の矛ほこ先さきを向けられても、その心しんの強さは変わっていなかった。

「リクト、フレイアさんは森の中にある洞窟に隠れてるみたい。起きたら、話がしたいって言ってたわよ」

「ああ……分かった。身体を動かしがてら、外に出てくる。二人もよく休んでくれ」

「その……あとで抱擁の時間をいただきたいのですが、良いでしょうか？　リクト殿が目覚めないうちは不安で、眠れませんでしたので」

「セシル姉ったら……時々甘えん坊なんだから。まあ、私も抱きつきたいけど。むぎゅー」

　マリエスとセシルはリクトを送り出す前に、豊かな胸が触ふれることも気にせず、両側から包つつみ込むように抱きつく。リクトは二人の手に触れて、ずっと傍にいていてくれた二人を労ねぎらった。




「フレイア、俺だ。ようやく目が覚めたよ」

（無事のようで何よりじゃ。ハルヴォルの雷術は、わらわの鱗ならば半減できるが、無傷とはいかぬからな……）

　リクトは身支度を整え、村外れに出て、フレイアに小声で呼びかける。すると、すぐに返事が戻ってきた。相当の距きよ離りを置いても、フレイアの声は届くのだとリクトは理解する。

「……フレイア、ハルヴォルに最後に言ってたことだが……『預けたものは、必ず取り戻す』って言ってたな」

（わらわの子を、自分の娘むすめと偽るなどと……どうやら、刷り込まれてしまったようじゃな。わらわを操った時と同じ、『鬼神の指輪』を用いたのじゃろう）

「……フレイアの子？　あの場に居たっていうのか？」

（フィアという名前だけは、わらわがつけたものと変わっていなかった。ハルヴォルの魔ま術じゆつを半減したことからも、間ま違ちがいはあるまい）

「フィアが……フレイアの娘……？」

（ハルヴォルは強力な手駒を手に入れるために、竜人族ドラゴニクスのわらわたちに目をつけた。そうして初めに、まだ年若い我が娘をさらった。わらわは娘を取り返そうと戦ったが……あの指輪をつけた鎖くさりで角を縛られ、捕らえられてからの記憶は、途切れ途切れになっておる。お主が来るまでに、何年経たったのじゃろうな……）

「そうか……フィアを取り返したいんだな、フレイアは」

（ハルヴォルに操られているとはいえ、フィアはクルドを殺した。その罪は、あのアルシェという娘にとっては、許されるものではあるまい……死を以もつて償えと言うならば、わらわも覚悟をしなくてはならぬ）

「悪いのは、ハルヴォルだ。アルシェも、すぐに全すべて許せるわけじゃないかもしれないが……フィアが死んで、何かが救われるとも思っていない。二人はずっと一いつ緒しよにいたんだ」

　フレイアはしばらくの間、返事をしなかった。ただ静かに、リクトの言葉の意味を噛かみ締めている。そう感じられて、リクトは何も言わずに待った。

（できることならば、娘を救い出したい。無力な母親でも、そればかりは願わずにいられぬ……わらわにとっては、初めて産んだ卵なのだから）

「卵……それって、親は……」

（言っておくが、ハルヴォルは決してフィアの父親などではない。わらわたち竜人族は、自らの写し身として、一人で卵を産むことができる。そうして少しずつ、まことの竜に近づいていく。わらわと同じ歳としになれば、フィアはわらわより優すぐれた竜人になるのじゃ）

「そうなのか……フィアは普ふ通つうの人間に見えたけど、フレイアもそうなのか？」

（フィアは頭に白い飾かざりをつけているじゃろう。おそらく、あれで角のふくらみを隠しておる。子供の頃ころは目立たぬが、そのうち人の姿であっても、角は隠せなくなる。フィアはまだ、『化け身しん』ができるほど成長しておらぬ。竜人族は百歳を越こえて、ようやくわらわのような竜の姿に変わることが可能になるのじゃ）

「なるほどな。フレイアは、フィアを大人にしたような外見なのか？」

（そうじゃな……フィアはおそらく、生まれて十五年ほどじゃな。あと五年もすれば、容姿が固定されて成長しなくなる。わらわも、二十歳当時の姿のままじゃ。どうじゃ、少しは想像できたか？）

　リクトは言われるままに想像するが、それは存外、的外れでもないようだった。フレイアが、満足そうに笑う気配がする。

（リクト……いや、あるじ様よ。わらわが最も言っておきたいのは、そのことじゃ。子持ちの人妻と思われては困るのでな）

「それは確かに、重要な問題だな……フレイアとの付き合いが、長くなるかもしれないと思うと」

（それは、ハルヴォルを倒すことが成るか否か次し第だい……いや、成さねばなるまいな）

　フレイアの不安が伝わる。リクトは右手を見つめ、ハルヴォルの前で喫した敗北の苦さを、数刻前の出来事のように思い出す。

「俺の持つ最高の技は、ハルヴォルに通じなかった。今のままでは、勝つ方法は……」

（――赤せき竜りゆうの守りを手に入れたハルヴォルを倒すには、赤竜の力が必要じゃ。お主は、それを既に手に入れておる。ぞんざいに扱ってくれたが、わらわがまだ持っておる）

「赤竜の力……『あれ』を使うっていうのか？」

（それ以外には考えられまい。それでもハルヴォルを倒すことができなければ、この国はあやつの物となる。その時は、わらわもエルセリアに行き、アルマジーアの兵を防ぐために戦おうぞ。国が滅ほろぶのを遅らせるだけに過ぎぬかもしれぬがな）

　わざと挑ちよう発はつするようなフレイアの言葉に、リクトの中の迷いが消える。

「……ハルヴォルは、必ず俺が倒してみせる。一度は遅おくれを取ったが、二度はない」

（絶対にハルヴォルを許さぬと言ったな、リクト。わらわも、ハルヴォルに殺されていった者たちも、気持ちは皆みな同じじゃ。あやつは今すぐにでも討たねばならぬ）

　赤竜が、全面的に肯こう定ていしてくれている。リクトは彼女が味方になったとなれば、これ以上心強いものはないと思った。

「フレイア、アルシェたちの今の状況については分かるか？」

（昨日、ハルヴォルが魔術軍団の半数を率いて、西方の大神殿に向けて出立した。到とう着ちやくはおそらく明日あしたになる）

「アルシェの最大の存在意義を利用する……ハルヴォルはそんなことを言ってたな。そのことと、神殿に向かうことに、何か関係があるのか？」

（ハルヴォルが、神殿で何かしらの儀ぎ式しき魔まじ術ゆつを行う可能性がある。魔術軍団は、儀式魔術を行うために連れて行ったのじゃろう）

「儀式魔術……まだ、ハルヴォルは力を求めているのか」

（これ以上、奴やつの暴虐を許すわけにはいかぬ。そして、アルシェを救わなければな）

　フレイアに言われて、リクトは最後に見たアルシェの姿を思い出す。

　エルセリアを出てから、長ながい時が流れたように思う。ルクサンブルが陥落してから、多くのことがあった。

　アルシェに出会い、そして、彼女を護まもると誓ちかった。

　妹に未来を与えようとしたクルドの遺志を継ぎ、戦い続けた。

　アルシェを必ず救い出し、戦いを終わらせる。リクトはそう誓い、クルドから託された右手の甲の紋章を見つめた。
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　その日の夜、リクトは借りている宿の風ふ呂ろに初めて浸つかった。

「……ふう……」

　桶おけで湯を汲くみ、頭から浴びる。顔を上げると、窓の外に木の葉が揺れ、その向こうに月が見えた。

　アルシェに託された『双そう月げつの秘ひ石せき』を、リクトは肌身離さず持っていた。風呂に浸かる今も。

　――フィアの正体を、もっと早く見抜ぬくことができていれば。

　あの時、ハルヴォルを倒すことができれば。アルシェを奪うばわれることはなかった。

「……俺が、もっと強ければ良かったんだ……」

「ほら、やっぱり落ち込んでる。リクト、昔から真ま面じ目めだもんね」

「リクト殿……失礼いたします。まだ病やみ上あがりで心配ですので、お世話に参りました」

「っ……ま、マリー、セシルさんっ……!?」

　リクトが慌てて振り返ると、風呂場の戸を開けて、マリエスとセシルが薄うすい湯浴み着を着て立っていた。湯浴み着は女性が風呂に入る時に身につけることがあるもので、そのまま湯船に浸かることができる。しかし前の紐ひもを解けば簡単にはだけるようなもので、胸の膨ふくらみの色づいた部分を隠かくすには、その布地はあまりにぴったりと貼り付きすぎていた。

「リクトは十分すぎるくらい強いわよ。リクトが弱かったら、エルセリアの男の人はみんな、山ごもりしなきゃいけなくなっちゃうでしょ」

　マリエスは言いながら、リクトの傍らに膝をつく。セシルは後ろに回って、肩にそっと手を置いた。今まで以上に優しい触れ方に、リクトの胸の鼓動が速まり始める。

「ひとりで強くなろうとすることはありません。一本の槍やりより、三本の槍を並べた方が強いのですから」

「さすがセシル姉、いいこと言うわね。というわけで……私たち三本の槍は、これから結束を固めるために、裸はだかのお付き合いをしたいと思います！」

「あ、あのな……明日はどういう戦いだか分かってるのか？」

　マリエスは何も言わず、リクトの唇を指で塞ぐ。その指を自分の唇の近くに触れさせ、瞳ひとみを潤ませる。その艷やかな仕草に、少年は思わず思い切り喉のどを鳴らした。

「……確かに、明日はすごく危険な戦いになるわ。でも、六魔将の中でも、戦場で結ばれて夫婦になった人は少なくないって知ってるでしょう？　強い者は、その血を残す義務があるの。強い赤ちゃんをつくって、エルセリアの未来を託すためにね」

「こ、子供って……気が早いっていうか、そもそもマリエスも前線に出るわけで……」

「さっきはマリーって呼んでくれたのに。そういう意地悪する子は……えいっ！」

　マリエスはリクトの腕を取って、胸の谷間に躊躇せずにはさみ込む。風呂場の湿っぽさもあって、肌と肌が吸い付くような魅惑的な感かん触しよくがさらに強調される。

「私のことも、セシルお姉ちゃんと呼んでください……リクくん」

「くっ……だ、だから、子供の時みたいで恥ずかしいからっ……」

「そんなつれないことを言うなら、仕方がありませんね……実力を、行使いたします」

　リクトの背中の肩甲骨に、二つの柔やわらかいものが押し付けられる。その瞬しゆん間かん、ビクンと少年の身体からだは大きく跳ねて、全身が紅潮し始める――血がたぎっているのだ。

「お、大きすぎる……じゃなくて、セシル……お、お姉ちゃん、もう許してくれっ……」

「許すも許さないもありません……戦いに出る前の景気付けです」

「り、リクト、大だい丈じよ夫うぶ？　顔が真っ赤になってるけど。ゆでたクラーケンの子供みたい」

「誰だれがクラーケンだ！　も、もう色々と限界だから、本当に出て行ってくれ！」

「こっちのクラーケンも元気そう……もうむいちゃおっか、まどろっこしいから」

「り、リクト殿……腰こしを覆った布は、取ってもよろしいのでしょうか……？」

「も、もう俺は上がる！　みんなが入ってから、また入るから！」

　逃げようとしたリクトの手を、二つの手が引き止める。逃のがさない、というように。

「素晴らしい背筋です……脇腹もこんなに締まって……」

「ほんと、凄すごく良い身体よね……見てるとたまらないっていうか……」

「こ、こらっ、マリー、たまらないとか言うなっ……そ、そこはまずいっ……」

「抵てい抗こうしないの、リクト……って、あ、あら？　そこの石、光ってる？」

「月光に反応して……こ、これは。アルシェが『双月の秘石』を使っているのですか？」

　リクトが風呂に持ち込んで、置いておいた秘石が輝かがやいている。

　それは、アルシェの幻げん像ぞうが浮かんだときの前兆に似ていた。しかし、光は広がりかけただけで像を結びはしなかった。

　それを見たマリエスとセシルは、恥はじらいを取り戻してはだけた胸むな元もとを直した。

「アルシェちゃんに、めっ、ってされちゃった気分ね……これは、早く助けてあげて、正々堂々とリクトの取り合いをしようっていう宣戦布告よね」

「そうですね……無事に帰ってからでなければ、抜け駆かけというものですね」

　マリエスとセシルが笑う。アルシェが無事でいる、そのことが、三人に戦う意志を完全に取り戻させていた。
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　翌朝、リクトたちは村人に感謝と別れを告げ、フレイアの背に乗って飛び立った。

　帝てい都とアルマ・ノヴァの西方の平原に、アルマーンの大神しん殿でんがある。遠方からでも、神殿の周囲を守まもる魔術軍団の姿が見えた。

「あれで全兵力じゃなさそうだな……残りは、神殿の中にいるのか」

「あまりに単純な布ふ陣じんですね。あれでは、兵を揃そろえてもあまり意味がありません」

「アルシェがいないと、こんなに統率できてない軍隊なのね。魔術軍団は、軍師を立てていないってことかしら」

「いずれにせよ、攻める俺たちには都合がいい。三人とも――行くぞっ！」

『はいっ！』

　マリエスとセシルが返事をして身構えた直後に、フレイアが猛たけ々だけしく咆哮し、翼を激しくはためかせながら、神殿の入り口へと一直線に急降下していく。

「来たぞっ、帝都から逃げた竜だ！」

「魔術を放てっ！　赤竜にも全く通じないということはないっ！」

　神殿の入り口を守備している部隊の隊長たちが部下に命令を下す。神性魔術師の放つ光と雷の攻こう撃げき術が、フレイアめがけて無数に投射される。

「雷が無敵だと思ったら大間違いよ……並みの術者が相手なら、精霊魔術エレメンタルでも相殺できるんだからっ！　火精霊イフリートよ、緋ひ色いろの宝ほう珠じゆを二つ捧ささぐ！　我らに炎ほのおの加護を与えよ！《火精の天蓋フレイムシエル》！」

　マリエスが両手をかざし、炎の盾たてを球状に大きく展開する。盾はフレイアに術が届く前に全てを無効化し、霧散させた。

（心優しき娘よ……あるじ殿は、良い仲間を持ったな）

「ああ……マリーもセシルも、俺にとってはかけがえのない人だっ！」

「っ……リクト、今何て言ったの……？」

「リクト殿……私にとっても同じです。私はあなたのために戦いますっ！」

　取り繕うことなど何もない。最高の仲間と共に、リクトは神殿の入り口の前でフレイアがホバリングしたところで飛び降り、止まらずに神殿の中へと駆け込んでいく。

　フレイアは追つい撃げきしようとする魔術軍団の前に立ちはだかり、神殿の門番のように立ち塞がって、その爪と尻尾を使って戦い始めた。

（わらわを今一度捕らえようと言うのじゃろう……ならば、覚悟することじゃな。戒いましめから解き放たれた今、人間に遅れを取るほど甘くはないぞっ！）

　フレイアはもう一度咆哮すると、二本足で立ち上がり、腕うでの一振りで十人近い敵兵を吹き飛ばした。接近戦に慣れない魔術軍団は、一いち撃げきで瓦が解かいし始めるほど脆もろかった。

「ひ、退ひくな貴様らっ！　ハルヴォル軍団長の命令に逆らうつもりかっ……ぐぁっ！」

　逃にげる部下を叱しつ咤たする小隊長を、フレイアは容赦なく尻尾で吹ふき飛とばす。

（案ずるな……我のことは構わず、先に進め。そして全てを取り戻してくるがいい）

「ありがとう、フレイア……恩に着るっ……！」

　リクトたちが神殿に入ると、遙はるか下方に向けて、長大な階段が続いている。

　階段を下りきった先には円形の足場があり、周囲を膨大な数の魔術師が取り囲んでいた。

　足場の上には、直方体の石が置かれている。その上に、アルシェが横たわっていた。

　肌の要所しか覆おおっていない、魔石をちりばめられた衣装を身につけ、全身に呪じゆ文もんを書き込まれている。

「アルシェッ……！」

「――邪じや魔まはさせない。リクト様……これ以上先に進ませてあげることはできません」

　長大な階段の中腹で待ち構えていたのは、双剣を持つ剣けん士し――フィアだった。

　リクトたちが対たい峙じしていることに構わず、魔術師たちは呪文の詠えい唱しようを続けている。アルシェは眠ねむっているように動かない。

　その傍らに、ハルヴォルの姿があった。リクトと目を合わせると、怒いかりも何もなく笑って見せる。それは弱者を見つめる、憐あわれみを込めたような表情だった。

　――いずれ、その余よ裕ゆうを崩してやる。リクトはそう誓いながら、今は目の前のフィアに相対した。

「鬼神の指輪を外せ、フィア。それを外せば、本当の自分に戻もどれるはずだ」

「フィアちゃん……あなたは戦っちゃいけない。あなたのお母さんは、もう自由になってるの。外に出れば、お母さんに会えるのよ」

「母親……私には、母親はいません。グラムド火山の竜人族から迫害を受け、追放された……私はそれだけの、はぐれた竜ですから」

　それは決して事実ではない。しかしフィアは、フレイアの言うとおりに、それが事実だとハルヴォルに刷り込まれている。

「それは違ちがう。誰も、フィアを追放してなんていないんだ」

「私の居場所を奪うつもりですか……？　お父様は、こんな私を娘と呼んで……」

「フィア、お前はハルヴォルの娘なんかじゃないっ！　誇ほこり高き赤竜、《白はく焔えんのフレイア》の娘だ。思い出だしてくれっ！」

「リクト殿、彼かの女じよと一度は剣を合わせなくてはなりません。あの指輪を外させるのです」

「リクトは先に、アルシェちゃんの所まで行って。心配しないで、私もセシル姉も、リクトと同じ六魔将なんだから」

　マリエスとセシルが血路を開く。そう言った直後、フィアは曲剣を持つ両腕を広げた。

「ここは通さないと言ったはずですよ。リクト様……あなたは、ここで死ぬんですっ！」

　フィアがリクトに斬きりかかると、リクトは大きく跳ちよう躍やくして避よけながら前に進む。直後に、セシルが斬りこんでフィアの曲剣と打ち合った。

「あなたの相手は私がします。私もリクト殿と剣の修練を積んだ者……甘く見みてもらっては困ります」

「……肌が炎で焼ける音を聞いて、後こう悔かいしないうちに退いてください。《白炎剣フラム・ベルジユ》」

　フィアの剣が二本とも炎に包まれる。それはフレイアのブレスと同じ、白い炎だった。

　紅蓮を越え白に染まった、超高熱の炎。鋼鉄の剣が溶解しないのは、竜人族のフィアが握にぎっているからこそだった。竜人族は、自らの吐はき出す炎を御する力を持つ。

「灰になりなさい……《紅蓮クリムゾン双刃・ブレイズ》！」

　炎を纏まとった剣を逆手に持ち、フィアがまず右手の剣で斬りつける。その直後に、連撃が来きたることを事前に読み、セシルは剣が触れ合った瞬間に目を見開いた。

「――《疾風十字斬エアリアル・クロス》ッ！」

「なっ……!?」

　詠唱を飛ばせば、魔力を大きく消しよう耗もうする。それに構わず、セシルは瞬時に技を発動させる。繰くり出した烈風を纏う一太刀に、真空の太刀がもう一いち刃じん重ねられる。

「くぅっ……！」

　風の刃やいばはフィアの炎剣の放つ熱波を押おし返かえし、真空の刃がその衣服を切り刻む。しかしフィアの身体には、傷ひとつついていなかった。

「赤竜の身体……風の刃でも、通らないようですね……」

「……なぜ、抗うんですか？　戦たたかっても、最後には皆死んでしまうのに」

「諦めが悪いのよ、私たちは。フィアちゃんにだって、それがいつか分かるはず……今は道を間違えてても、正しい道に戻ればいい。みんな死んじゃえなんて、楽しいことを覚えたら、言っていられなくなるわよ」

「楽しい……こと……そんなもの……私は、お父様の道具で……それが、幸せで……」

　フィアの瞳が揺れる。マリエスとセシルは、決して望みがないとは思わなかった。まだ、フィアの中には、ハルヴォルに操られる前の元の自分が残っている。

「……分からない……私は殺すための道具で……クルド様も、この手で……っ！」

　フィアの剣が纏う炎が激しく燃え上がる。彼女はその場で剣を振りぬくと、マリエスとセシルに向けて、二本の火柱を飛ばした。

「――《火炎バーニング双牙・フアング》！」

「火精霊イフリートよ。緋ひ色いろの宝珠を九つ、代だい償しように捧ささぐ……！」

　マリエスの詠唱と共に、左の腕輪についていた宝珠が全て光を放って吹き飛ぶ。

「契けい約やくの元に姿を現し、その大いなる力で我らを守りたまえ……《真なるエル・フレイム炎の盾・デイフレクト》！」
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「――ハルヴォルッ！」

　リクトが眠るアルシェの前に辿たどり着つくと、ハルヴォルが行く手を阻はばんだ。

「遅おそかったな……貴様の出る幕はもうない。巫女の血を引く娘を使った儀ぎ式しきは、もう終わっている」

　ハルヴォルの言葉通りに、この場を取り囲んだ魔術師たちの詠唱が止まっている。力を使い果たしたかのように気絶し、一万人もの魔術師が次々と倒れていく。

　まるで魔ま力りよくを吸い上げられたようだと、リクトは思った。強力すぎる儀式魔術を行使するための、生いけ贄にえとして。

「アルシェが、巫女の血を引いてるから何だっていうんだ……？」

「アルシェには皇こう帝ていとしてだけではなく、アルマジーアに神として君臨してもらう……私の意のままに動く、傀かい儡らいの神としてな」

「神……神だと？　そんなものが、人の手で呼び出せるわけがない……！」

「アルマーンの巫女には古来より、その身体に神を宿し、恵みを与あたえるという役目があった。しかし、神の力を宿せるほどの力を持つ巫女は、ここ数百年ほども現れなかった。神を宿すにも、資質が必要なのだ。選ばれし者のみが、神の器になりうる」

　ハルヴォルは言うと、アルシェの傍らに近づく。そしてその頬ほおに、まるで宝石か何かの価値を確かめるように触れようとした。

「アルシェに触れるな。お前には、その資格はない」

　リクトは怒りに我を忘れそうになりながら言う。ハルヴォルはアルシェに触れるのを止めて、リクトを見やった。

「お前の思うとおりにはさせない。ハルヴォル……ここでお前を止める」

「既すでに決した勝負を繰り返すつもりはない。貴様の剣で私を傷つけることは不可能だ」

「……試ためしてみるか？」

　挑発のような物言いをすると、ハルヴォルがわずかに表情を歪ゆがめた。

「なぜ、死に急ぐのか……理解に苦しむ。私に従えば、優ゆう秀しゆうな自律魔道ソーサリーの使い手として厚遇してやるものを」

「俺が従うことは絶対にない。俺の魔術は、俺の国を、大事なものを護るために使う」

「それが愚かだと言っている……我が神の前では、貴様の力など無に等しい」

　――『我が神』。それが女神アルマーンのことではないと、リクトは直感していた。

　この男が、心からクルドと同じ神を信じているとは思えないからだ。

「問答は終わりだ。ここで終わらせる……ハルヴォル、お前の間違いをっ！」

　リクトは無音詠唱で《絶影ノ道ブリンク・ロウ》を発動し、ハルヴォルに一気に肉薄して拳こぶしを繰り出した。ハルヴォルは反応を遅らせながらも、詠唱を完成させる。

「我が前に、雷の槍を振ふるえ……っ！

　《雷振トウール・バツシユ槍撃・ランサ・アタカ》！」

　ハルヴォルの魔術は《神雷降臨》より威力が劣る代わりに、発生が速いものだった。しかしリクトにとっては、その程度の威力は脅きよう威いにならない。

「《天衝ノ道ブラステツド・ロウ》ッ！」

「ぐっ……！」

　リクトは雷撃を身をひねってかわし、その回転の動きを利用してハルヴォルに反はん撃げきの肘鉄を入れ、連撃で肩かたをぶつける。《天衝ノ道》の変形型で、威力は元の技より勝まさる。

　――しかし、重い身体が高く浮き上がるほどの威力でも、ほとんど打だ撃げきが通っていない。ハルヴォルは平然としたまま、リクトに向けて手を掲かかげる。

「女神アルマーンよ、我が敵に雷の雨を降り注げ。《雷光トウール・アルマ驟雨・ソル・レイナス》ッ！」

　詠唱を終えると同時に、無数の雷らい弾だんがリクトに向かって放たれる。しかしリクトは《神雷降臨》より一撃の威力が低いと判断し、回かい避ひせず掌てのひらに魔力を集中させた。

「――《空絶ノ道エリアス・ロウ》！」

　断だん裂れつした空気の層に阻まれて、雷らい撃げきはリクトに届かず、エネルギーの行き場を無くして火花を散らす。

「自律魔道の力……大したものだ。しかし、所詮は人間……竜の皮膚と我わが魔術の加護を破ることは、『絶対に』できない」

　その『絶対の自信』を、リクトはこれ以上ない形で崩してやりたいと考えた。

　一度負けて味わった屈辱は、ただ相手を倒すだけでは晴らすことはできない。

「ハルヴォル……お前は絶対に、俺を殺すことはできない」

「……何だと？」

「言葉通りだ。『ただの神性魔術師』が、『魔ま王おう』の俺を殺すことはできない」

　ハルヴォルの表情が明確に崩れる。アルシェが自分を『魔王』と呼んだ時のことを思い出し、リクトは笑った。

「素手の貴様に、何ができる……？」

「ああ……もう、剣けんは使えないな。しかし、お前を倒すには必要ない」

　リクトはハルヴォルの言うとおり、素手のままで構えを取る――右腰に差した『武器』を意識しながら。

「どうにもならないと悟さとって、勝負を捨てるか……愚かな」

　ハルヴォルは右手をかざし、術の構えを取る。そして詠唱に入ったとき、リクトは待ち続けた機会が訪おとずれたことを悟った。

「女神アルマーンに、我が魂たましいより供く物もつを捧ぐ。裁きの雷を持って……」

　挑発を重ねたのは、《神雷降臨》を撃たせるためだった。この強力な術の発動には、必ず詠唱が必要になる。

「――我が魂の波動を力に変え、ことを成す。世界よ、変容せよ」

「世界を変えるというか……その自律魔道の力のみで。神の力の前では無力だと、私の手で教えてやろう……！」

　リクトは残された魔力の全てを身体能力の強化に、そして『武器』の強化に費やす。それでも足りず、残る全ての力を魔力に変へん換かんする。

　リクトの身体を魔力が包み込み、紫むらさき色いろの光を放つ。ハルヴォルはそれに気づいていながら、自らの魔術と竜化した右腕に絶対の自信を持ち、不敵に笑う。

　リクトは右手に、腰から抜いた『武器』を握る。それだけで終わらず、クルドに託された手の甲こうの紋もん章しようを、ハルヴォルにはっきりと示した。

「女神アルマーンの……紋章……っ、何故なぜ貴様が、それを使えるっ……!?」

「俺おれはクルドに、お前を倒すための力をもらった。その神性魔術の護りを、破らせてもらうっ……！」

「バカな……自律魔道と神性魔術を同時に発動するなど、できるわけがないっ！　そんなことができる人間が、存在するわけが……っ」

　取り乱すハルヴォルを前に、リクトは詠唱を始める。

　クルドが最強の技わざとして、リクトに見せた技。それを、蘇よみがえらせるために。




　――光と戦の女神アルマーンよ。光の加護を、我が『刃』にひととき集めよ――




　リクトの女神への祈りが届く。かつてないほどの闘争心を捧げ、クルドの放った技が、今ふたたびリクトの手によって再現される。

　自律魔道による肉体と剣の強化に、神性魔術の加護が加わる。リクトの身体は二色の光に覆われて、凄すさまじい光量の光の柱が立ち上がる。

「アルマーンが……エルセリアの魔ま将しように、力を貸すと言うのか……っ！」

「ハルヴォル……お前の盾を、俺の『刃』で貫つらぬいてみせる」

　奇くしくも、クルドとの一いつ騎き打うちの時と同じ。最大の技をぶつけ合い、勝敗を決する。

「私の盾は人間に貫くことは出来ない……っ、消えろ、リクト・ゼスフォードッ！」

　ハルヴォルが赤竜の鱗うろこを纏った右手をリクトに向ける。

　その目は血走り、神に『理性』を捧げた結果として、既に正気を失っていた。

「女神アルマーンに、我が魂より供物を捧ぐ。終末の雷を持って、全てを滅ぼせ――

　《滅雷ゼナ・トウール・降臨エルス・ラグナ》！」

　ハルヴォルの掌から雷が溢あふれる。数えきれないほどの雷撃が、リクトを死に至らしめるために迸ほとばしり、暴れ回る。

　一つ一つの雷が致死の威い力りよくを持つ。リクトはその全てを掻かい潜くぐり、ハルヴォルまでの最後の一歩の距離に、力を充じゆう溢いつさせた踏ふみ込みを入れる。

「《魂力ノ道ソルブレス・ロウ》……！」

　一いつ瞬しゆんよりも短く、そして永い。強化された肉体を限界まで引き絞り、ひねり込み、全ぜん身しん全ぜん霊れいの打突をハルヴォルに向けて繰り出す。

　リクトにはハルヴォルの守りを破ることはできない。そう確信して、ハルヴォルが焼ききれそうな知覚の向こうで笑う。

　この手に全てを取とり戻すために、リクトは再び、自らの身体を一つの刃に変えた。




　――我が身体を刃となし、全てを貫く光と成す――




「《破竜光ブラス・ドラグ・ゼ刃ノ道スフオギア・ロウ》！」




　リクトの繰り出した突つきを、ハルヴォルは右手で受け止める。凄まじい密度で収束した魔力が、赤竜の鱗を削けずる。

　しかし、ハルヴォルの手はまだ、リクトの突きを押しとどめている。勝利を確信したハルヴォルが、血の涙なみだを流しながら笑った。

「言ったはずだ……人間の力で、この私の盾を貫くことなど……っ！」

　できない。そう言いかけたとき、ハルヴォルは、眼前の光景に絶句した。

　リクトの手に握られたもの――それは、フレイアの角。紋章の放つ光に気を取られたハルヴォルは、その存在に触れるまで気がついていなかった。

「――人間じゃ破れないなら、人間以外の力を借りるだけだ」

　ハルヴォルの展開した神性魔術の加護が、消しよう滅めつしていく。クルドの神性魔術を使ったことで、ハルヴォルの護りが相殺される。

「これが俺の……《魔リクト・ゼ王スフォード》の一撃だ、ハルヴォルッ！」

　リクトの気合いと共に、ついに竜の角が、ハルヴォルの右手に突き刺ささる。

　甚大な魔力を集め、白い角が赤熱する。その瞬間、ハルヴォルは身体を焼かれる苦痛を味わっていた。

「うぐぁぁぁぁっ……！」

　その一撃はハルヴォルの掌を貫くだけで止まらず、光の刃はどこまでも突き抜けていく。

「ぐぁぁぁぁぁあぁっ……あぁぁぁっ……！」

　ハルヴォルの肘辺りまで広がった紅こう鱗りんに亀裂が走り、纏った法衣の袖が紙のように引き裂さかれ、鮮血が弾けるようにほとばしる。

　苦く悶もんの声を上げながら、ハルヴォルは右腕を押さえる。舞い散った鮮血が、眠っているアルシェの肌はだの上に散って朱色の紋もん様ようを作る。

「はぁっ、はぁっ……」

　リクトは激しく息をつく。全身全霊を込めた技でハルヴォルの盾を貫いても、勝利を喜ぶ間などない。

　ハルヴォルは倒たおれこみ、ずたずたになった右手を押さえながら、アルシェを見ている。鮮血を浴びたアルシェの身体が、輝きを放ち始めていた。

「……私の腕など、もはやどうでもいい……我が血と、魔術軍団の魔力を代償に……女神アルマーンよ……その姿を現せ……っ！」

「……ぁ……あぁ……リクト……さまっ……いやぁぁぁあぁっ……！」
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　アルシェの身体が、突とつ如じよとして光に包まれる。

　長い黒くろ髪かみが、まるで光そのもので染め上げられたかのような金色に変わっていく。

　そしてアルシェは立ち上がる。その姿は、元の少女とは似つかわしくない姿だった。

「……アルシェ……なのか……？」

　それは、女神そのものだった。巫女みこの衣装を身にまとい、金色の髪かみを持ったアルシェは、神にふさわしく、眩まばゆいほどに壮麗な姿に変わっていた。

「アルシェ……いや、女神アルマーンよ。お前を蘇らせたのは私だ……さあ、目の前にいる敵を殺せ。この男を女神の力で、灰にしてみせろ……！」

　アルシェの手が動き、リクトに向けられる。

　その瞬間に死を覚かく悟ごするほど、アルマーンの力は途方もなかった。

　このままアルマーンが力を振るえば、リクトは地上から消滅する。

　それでも、抗あらがうことはできない。

　リクトの目の前にいるのは、紛まぎれもなくアルシェなのだから。

「アルシェ……ごめんな。護ってやれると思ってたのに、俺は結局、何も……」

「さあ、殺せっ！　目の前にいるその男を、神の力で……」




「いいえ。いなくなるのはあなたです、ハルヴォル」




　アルシェの目に、光が戻る。そして彼女はかすかに微ほほ笑えみ、リクトの額にキスをした。

「アルシェ……！」

「話は後です……っ、《神護ヴアリス・ガーデ光盾・アルマ・シール》！」

　後ろから放たれたハルヴォルの魔ま術じゆつを、アルシェは瞬時に盾を展開して弾く。その力はあまりにも大きく、反射した魔術の威力でハルヴォルが吹き飛ばされるほどだった。

「ぐぁっ……ぁぁ……裏切ったのか……貴様ぁぁっ……！」

「私は初めから何も裏切ってなどいません……女神を宿した私を御しきれると思ったのですか？　だとしたら、愚かだと言わざるを得ません」

　金色の髪に指を通し、アルシェは言う。その口調が、リクトにはとても懐かしく思えた。

「あなたも私も、幾千の死の上に立っている。もう、終わりにしなければならないんです」

「人間は死ぬものだ。いかにして死ぬかを選ぶためには、戦に勝たなければならない。私はそれを、愚かな民たみに教えてやろうとしただけだ……ッ！」

「……そこに、ハルヴォル……あなたの考えはありません。あなたはただ、自分の選んだ神に心酔しているだけです。アルマーンの力を借りながら、禁じられた神の教えに身を浸す。それも、『理性』を捨てたためと言い訳をするのですか」

「違うな……アルマーンの教えに従ったからこそ、私は正しい答えを見み出いだした。私が信じたアルマーンは、本来の姿を忘れている。女神エウスレアと死し闘とうを繰り広げ、生み出した人間の全すべてを戦に駆り立てた、『光と戦の女神』。それこそが、アルマーンの真の姿だ……！」

　ハルヴォルは震ふるえる指でアルシェを指さす。まるで、人間ではないものを見るように畏い怖ふしながら。

「アルシェ。お前が宿しているものは、殺さつ戮りくの神だ。その呪いからは、もう二度と抜け出すことはできない。予言しよう……いずれお前は、神の力で人を殺す……！」

　ハルヴォルの言葉に、アルシェは静かに首を振る。そして、傍かたわらに立つリクトを見た。

「リクト様なら……アルマジーアとエルセリアをつなぐ、架け橋を作ってくれる。アルマジーアが滅びずに済む道を作ってくれる……私は、もうこの国には、必要がありません」

　その微笑みが、リクトには今までで最も美しく見える。

　いつか見た、青い空の儚はかなさにも似ていると、リクトは思った。

　残ざん酷こくなまでに、他人の感傷を突き放した場所に、彼女は辿りついてしまっていた。




　そのとき、神殿全体を揺ゆるがすような衝しよう撃げきが天井から伝わる。衝撃は一度ではなく、何度も繰り返し、天井の石材が炎に包まれながら崩落を始める。

「これは……一体、何が起こってるんだ……」

「……グラムド火山の赤竜たちの、全ての親と言われるエンシェント・ドラゴニクス……支配者級の竜人族が、フレイアの姿を見つけたのでしょう。フレイアの無事を確かく認にんした今、もはや、アルマジーアに対する復ふく讐しゆうを止める理由はありませんから」

　轟ごう音おんを立てて、石で組み上げられた天井が崩くずれ落おちる。意識を失っていた魔術師たちも起きあがり、事態を飲み込めず混乱に陥おちいりながら逃げ惑まどい始めた。

　凄せい絶ぜつなまでの竜の咆ほう哮こうが、外から聞こえてくる。魔術師たちは一瞬立ちすくむが、加速度的に進む破は壊かいを前にして恐きよう慌こうに陥り、無我夢中で逃げ去っていく。

「リクト、アルシェちゃんっ……フィアちゃんが……！」

　セシルが気を失ったフィアを背負っている。その傍らにいるマリエスは、落ちてくる石に阻まれてリクトの元に辿り着くことができない。

「ハルヴォルが倒れたことで、フィアを操っていた禁呪にも影えい響きようがあったのでしょう……一時的に、気を失っているだけです」

　マリエスとセシルはフィアとの戦いで傷ついているが、二人共大きな怪け我がは負っていない。それを見てリクトは安あん堵どするが、アルシェはその場から動こうとしなかった。

「マリー、セシル、先に逃げてくれっ！　俺たちは、後から追いかけるからっ！」

「だめぇっ、リクト！　そんなことしてたら、間に合わなくなるっ！」

「リクト殿どのっ、アルシェッ、何を考えているのですか……っ！」

　セシルが叫さけぶと、アルシェはついに振り向く。リクトはその顔を見て言葉を失う。

　アルシェは微笑んでいる。しかしその頬には、涙が伝い落ちていた。

　もう泣かないと言ったはずの少女が、泣いていた。

「……本当に、ありがとう。マリエスさん、セシルさん」

「アルシェちゃんっ……！」

　マリエスとセシルに向けて、アルシェが手をかざす。

「我が力を以もつて、選ばれし者を光の道に導く。

　《光輪アルマ・サクラ・転移セテイア・オグン》」

　マリエスとセシルの姿が、光に包まれて消える。アルシェは女神を宿し、その力を自らのものとして行使していた。

「何をするつもりだ、アルシェ……なぜなんだ……っ!?」

「……私は、お兄さまがいなくなってから、ハルヴォルを殺すことだけを考えて生きてきました」

　ハルヴォルはもはや動くこともできない。アルシェの足を掴つかんだまま、倒れ伏していた。

「アルシェ……馬ば鹿かなことはやめろっ！　やめてくれっ！」

「人を憎にくしみ、殺すことしか考えなくなった。そんな私はもう……お兄さまが未来を与えようとしてくれた『アルシェ』ではありません」

「そんなことはない……アルシェはアルシェのままだっ、何も変わってない！」

　リクトの叫びに、アルシェは泣きながら首を振る。

「私はエルセリアの人たちの多くの命を奪いました。自分の願いのために、多くの人を死なせたんです」

　神々しいまでに美しい横顔。その頬に涙が伝い、光の粒となって煌きらめきを残す。

　リクトはアルシェが考えていたことを、今になってようやく悟った。

　兄を失い、ハルヴォルを倒すという目的を定めたとき、アルシェの心はもうこの世にはなかったのだと。

「違う……っ、お前にそうさせたのは……戦を起こしたのは、お前じゃない……！」

「いいえ……私は自分の意志で戦争に加担しました。巻き込まれたなどと、言える立場ではありません」

　アルシェはリクトに向けて手をかざし、その身体が淡く発光を始める。それは、神性魔術を行使する過程で生じるものだった。

「やめろっ、アルシェ！　こんなことしても、何もっ……！」

　金色の髪が、リクトの霞かすんだ視界の中で揺れる。

　最後に見たアルシェは、今までで最も優しく、穏おだやかに微笑んでいた。

「リクト様……ありがとう。あなたに出会えて、私は……」

「――アルシェ……っ！」

　喉を絞って叫ぶ。しかし無慈悲に、周囲の光景が変化していく。そして最後に、アルシェの詠唱が耳に届いた。




　　――私の大切な人を、導く。《光輪アルマ・サクラ・転移セテイア・オグン》――
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　燃え盛る神殿の中にいたはずのリクトは、一瞬で神殿の外まで移動していた。

　空に現れた巨きよ大だいな赤竜が、旋回しながら神殿に炎を吐きつけている。それを地上で見上げていたフレイアは、傍そばに転移したリクトの姿に気づき、視線を下げた。

（我が父が、怒り狂っておる。炎の雨は、近隣を焼きつくすまで収まるまい）

「……フレイアを解放したために、赤竜が復讐を始めた。アルシェは、そう言って……」

　何を冷静に話しているのか、と思う。

　このままではアルシェは神殿の崩落に巻き込まれ、命を落とす。今も、赤竜の炎で赤熱した巨大な瓦が礫れきがいくつも神殿の中に降ふり注いでいるはずだった。

（アルシェは、やはりここで死のうとしておったのか。あの小さな身体に、どれほどの苦しみを収めてきたのか……わらわには、到とう底てい想像の及およばぬことだ）

「人を殺すことは、許されないことか？　たとえ、それが国のためであっても」

（人の命は短く、脆い。戦において、命はやすやすと消費されて消えていく。それを儚む者は、命の価値を知っておる。簡単に失われてはならないものだということを）

「……守ることで、償うことはできると思うか？」

（死ぬということは、全てを放棄するということじゃ。それで許される罪と、そうでない罪がある。あの娘むすめの罪は、死ぬことではなく……生きることで許されるたぐいのものじゃ。お主がそう信じず、誰だれが信じてやれる）

「……マリエスとセシルさんを、護ってやってくれ。すぐ、近くに転移してるはずだ」

　フレイアはすぐに答えを返さなかった。しかし、一つ鳴き声を上げたあと、翼を羽ばたかせて飛び上がる。

（お主も男なら、護りたい女に、護りたいと言える強さを持て。そうしなければ、手からすり抜ぬけて落ちてしまうぞ）

「ああ……ありがとう、フレイア……！」

　それでアルシェを説得できるのかは分からない。しかしリクトは、燃え盛る神殿に向かって駆け出していた。




　――本当は、アルシェはずっと一人で泣いていたんだ。

　今さら気がついても遅いなどという考えは捨てて、リクトは一心に走り続ける。

　長い階段の先に、アルシェの姿がある。ハルヴォルは既に、落下した天井の下敷きになって息絶えていた。鮮血が広がる床ゆかの上で、アルシェが立ち尽つくしている。

「くっ……！」

　凄まじい熱波が襲おそいかかる。リクトは焼けた石で塞ふさがれた箇か所しよを飛び越え、空気を強化して足場にして、アルシェに近づいていく……しかし、アルシェがいる足場の周りは、既に赤熱した石で塞がれていた。

「リクト様……っ、どうして……」

「どうしてもこうしてもない……俺はお前を死なせたくない……っ！」

　炎の向こうで、アルシェは首を振る。まるで、いやいやをする子供のように。

　リクトはその時初めて気がつく。彼女はまだ、本当は子供のままなのだと。

「私の手は血に汚よごれています……罪は、償わなければいけないんです……っ！」

「違う……それは違うっ！　死ぬことならいつだってできる……だからこそ、どれだけ苦しくても、歯を食いしばって生きていくしかないんだっ……！」

「……でもっ……でも……私には、もう、何もない……誰も、私をただの人間として見てはくれない……っ！」

　ただの人間。その言葉は、アルシェが軍師としてだけ見られることを、望んでいないことを示していた。

　母を失ったアルシェを家族として、一人の人間として扱っていた唯ゆい一いつの人物が、クルドだった。そのクルドが最後に言ったことを、リクトは思い出す。

　リクトを、兄だと思うようにとクルドはアルシェに言った。それは冗談などではなく、アルシェを孤独にしないための最後の願いだった。それを聞き入れることもせず、彼女の孤独を知らず、ただ戦いを終わらせれば、笑え顔がおが見られると思っていた。

　リクトはそんな愚かな自分を、殴なぐりつけてやりたいと思った。

　求められているのは、揺るぎない言葉だった。

　絶対にアルシェを一人にはしないという、誓ちかいだった。

「アルシェ……俺がお前の兄になってやるっ！　お前が本当の兄貴に胸を張って会いに行ける時まで、ずっと近くで見ててやる……だからこんなところで死なせられない！　俺と一いつ緒しよに生きてくれ……！」

「リクト……さま……」

　アルシェの目が見開かれる。その頬に涙が流れていく。リクトは肌身離さず首にかけている双月の秘石を引き出し、彼女に見せる。

「この石を持っていれば、俺は絶対に死なない。絶対に、お前を一人にはしないっ！」

　リクトは心のありのままを言葉にしていた。アルシェの心を死から引き離すために。

　女神を宿した今の彼女の姿を、心から綺き麗れいだと思っている。

　リクトがアルシェを死なせたくない理由は、突き詰つめればとても単純だった。言葉にすることが躊躇ためらわれるほどに。

「俺はアルシェとの約束を果たした……だから、今度は俺との約束を守まもる番だ。もう絶対に、俺の近くを離はなれるな……っ！」

　神しん殿でんが崩落する轟音の中で、リクトは自分の声が届いたかどうかを案じた。

　――しかし、案ずることはなかった。リクトの声は、届いている。

　アルシェは頬に伝う涙を両手でぐしぐしと拭ぬぐい、そしてリクトを見て、笑った。

　悲しい笑顔ではなく、本当に嬉うれしそうな笑顔で。

「……来い、アルシェ。みんなと一緒に、エルセリアに行こう……！」

「はいっ、リクトお兄さまっ！」

　返事と共に、アルシェの姿が光に包まれて消える。

　次に彼女が現れたのは、リクトの腕うでの中だった。

「うわっとっ……と……い、意外に軽いな……」

「リクトお兄さまが望むなら、軽くもなります。私はもう、お兄さまのものですから……」

　リクトの腕に、アルシェの身体からだの柔やわらかさと熱が伝わる。間近で見る愛らしい姿は、絶体絶命の状じよう況きようであっても、見とれそうになるほどだった。

「これからはリクト様ではなく、お兄さまと呼びます。一度命令したことは、二度と変えられません」

　リクトは皆みなから最初は疑問を向けられるだろうが、そんなことは些さ細さいなことだと思った。アルシェがこれからも生きて、笑顔を見せてくれるのなら、構いはしない。

「これからは、ずっと一緒です……アルシェは絶対に傍を離はなれません……んっ……」

（……これって……キス……キスだよな……？）

　アルシェはリクトの頬に触れ、そっと唇を触れさせる。柔らかい感かん触しよくが伝わってくる。

　リクトは視界に溢れる転移魔術の光の中で、初めて受ける口づけがもたらす幸福を、ありのままに受けとめていた。

　少しばかり、マリエスとセシル、システィナに申し訳ないと感じながら。
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終章　光刃の魔王と月影の少女軍師







　アルマーン大神殿が赤せき竜りゆうの襲撃を受けて崩壊し、防衛に出た魔術軍団は壊かい滅めつ的てきな打撃を受け、軍団長のハルヴォルは戦せん歿ぼつした。そのように伝わると、アルマジーアの国内に、エルセリアとの戦争の継続を望む声は弱まっていった。

　アルマジーア皇帝ゲオルグの病状は、ハルヴォルの死後、急速に快方に向かった。そして、ハルヴォルが皇帝の侍女を脅迫し、少量ずつ毒を盛っていたことが明らかとなった。

　侍女はハルヴォルの命で、クルドによって記された和議の申し入れを求める文書を隠匿していた。彼かの女じよはクルドに対する罪の意識から、文書を処分せずに保持していた。

　ゲオルグは国に何が起きていたのかを知り、エルセリアとの和議に入ることを決断し、少数の近衛兵、そして副騎き士し団だん長ちようのリベルタのみを伴い、皇帝自らルクサンブルを訪れた。そしてエルセリア軍の総指揮官であるシスティナと直接対面し、和睦を申し入れた。

　システィナは和睦に際して、アルマジーアにいくつかの条件を出だした。ゲオルグはその全てを受け入れ、アルマジーアとエルセリアの戦争は終結した。

　続けてゲオルグは、北方から侵しん攻こうしてくる大国『レグディオラ』に対たい抗こうするため、エルセリアの力を借りたいと申し入れを行った。

　エルセリアの軍内では、アルマジーアに力を貸すなど考えられないという意見が強つよかったが、システィナはすぐに断らず、答えを保留とした。

　ゲオルグはそこで一度話を打ち切り、ハルヴォルと直接戦ったリクト、マリエス、セシルの三人を残し、ハルヴォルの死の後のことについて語った。




　ゲオルグは弟が、何かの外的な要因で変わったと考えていた。

「ハルヴォルは何者かに操あやつられていた……私は、そう考えている。皇帝の位を、あるいは国の全権を手に入れたいというのは、確かにハルヴォルに元からあった野心だろう。しかし、そのために自らの腕を禁術で竜化させるなど……正気で思いつくこととは思えない」

「……一つ、心当たりがあります。ハルヴォルはアルマーンだけではなく、『忘れられた神』を信しん仰こうしているようでした」

　リクトが言うと、ゲオルグは目を見開く。皇帝の風貌は、ハルヴォルに少し似ていた。やはり兄と弟なのだと感じさせられる。

「ハルヴォルは……一部では、本心から国の行く末を憂いて。忘れられた神の教えに操られることになろうと、自らが皇帝になることで、国を守ろうとしたのかもしれません」

　そうリクトが言うと、マリエスが言葉を継いだ。

「私たちは、ハルヴォルとは違ちがう方法で、アルマジーアを救う方法を考えます。それが、クルドさんの遺志を継つぐことでもありますから」

　リクトもマリエスも、戦争が終わった今、アルマジーアを敵国と考えてはいなかった。

　アルマジーアが北の大国に滅ぼされれば、次はエルセリアにも敵の手が及ぶ。アルマジーアを救うことは、エルセリアを救うことと同じだった。

「お父さま……いえ、皇帝陛下。私は兄を死に追いやったアルマジーアという国を憎んできました。しかし今は、兄の遺志を、リクト様が継いでくれています。私はリクト様に従い、彼かれが望むのならば、アルマジーアの盾たてとして働きます」

　アルシェがクルドの元で軍師をしていたことは、ゲオルグには既に知らせてある。それでもゲオルグは未いまだに、娘が軍師だったとは信じきれていないところがあった。

　しかし意志の強いアルシェの瞳ひとみを見ているうちに、ゲオルグは根負けしたように、蓄たくわえた白い髭ひげに触れながら笑う。

「……その心しんの強い瞳が、あれに、よく似ている。私を皇帝と知りながら、皇帝と知らぬように接する娘だった。帝てい都とにも、アルマーン神教の神殿がある。私がそこに通って祈りを捧ささげるとき……アリシェールは……」

　昔を懐かしむように、アルシェの母と出会った時の記憶の断片を、ゲオルグは口にする。アリシェール、その名前から、ゲオルグは娘の名前をアルシェとつけた。神殿の禁忌を犯して生まれた娘に、父親としてできた唯一のことが、名前をつけることだった。

　その事実を知ったアルシェは、少しだけ泣いた。クルド、そしてアルシェの母の死を悼むゲオルグは、アルシェにとって、確かにこの世で一人だけの父親だった。




　アルシェのことをゲオルグが引き取りたいと申し出たが、彼女はそれには頷うなずかなかった。

　ゲオルグとの会談が終わったあと、リクトたちはシスティナに、エルセリアを守るためにも、北の大国レグディオラの脅威を取り除かなければならないことを伝えた。

「私はリクト様に、一生お仕えすると決めました。軍師として、そして……妹として」

「そうか……リクトにとっての妹なら、私にとっても妹ということになるな」

　王都セラムにある城の居室で、システィナはアルシェの頭を撫なでつつ言う。二人は初対面から仲が悪くなく、友好的に接していた。

「俺たちは、レグディオラの脅威を排除しないといけない。姉上、アルマジーアに行かせてくれないか」

「……アルマジーアからは、レグディオラを攻せめられない。そうなると、少数精鋭で敵の中枢を叩たたくしかないだろう。リクト、マリエス、セシル。お前たちの力が必要だ」

　言いながら、システィナは少し寂しそうにする。しかし魔将を束ねる者の威い厳げんをすぐに取り戻もどすと、リクトを手招きして、正面から抱だきしめた。

「リクト……また、頼らなければならない。私も国を離れることができたら、何をおいても、同行するのだが……」

「どうしても気になるなら、影武者を置いて出てきたらいいですよ。だって、アルマジーアが戦ってるうちは、エルセリアは平和なんだから」

　あっけらかんと言うマリエスに、システィナもセシルも揃そろって苦く笑しようする。

「マリエス……ざっくりと言い過ぎです。しかし殿でん下か、私も同じように思います。殿下の武勇は、エルセリアの国内にとどめておくには、勿体ないほどですから」

「ふふっ……国を救った三人の魔将にそう言ってもらえるのは嬉しいが。私が心配しているのは、お前たちと共にいるうちに、リクトを取られては困るということだ」

「リクトお兄さまは、私とずっと一緒にいると言ってくれました」

　アルシェが堂々と話に割り込む。リクトはまだ、『お兄さま』と呼ばれるたびに、落ち着かなさを感じてしまう。

「アルシェちゃん、さりげなく私のものって主張してない……？　あなどれないわね」

「それにしても、お兄さま、ですか。アルシェはそれを盾にして、リクト殿にアプローチしていませんか……？」

「いいえ……本当にお兄さまになってしまったら、私が大人になったあとで、色々と支障が出てきてしまいます。お兄さまだと思っていますが、正確には、お兄さまではありません。ご主人様です」

　アルシェが健けな気げなことを言うので、女性陣は文句を言う気をなくしてしまう。当のリクトは、照れくささと恥ずかしさに身み悶もだえしていた。

「ご、ご主人様は勘弁してくれ……自分が鬼畜な人間に思えてくる」

　アルシェはリクトに完全に心を許しており、今では風ふ呂ろにまで一緒に入るほどになっていた。背中を流して欲ほしい、とアルシェが自分から入ってきてしまうのである。クルドとはそのようなことはなかったが、兄ではなく『大切な人』なのだから、と言われると、リクトにはまったく反論できなかった。邪険にする理由などまったくない。

　それどころかアルシェは『ご主人様』というのも本気で言っていて、首輪をつけて欲しいだとか、飼われたいなどと言うこともある。それは年下の少女が懸命に背伸びをしているというわけではなく、心から望んでいるようだった。

「アルシェは小さいのに、もう女の顔をしているんだな。私の弟は堅物だが、それでも落としにかかるか？」

「もちろんです。私は軍師ですから……リクトお兄さまが私を選んでくれるように、手練手管を使ってがんばります」

　小さな胸を張って、アルシェは堂々と言ってのける。マリエスとセシルも、自分より年下のあどけなさを残す少女に、完全に圧倒されてしまっていた。

「な、なんてことなの……リクトはちっちゃい子の方が良かったんだ。い、いいえっ、そんなの不健全よ。ぱつんぱつんでたゆんたゆんの方が、好きに決まってるんだから！」

「マリー、アルシェはまだ小さいのですから、私たちにも有利な点があるはずです。もはや、遠えん慮りよしていては、攻め入いられるばかりですから……このように……」

「うわっ……ちょ、せ、セシルさんっ……姉上の御おん前まえでそれは……っ」

　マリエスとセシルが、同時にその胸の谷間にリクトの腕を押おし付ける。今日は二人共軽けい鎧よろいに胸甲をつけておらず、その胸の弾だん力りよくと温もりが布一枚と下着を通して伝わる。

「アルシェ、どうした？　怒おこっているのか？」

　システィナに声をかけられてもアルシェは答えず、両腕をとられているリクトの前までやってきて、その手首をきゅっとつかんだ。沈ちん黙もくの迫力に気け圧おされて、マリエスとセシルがリクトの腕を離す……すると、次の瞬しゆん間かん。




　ふにゅにゅっ。

「……え？」

　リクトはアルシェに、両方の手を取られた。その手がどこに行ったかというと、アルシェの控ひかえめな膨ふくらみの上だった。二人よりも柔らかく、小さくも確かな起伏がそこにある。

「きゃあっ……あ、アルシェちゃん！　そそそんなことっ、まだ早いっていうか……っ」

「思い切り正面から……アルシェは大だい胆たんですね。そんなふうに触られたら、私は……」

「ふぁ……お兄さま、今だけは、はしたない妹を許してください。明日あしたからはお兄さまが、システィナ様が望まれるような軍師として働きますから……っ」

　胸にリクトの手を惜おしみなく押し付けながら、それでいて務めを果たすというのは、あまりにも献身的に過ぎる。言い換えれば、とても愛らしいとリクトは思ってしまう。

「……今だけは、ふがいない兄貴を許してくれ。妹じゃない、『アルシェ』の胸を触って、女の子なんだなって感動してる」

「お兄さま……いえ、リクト様……」

　アルシェの胸に触れた手に、小さな手が重ねられ、二人は見つめ合う。

　騒いでいたマリエスたちも、その光景があまりに絵になりすぎて、怒る気をなくしてしまう。そして、マリエスはセシルと『一時停戦』の目配せをした。

　それから二ヶか月げつが過ぎ、ルクサンブルが元の姿を取り戻したところで、リクトはマリエス、セシルと共に正式に凱がい旋せんした。久しぶりに愛馬に乗り、市民たちの熱烈な歓迎を受け、副官たちと共に、兵士を率いて城に向かう。それはもう一度、国境の守備の要としてルクサンブルを守り続けるという宣言の儀ぎ式しきでもあった。

「リクト様、マリエス様、セシル様、万歳！」

「『光刃の魔ま王おう』と共に、エルセリアの六魔ま将しように栄光あれ！」

　ルクサンブルでの市民を守りながらの奮戦の際に、魔まり力よくをまとった光の剣けんを振ふるい続けたリクトは、エルセリア国内で畏い敬けいを込めて、新しい尊称をもって呼ばれていた。

　光刃を振るい、魔将を率いる者――エルセリアで最強の剣けん士し・魔ま術じゆつ師しであるということは既すでに広く知れ渡っており、いずれはシスティナの次に王位を受け継ぐと目されている。

　それは魔王という呼称の、表向きの理由だ。リクトはアルシェが初めに『魔王』と呼んだ理由の方を、真の由来にしようと思っている。

　全ての魔術を使いこなすからこその、『魔王』。それゆえに宿敵を破り、クルドの仇かたきを取ることができたのだから。




　クルド・グレイシオは亡き後に、アルマジーア帝都の皇族が葬られる墓地に、英えい雄ゆうとして祀まつられた。エルセリアによる暗殺ではなく、戦死という正式な報が伝わっても、まだエルセリアに対するアルマジーアの疑念は燻くすぶっていたが、その全てをゲオルグが一掃した。

　政治の腐敗をもたらした貴族は断罪され、貴族街の住民の半分が姿を消した。レグディオラに対して消極的な防衛を唱えてきたゲオルグは、北方の安寧をもたらすべく、エルセリアの助力を得て戦い続けると国民に宣言し、受け入れられた。

　アルマジーアの騎き士し団だんと魔術軍団は一つの軍となり、当面の総指揮官をゲオルグが務め、その補ほ佐さにはリベルタと、エルセリアの魔将の一人が就ついた。

　リクトたちはレグディオラに向かうため、エルセリアの王都セラムでの休養を終えると、アルマジーアの帝都に向かった。ルクサンブルの国境壁へきには、数年をかけて城門が造られる予定になっているが、それまではアルマジーア軍の作ったゴーレムの坂路が、通り道としてそのまま利用されることとなった。




　その日はよく晴れていた。クルドの墓参りにやってきたリクトたちは、先客を見つける。フレイアとフィアが、喪に服するための黒い服を着て、クルドの墓に花を手向けていた。

　墓に祈りを捧げていたフィアはアルシェの姿を認めると、彼女の前に膝ひざをつく。そして、地面に着くほど頭を下げ、後ろ髪を分けて首を見せた。

「アルシェ様……私はあなた様を裏切り、そしてクルド様をこの手にかけました。私の命は、これ以上続いていいものではありません。どうか、ご慈悲をお願いいたします……！」

　フィアは死ぬことを慈悲という。本来は心優しく、人を殺すことなど考えられないような少女なのだろう。

　そしてアルシェもそれは同じだと、リクトは思う。首を見せるフィアの姿に、アルシェもかつて、同じように首を差し出したことを思い出しながら。

「フィア、私と共に来てくれますか。お兄さまを殺あやめたことを悔いているのなら……私と一緒に、今度は、リクトお兄さまを守ってください」

「アルシェ様……あぁ……私は……私は……あぁぁぁっ……！」

　フィアが泣きながらアルシェにすがりつく。それを見ながら、リクトは目元を拭っている妙齢の美女に目をやった。

「フレイアが人間になると、そういう姿なのか……想像していた通り、きれいだな」

「っ……う、うむ、まあな。世辞でもありがたく受け取っておくぞ。わらわは髪が白いからな、ものを知らぬ子供におばあちゃんと言われることもあって、多少苦しいのじゃ。こう長く生きておると、言い返せぬからな」

　フレイアはそう言うが、二十歳で容姿が固定されるという言葉通りの姿で、フィアと姉妹といっても十分通用する。白く長い髪に、角隠かくしと呼ばれる頭飾かざりが印象的で、スリットの入った服の裾から覗のぞく脚線美は、文字通り人間離れしている。胸の大きさも相当なもので、マリエスが既に敵視する目線を向けていた。

「フィアちゃんも成長中みたいだけど、お母さんの完成度は……ねえフレイアさん、これからはいつも、竜の姿でいてくれたりはしないの？」

「ふふっ……あるじ殿が望むなら、いつでもわらわは竜に化け身しんするぞ。娘にもやり方を教えなくてはなるまいな。フィア、涙なみだを拭ふくのじゃ。可か愛わいい顔が台無しじゃぞ」

「ぐすっ……ひっく。お母さん、私もリクト様たちと一緒に行きたい……」

　言動が幼児化しているフィアを見て、リクトたちは苦笑する。アルシェはフィアの手を握にぎって微笑み、次にリクトを見やる。

「お兄さまに、これまでのこと……そして、これからのことを報告しましょう。このお墓の下にいらっしゃらなくても、きっと、祈りは届きますから」




　クルドの遺骸は、ルクサンブル要塞から発見されなかった。

　リクトが安置した場所からは失われており、何者かが奪うばい去ったと考えられた。ハルヴォルの部屋が荒らされていたことからも、アルシェは、ハルヴォルを陰かげで操り、『忘れられた神』の信仰を唆そそのかした者がいて、それがクルドの遺骸の喪そう失しつにも関わっているのではないかと考えていた。




　アルマジーアを訪問した日の夜。リクトたちはグレイシオ家に宿泊することになった。

「お兄様の遺体が失われたことと、ハルヴォルを操っていた者がいるということ……二つは、繋つながっていると思うのです」

　アルシェは書しよ斎さいで、蝋ろう燭そくの明かりを頼たよりに、持ち出すものを整理している。リクトは一人でそれを手伝っていた。二人で話したいという、アルシェの意向を感じたからだ。

「俺おれは、ハルヴォルの持っていた禁呪の魔道具の出どころが気になる。アルマジーアでも、エルセリアでも禁じられているものだ」

「誰かが、ハルヴォルに魔道具を渡した……『忘れられた神』が戦争を望むと言うのなら、戦いを終わらせようとする私たちとは、いずれ見える時が来くるでしょう」

「……長い、戦いになりそうだな。アルシェ、本当に……」

　ついてくるのか。リクトは後ろにいるアルシェにそう言おうとして、言葉を切った。

　姫ひめ殿でん下かとして、アルマ・ノヴァの城で暮らす事もできる。戦いに明け暮れるよりも、ずっと穏やかな暮らしを得られるはずだ。

　しかし本心を言うのならば、アルシェを連れて行きたい。

　その気持ちを見通しているかのように、アルシェは物の整理を中断して、リクトに近づく。そしてリクトを後ろから、包つつみ込むように抱きしめた。

「私の身体と魂たましいは、これからもずっとあなたと共にあります。私はリクト様のものです……どこにでもついていって、隣にいます」

「……ありがとう。もう、同じことは二度と聞かない。一緒にいよう」

「はい……リクト様。こちらを向いて、少しかがんでください」

　リクトはアルシェの願いに従う。書斎に差し込む月光の中で、二つの人影が重なる。

　頬ほおに口づけをしたあと、アルシェははにかんで微ほほ笑えむ。神の使いのように愛らしく、眩まぶしい光を振りまくように。







エピローグ　レグディオラの闇やみ







　熱の籠こもった広い部屋に、一糸もまとわぬ褐色の肌はだの男が、褥しとねに腰こし掛かけて座すわっている。その近くには、肌も露あらわな妙齢の女たちがからみつき、その身体の美しさを競うように、一人の男の寵ちよう愛あいを勝ち取ろうと、艶美な仕草で男を誘ゆう惑わくする。

　男は自分から触れようとせず、ただ女たちを睥へい睨げいし、顎に手を当ててしっかりと吟味したあと、一人の女の首くび飾かざりを掴んで引き寄せる。

「今日はお前がいいな……と言いたいところだが。大事な客が来たようだ」

　皇こう帝ていの正室と側室、そして多くの女官が暮らす後宮。その核となる、存在意義の大半を占しめる部屋が、この大寝室だった。そこで毎夜催される淫いん靡びな宴にかまわず入って来られる者は、一人しかいない。

　大寝室には燭しよく台だいが幾いくつか置かれているが、光量が足りず、部屋はほとんど夜の闇のままだった。月光の方が明るいほどで、訪おとずれた人物の影を、部屋の中に長く伸ばしている。

　黒い外がい套とうをつけてフードを被かぶり、顔を隠した人物は、褐色の肌の男の前に進み出る。

　砂さ漠ばくの民たみの国、レグディオラ帝てい国こく。帝都レギンソードの後宮の主たる人物は、一人しか居ない――この褐色の肌の男こそが、レグディオラ皇帝だった。皇帝の一声で、女たちは身繕いもそこそこに退室していく。

「禁呪とやらは、大したものだな。これで、アルマジーアを手に入れられる」

「油断はならない。おそらく、エルセリアの『魔将』が出てくる」

　外套の人物の声は、女性の声だった。低く喋しやべっているものの、もとの声の美しさを感じさせる。皇帝は妻たちより、むしろこの女性にこそ関心を示していた。

「アルマジーア平原……実りの原が、ついにオレの物になるか。クカカカ……堪たまらないな。オレの時代に、ようやく新しい領土を得られるとは」

　皇帝としての領土欲を示し、心底愉快そうに笑う。

　その精せい悍かんな容よう貌ぼうと屈くつ強きような肉体に似つかわしくない、甲かん高だかい笑い方をするのは、彼が遊牧民の出であるからだ。

「お前の功績は、もはやレグディオラにとって至宝に値あたいする。そこまでをオレに支払った代価として、何を求める？」

「――『忘れられた神』への信仰。戦で流れる血こそが、何よりの供く物もつとなる」

　皇帝は顎に手を当てて思索する。伏ふせられた視線が闇の底をさまよう。

　そして、顔を上げる。その表情を見て、外套の人物は冷たい微笑みを浮うかべた。







あとがき







　初めてお目にかかります、桜崎あきとと申します。人生で初めてのあとがきに、キーボードをタイプする指が震えております。

　まずあとがきを先に読まれる派の方は、できればそっと本をお閉じいただき、ぜひ本編に目を通してからお読みいただければと思います。




　二◯十三年の二月頃からＨＪ文庫大賞への投稿作を書き始めたのですが、そのとき初めに浮かんできた題材は『ファンタジー戦記もので、まだ功績はないが一騎当千の強さを持つ軍人が、知略に長けた参謀役と組んで成り上がっていく』というものでした。

　それがどうして今の形に変わったかというと、実を言いますと『僕の妹は漢字が読める』の存在に影響されたからです。この作品が世に出たときの盛り上がりは相当なもので、作中に登場する『オオダイラ文体』の残した後世への影響は測り知れません。

　そんなわけで、僕は絶対に『妹』を出さなければならないと思いました。知略に長けた参謀役が、男性から少女に変わった瞬間です。

　ここからは自分でも驚くほど、するすると物語が出来上がりました。リクトとアルシェの出会いと、ひとつの戦争の顛末を描くうちに、投稿規定の制限に達していました。書き足りないと思ったことも、こんなふうに小説が書けたのも、初めてのことでした。

　賞を頂いたことについては、今でも夢なのではないかと思うことがありますが、読者の皆様がこのあとがきを目にされているとわかれば、現実なのだなと実感出来ることでしょう。叱咤激励のお便りを、一日千秋の思いでお待ちしております。




　ここからは幾らか、内容についても触れさせていただければと思います。

　元は十歳で神算鬼謀をふるっていたアルシェですが、改稿にあたって十三歳になっています。文中に『数え年』とありますから、実質は十二歳ということになります。

　しかし年齢を上げても、まだ軍師としては年若く、大丈夫かという印象が拭えません。そこで大きな助けになったのが、やはりイラストです。アルシェのイラストは完全に想像していた通りで、想像以上であるという、最高のデザインをいただけたと思っています。アルシェが稀代の軍師である説得力の九割は、イラストにあります。読者の方々にもそう感じていただけると、それ以上に嬉しいことはありません。

　もちろんリクトや他のヒロインについても完璧としか言いようがなく、毎回デザインが上がってくるたびに感激していました。ヒロインたちは青少年を悩ませるスタイルの持ち主ですから、その点においても想像以上で何よりでした。システィナの挿絵が多くの皆様の琴線に触れてくれれば、今後の登場機会が増えるかもしれないなと勝手に期待しています。もちろんマリエスとセシルの出番も等しく書きたい所存です。




　書くことは尽きませんが、改めて謝辞を述べさせていただきます。

　本作を推していただき、作家としての心得をご指導いただいた担当編集様には、どれだけ言葉を尽くしても感謝を表しきれません。いつか『あいつはワシが育てた』と言っていただけるように、今後も精進を重ねて参ります。

　素敵なイラストを描いて頂いた卵の黄身先生、この作品に熱いファンタジーの魂と魅力的なヒロイン分を入れていただき、誠にありがとうございます。地面で額が磨り減るほどに平身低頭で御礼申し上げます。

　締め切りに間に合いそうもないと諦めていたとき、頑張って書いて出した方がいいと言ってくれた家族にも、この場を借りて伝えさせていただきます。本当にありがとう。

そして何よりも、この本を手に取っていただいた皆様に感謝します。

　ありがとうございました。

二◯十四年　十月末日　桜崎あきと
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